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（き、来た……！）

　廊下を隅すみ々ずみまで睨にらんでいた彩あや川かわ奏かなでは、恋する乙女パワーで標的を察知する。

（前髪オーケー、リップオーケー。スカートの裾も大丈夫。あとは……）

　素早くチェックをすませ、最後に制服のリボンを整える。ここ天てん秤しよう高校では、女子のリボンは優しくふわりと結ぶ『キュート結び』と内側にタイトに折り込む『クール結び』の二種類があり、奏は入学以来ずっとキュート結び派だ。

「よし、今日こそっ」

　憧れの君きみまで約十メートル。

　奏の熱烈な視線は、黙々と歩いてくるひとりの男子生徒をしっかりと捉とらえている。

（やだ……杉すぎ峰みね君てば、今日もカッコよすぎ……）

　杉すぎ峰みね逸いつ、身長百七十センチ前後の中肉中背。決して不細工なわけではないが、華はなのある美男子とも言いがたい。不良にも見えず、かといって優等生という印象もない。要するに一見なんのインパクトもない少年なのだが、奏にとっては眩まばゆいばかりの特別な存在である。

　二月のある寒い日に、一方的かつ圧倒的な恋に落ちてから早三ヶ月──切ない想いは日々募つのり、すでに抑おさえきれなくなっていた。

「今日こそ告白しなきゃ……絶対後悔するんだから」

　あと五メートル。大きく深呼吸をする。大丈夫。

（あんなに練習したんだもん、なんにも心配ないってば）

　さらに彼は近づいて来る。あと三メートル。奏は不安を打ち消すように胸に手を当て、最後の祈りを込めた。

（あと一メートル……）

　憧れの君が、歩調を緩ゆるめることなく奏の横を通り過ぎ、頰ほおに風を感じた時──。

　その背中に向かって必死に声を上げた。

「す、杉峰君……っ……」

　尋じん常じようではない大きな声にゆっくりと振り返る憧れの君の眼まな差ざしを見た瞬間、

「！」

　奏の顔は一気に赤く染まっていく。逃げたい衝動が襲う。

　怖い。怖くてたまらない。だけどもう、引き返せない……だって杉峰君はすでに振り返ってしまったのだ。

（どうしようっ）

　緊張のあまり、息が詰まって上う手まく言葉が紡つむげない。まさに奏は必死だった。だから。

　だから、気づくはずもなかったのだ。自分の背後にもう一人、杉峰を見つめる長身の黒い影がいたことなど──。




　振り返った杉峰逸が最初に目にしたのは少女の背後にいる異様な男の存在だった。

　まず背が高い。百七十センチの杉峰が見上げるほどだから、二メートルはありそうな長身である。それから黒い。マントに包まれた中世風の洋服も、腰まである漆しつ黒こくの髪も闇やみを溶かしたような黒さだ。

　その圧倒的な濃度の中で、静せい謐ひつな印象を持つ紅の瞳だけが杉峰をじっと見下ろしていた。

「……」

　学校関係者ではないだろう、と杉峰は推測する。というか、この世の者ではない気がする。

　本来ならば声のひとつでも上げるべき状況だが、杉峰という少年は元来、リアクションが極端に薄い性質を持っていた。

　思いつめた表情でこちらを睨みつける（ように杉峰には見えた）ひとりの少女と、その背後にそびえ立つ謎の黒男。やがて少女のほうが大きく息を吸い込むと、自分に向かって何やら言い放つ。




「好きですっ。お願いします！　私と付き合ってくださいっっっ」

「第五の門より選ばれし者。暗き導きと闇を以もって、この地の善を滅ほろぼせ。我と契約を」




　ふたつの声はピッタリと重なった。

　ふたつの声とはもちろん、恋する乙女・奏と、謎の黒男である。




　杉峰逸は、この奇妙な状況にとりあえず二ミリほど眉まゆを寄せる。そして彼なりに様々な角度から自分の置かれている立場と正しい解答を模索し始めた。

　致命的に無口な彼ゆえに誰も知らないことであるが、この少年には『人生に、厄やつ介かい事ごとは持ち込まない』という独自の信条がある。──ならば。

　彼はごくシンプルに返答する。

「断る。興味がない」

　ふたりをあっさり切り捨てると、杉峰は満足気にその場を去った。




　残されたのは哀れなフラレ女と謎の黒男──。

「うむ。これほど早く断られるとは……最近の人間界はまさにスピード社会なのだな」

　落ち着いた感じの低く穏おだやかな声──その時になって奏は初めて自分の後ろにいる不気味な存在に気がついた。

「……」

　振り返ると奏のすぐ後ろに、異様に紅い瞳ひとみを持つ黒ずくめの男が立っていた。

「感じ悪ぅ！」

　その男の肩の辺りから、別の声が聞こえる。

「世界滅亡の危機を、セフィロト様が救ってやるっちゅー話やのにィ。てか、別にこのまま人間界が終わっても、規則上は問題ないんちゃいますか？」

　まだ幼い感じがする少女の声だが、その内容はかなり物ぶつ騒そうだ。

「……」

　周囲では『ヘンなもの好きな妄想族』で通っている奏だが、さすがの彼女もこの異様な存在をまったく理解することができないでいた。

　黒ずくめの男は、真面目な顔で見えざる声に返答している。

「確かに人間界の存亡に我らが関わるいわれはない。しかし今回は上司命令だ。何か裏があるらしい」

「人間にも滅亡回避のチャンスをやるっちゅーことかなぁ。でもあいつ、今契約の依頼断ったしなぁ」

「契約は悪魔が三度誘い、人間が三度とも断って初めて不成立となるのだ。人間がどういう選択をするかわからぬが、今はあの杉峰という人間を追いかけ再び契約を迫るしかあるまい……ところで」

　男はそこでようやく、目の前でプルプルと肩を震わせている奏に気がついた。

「この娘むすめは一体なんなのだ？」

「つ、か!!　ゴチャゴチャうるさいわよっ、アンタたち！　人の告白邪魔しておいて、何余裕かましてんのっ」

　奏は渾こん身しんの力でもって、やたら背の高い男の胸むな倉ぐらを摑つかみ上げる──といきたいところだが、身長差という切実な現実問題により、とりあえず目いっぱい睨みつける。

「娘むすめ、我らは大事な契約をしに人間界に降り立ったのだ。その邪魔をしているのはお前のほうだと思うが」

「契約って何よ？　てか強烈にアヤシイこと言ってんじゃないわよ、この電波野郎ぉ」

　そこまで言って、奏はふと気がついた。そう……この男、まさにアヤシイのだ。全身黒ずくめで伯爵然とした独特の出で立ちに、やたら上質のマントを着ている。文句のつけようもなく整った顔は息を飲むほどに美形だが、それはどこか不吉な感じのする美しさだ。

　……間違いない、と奏は思う。

「さてはアンタ、吸血鬼ね！」

「違う」

「じゃあ吸血鬼を装ったコスプレマニアね」

「それも違う」

「じゃあじゃあ、吸血鬼を装ったコスプレマニアに見せかけた本物の吸血鬼ね！」

「……違うと言っている」

　うんざりしたように首を振る男に、奏は苛いら立だちながら足を鳴らす。

「しつこいヤツ！　いいかげん、正体を言いなさいっ」

　ビシリと突きつけられた指先に、整った眉を寄せる男。ふいにその横から何か小さくて黒い物が飛び出した。

「このアホ女、言わせておけば！　セフィロト様を吸血鬼みたいな魔族と間違えるやなんて、侮ぶ辱じよくするにもほどがあるっちゅーねんっ」

　そんな威勢のよい関西弁とともに黒ずくめの男の背後から現れたのは──。

「ひゃああ何コレ？　可愛いっ」

　抜群の動体視力で摑んだ奏の手中には、小さな女の子が握られていた。ピッタリとしたセクシーな黒服に矢印型の尻尾しつぽ。背中には蝙こう蝠もりのような翼が生えている。

　よくよく見れば、スタイルといいルックスといい文句のつけようのない完璧な美少女、というか小悪魔だ。

「なーにこれオモチャ!?　どっかに電池でも入ってんの？」

　興味津々に、奏はチビ美少女をひっくり返す。そのせいで、黒いスカートから少女の形の良い白い足が露あらわになってしまった。

「コラ、女！　離さんかいっ！　チキショー」

「娘、いいかげんにするのだ」

「あー何よ、つまんないの」

　ため息をつく黒ずくめの男にオモチャもどきを取り上げられ、奏は子供のように頰を膨ふくらませた。

「セフィロト様ありがとうございます。ふぅ助かったわ……ったく、近頃の人間の悪業には悪魔様もビックリやで。やっぱり一度滅びたほうがええんやないですかね」

「ケテル。それはあくまで杉峰が決めることだ」

「あのさー、ちょっとちょっと、さっきから気安く杉峰、杉峰って……アンタたち、杉峰くんになんの用？　というか大体、アンタたちなんなのよ！」

　場合によっては警備員のおっちゃん呼ぶわよ、という奏の脅しを受けて、しかしセフィロトと呼ばれた黒ずくめの男は静かに言った。

「娘。それは知らないほうがいい」

「きぃ！　なんなの、その生意気な態度っ」

　しかめっ面の奏を前にして、チビ悪魔がセフィロトのマントをそっと引っ張る。

「セフィロト様、ここはひとまず悪魔ってことでええんちゃいます？」

「うむ」

　そうだな、とセフィロトは改めて奏を見下ろした。

「我は……悪魔だ。重大な任務を受けて人間界に降り立った」

「重大な任務ぅ？　あのねぇ、今！　私は人生のすべてを懸けて告白したのっ！　このまま杉峰君に嫌われたら、私の世界は破滅なんだから、もぉー」

「ほぅ……世界の破滅とは奇遇だな。我々もまた、世界の存続を懸けてあの男に声をかけたのだからな」

　はぁ？　と思いっきり生意気な顔を向けた奏に、セフィロトは生真面目な表情で静かに指を二本立ててみせた。

「あと二回。あと二回あの男が私からの契約依頼を断れば、世界は滅びる」

「あの男って……ひょっとして杉峰君？」

「そうだ」

「それは……ひょっとして……杉峰君に世界の存亡がかかっているってこと？」

「そのとおりだが？」

「……」

　口元に手をあてて、奏は必死に何かを考えている。

　そしてふいに顔を上げセフィロトに言った。

「わかった。その話、私も協力してあげる」

「いや。協力は不要」

「遠慮しなくていいってば」

「なんや？　この女どえらい物分かりがええやないか」

「そっちのチビもよろしくね」

「チビちゃう！　ケテルや」

「セフィロトにケテルね。よろしくよろしく」

「いや、だから協力は不要だと」

　さらに断ろうとするセフィロトに向かって、奏は馴なれ馴なれしく黒マントをバンバンと叩く。

「まぁまぁ、どうせ杉峰君の家も知らないんでしょ？　私が案内してあげる」

「……この娘。簡単に異界の者を受け入れすぎではないか」

　不安になったセフィロトがケテルに話しかける。

「そうですよねぇ。だいたい悪魔の存在なんて、大抵の人間は信じへんもんやのに」

「純粋なのかバカなのか」

　考え込むセフィロトたちをよそに、奏はひとり悦えつに入いっていた。

「杉峰君が救世主……カッコイイ……ってかヤバイ！　ヤバイよそれ。カッコよすぎるってっっ」

　悪魔を信じるか否いなかという問題ではなく──。

　奏は単に、そのシチュエーションが気に入っただけなのだった。
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　奏かなでの一世一代の告白劇が行なわれる少し前。

　場所は、同じく天てん秤しよう高校。報道部の部室である。

　報道部は今から二年前──あるひとりの男によって開始された。彼は手始めに、壁新聞を不定期に発行するだけだった冴さえない新聞部に入部し、すぐに似たような境遇の放送部との合併を成功させる。さらに生徒会の管かん轄かつであった広報委員会を強引に独立させ『報道部』という新たな組織をわずか半年で築き上げたのだ。

　今では『報道を制すものは学校を制す』という勝手なスローガンのもとに、もはや部活とは呼べないほどの予算を生徒会から巻き上げている。

　それが報道部初代部長──藍あお司し馬ば栄えい介すけなのである。

「もっと面白い記事を書けって言ってるのがわからんのか、このボケ！」

　その男は今日も部室の一番奥でどっかりと腰を据すえ、新人部員を叱りつけていた。

　野生の狼おおかみを連想させる風ふう貌ぼう。百八十センチを超える長身。細身ではあるが均整のとれた筋肉に恵まれた体たい軀くと尋常ではない眼まな差ざしの強さには、高校生とは思えぬ貫禄がある。

「でも部長。卓球部新人戦の結果ですよ？　どう転んでも面白くなりようがないというか」

　部員のもっともな意見に対して、藍司馬の答えは想像を絶するものだった。

「お・前・の頭は──」

　いきなり強烈な頭ず突つきを食らわす。

「アルマジロか！」

　ズコリという鈍にぶい音がして、新人はその場にうずくまった。なぜアルマジロなのかという疑問もブッ飛ぶ痛さである。しかし、物理学上は同等の激痛を負うはずの藍司馬は、平然とデスクに座り直していた。

「いいか？　記事なんてものは読まれてナンボだ。面白くない事実より、面白いネタを書け！　書きまくれっ！　書き続けろ！」

「で、でも部長ぉ。報道が真実を語らなくてどうするんですか」

「バカモノー！」

　二発目の頭突きの餌え食じきとなった新人を見下ろしながら、藍司馬は指先で豆粒ほどの隙すき間まを作ってみせた。

「こーんな程度の真実を、広げて広げて畳一畳の面白さにする。それを噓と呼ぶヤツがあるかっ！　貴様は金沢の伝統工芸を巧みに駆使した関西人の秘術を知らんのかぁっ」

「ううう。意味不明っすよ」

「ならば行動だ！　俺様の偉大なるお言葉は行動で理解すべし。わかったら行け！　すぐに行け！　とっとと行けぇっ」

　は、はいと新人記者は痛む頭を押さえながら部室を飛び出していく。

「ったく。どいつもこいつも……」

　荒々しいため息とともに、藍司馬はどかりと椅子に腰を下ろす。視線の先にあるのは机に投げ出された自分専用のノートパソコン。

　画面には、報道部とは対照的に整理整頓の行き届いた清潔な一室が映し出されている。

　生徒会執行部だ。

　良心的な報道部員たちを無理矢理説得し、生徒会室に隠しカメラを取り付けさせたことにはもちろん理由があった。それは、もはや向かうところ敵なしの報道部が唯一、勝てない相手が生徒会だからである。

　予算の最終決定権を握られているという点で、報道部は生徒会の傘下で活動せざるを得ないのだが、それが藍司馬には気に入らない。その上、絶大な人気に支えられて異例の二期目に入った現生徒会長の緋ひ宮みや聖せい良らは、全学年はおろか教職員にまでその名を轟とどろかせている。

　そんな彼のスキャンダルのひとつでも暴いてやれば、それは間違いなく校内でトップニュースだろうし、もしくは暴露せず生徒会執行部の弱みを握って、実質的な運営をも支配してやろうという魂こん胆たんもある。

　しかし、生徒会執行部を密ひそかに監視し続けて半年──スキャンダルどころか、その行動にはまったく落ち度が見られない。

　藍司馬は多少、飽きてきた頃だったのだが──。

「なんだ？」

　眉がピクリと動く。画面にはひとりの少女。

　生徒会室に入ってきた少女は、もちろん自分の姿が生中継で報道部へと繫つながっていることなど知らない。

「見慣れないやつだな」

　素早くズーム操作しながら、ひとりごちる藍司馬。なんだか暗い感じの少女だ。長めの前髪が顔の半分を隠し、さらにメガネをかけているため表情はほとんどうかがえない。その上、始終うつむきっぱなしなので余計に暗いイメージがある。制服の胸のリボンの色は、淡い桜色。ということは一年生に違いない。

「あ。この子、一年の」

　デジタル一眼を磨みがきながら、報道部カメラマン二年の田た中なかが横からパソコン画面を覗のぞき込んできた。

「知っているのか？」

「春はる海みちゃんじゃないかなぁ……ほら、緋宮会長になってから激戦続きの生徒会選挙で、ダントツの票を獲得した三年のお姉様がいたじゃないっすか」

「ああ。菜な々な原はら夏なつ海みか」

　藍司馬は先月行なわれた校内選挙を思い出す。確かに彼女なら知っている。クラスメイトで、いつでも誰にでも同じ笑顔で対応しているという印象しかないが。

「いいっすよねぇ、夏海先輩。すごい美人だし性格も優しくて、勉強もスポーツも優秀。その上ピアノの才能もあるんすよ。俺、ファンですから！」

　田中の大絶賛を藍司馬は軽く聞き流す。先の選挙で全校生徒の心（特に男子）を摑つかんだ菜々原夏海のルックスも、報道部部長にとっては特に関心を持つ対象ではないようだ。

「で、それがこの女子とどういう関係がある？」

「ええと、この画面の子が夏海先輩の妹っすよ」

　見ると確かにパソコン画面に映る緊張気味の少女と、生徒会室の机から立ち上がって駆け寄る夏海の姿が映っている。

「えらい似てない姉妹だな」

「そういえばそうっすね。似ていないというか対照的、みたいな？」

　田中も素直に頷うなずく。

　華やかな印象の姉に比べて、妹の春海はあまりにも地味だ。そのふたりが何かを話している。藍司馬は素早くマウスを操作して音声ボリュームを上げた。

〈どうしたの、春海？　お姉ちゃんに何か用事？〉

〈ううん……そう、じゃなくて……あの〉

　優しく尋ねる夏海に対して、春海は口ごもる。

〈僕が呼んだんだ〉

　助け舟のように、新たな声が加わった。




「え？」

　生徒会室の大きな窓からの光を少しまぶしく感じながら、春海はその声の主を探す。

　室内のそれぞれの机には、天秤高校生徒会長を補佐すべく狭き門を勝ち抜いてきた各学年のエースたちが着席しており、その一番奥には立派な書斎があった。

　背後にはイギリス式の立派な庭園を見渡せる豪ごう奢しやなバルコニーが広がっており、声はそこから届いている。その席には──そう。

「緋宮生徒会長？」

　感じ良くにっこりと微笑ほほえんだ緋宮は、春海へ顔を向けた。

「やあ、よく来てくれたね。できればふたりとも、もう少し近くに来てくれないか」

　話しにくくてさ、と気さくに肩をすくめる。

　左の頰ほおを軽く支えるように肘ひじをつき、眼鏡の奥の涼やかな目つきで書類に目を通している緋宮に向かって、春海は弾はじかれたように一礼した。

　こんな間近で生徒会長を見るのは、春海にとって初めての経験だ。秀しゆう外がい恵けい中ちゆうを地でゆき、誰からも絶対的な信頼を寄せられている彼に呼びだされたのだ。

　春海は目も眩くらむような胸の高鳴りを感じていた。

「あ、あの……私……」

　上う手まく言葉が続かない春海をフォローするかのように、緋宮がゆっくりと口を開く。

「突然呼び出したりして悪かったね、春海君。こんな慣れない場所で緊張するなというほうが無理だと思うけど、どうか気を楽に」

　耳に心地よいしっとりとした声こわ色いろ。不思議なぐらい澄んだ茶色の瞳ひとみ。

（まるで天使みたいな人）

　優しく清らかで、けれど堂々とした風格。こんなに素敵な人が、一体なんの用事があって自分などを呼び出したのだろう、と春海の胸はさらに高鳴る。

「実はね」

　緋宮は、穏おだやかに本題に入る。

「君たちのお母さんから頼まれたことがあって。夏海君」

「え……」

「君は今回の生徒会選挙でトップ当選を果たしてから、実によく働いてくれる。責任感もあるし、もちろん人気も高い。僕もいろいろと助かっているんだよ」

　春海を呼び出しながら、緋宮はなぜか姉の夏海と話し始める。

「ありがとうございます。緋宮会長の役に立てるなんて、一生徒として最高の栄誉です」

　背筋をぴしりと伸ばして毅き然ぜんとした姿で答える夏海は、妹の春海から見ても素敵な女性だ。

「ところで夏海君はウィーンへのピアノ留学が決まったそうだね」

「！　それは……」

　驚いたように言いよどむ夏海。それは無言の肯定だった。

　春海にとって、それは初耳だった。確かに姉は昔からピアノが上手かったし、留学の話があってもおかしくはない。しかし姉も母親も、自分には何も言ってくれなかった。

　寂しいような悔しいような、苦い気持ちが胸に広がる。

「将来のために今すぐにでも行かせたいというのが親御さんの強い希望だが、君は卒業まで待ってくれと、そうお願いしているらしいね？」

「……はい」

「どうして？」

「私は」

　ひと呼吸おいて、夏海はゆっくりと話しだした。

「私は誇りある生徒会執行部委員です。みんなが投票して選んでくれたのに、それを無にして留学なんかできません」

　きっとひとりで何度も考えたのだろう。静かな、けれども確かな意志を感じる発言だ。

「なるほど……でもね」

　緋宮会長はそこで端正な顔を曇らせる。

「僕は、生徒会の仕事が君の将来を邪魔していると思うと心苦しいんだよ」




　そのやりとりを、報道部のふたり──藍司馬とカメラマン田中がパソコンで見ていた。春海と夏海のうっとりとした瞳を見る限りでは、生徒会長の魅力は今日も全開。まったく衰えを知らないようである。

「なんつーか……天下の生徒会長殿は相変わらず絶対不動の人気っすねぇ」

　緋宮聖良の、あまりに完璧なイイ男ぶりに半ば呆あきれながら田中が言う。

「部長。俺たち哀れな男子生徒のためにも、生徒会長唯一の対抗馬といわれる藍司馬栄介があいつを追い落としてくださいよぉ」

　藍司馬は不機嫌そうに顔をゆがめる。確かに生徒会長の緋宮とは、入学当時から二大カリスマとして何かにつけて比較されてきた。しかし、絶対唯一自己主義の藍司馬にとって、比べられる存在がいること自体、すでに屈辱なのだ。藍司馬が緋宮を意識する理由はただひとつ。

「この男の弱点を何か摑めたら報道部の大スクープ、ひいては報道部の校内勢力アップ確実なんだがな」

「いやぁ～そりゃ無理じゃないっすか？　今日もなんだか、スゴイ善いい人みたいですし」

　その意見には藍司馬も苦笑で同意する。しかし。

　今回もスクープはハズレか、とパソコン画面から目を離そうとしたその瞬間。

「……なんだ？」





　意志ナキ意思ニテ

　第五ノ門ハ開カレル






　その文字は、液晶画面に揺らめくように現れた。

「なんスか？　……気持ち悪ィ。マシンの故障じゃないですか」

　田中の声に答えることなく、藍司馬はじっと画面を見つめている。

　映像の中の姉妹や緋宮に先ほどまでと変わった様子はない。とすると、やはりパソコンの問題か。付属の小さなスピーカーから、夏海の声が聞こえる。

〈ありがとうございます……母が余計な話をしたとはいえ、会長にそれほど気に留めて頂いていたなんて〉

　恐縮して頭を下げる夏海に対して、緋宮はゆっくりと頷いた。そして〈そこで、なんだけど〉と少し声色を変える。

〈春海君〉

〈は、はい！〉

　急に名を呼ばれて再び緊張した面持ちの春海。

　その顔に重なるように映りこんでいる謎の文字は、まるでディスプレイ自体に殴り書きされたように斜めに走っている。それは墨のように濃淡を繰り返しながら不気味に揺らめき──。

「！　見ろ、文字が消えてゆく……」

　異常な現象に、藍司馬は息を飲んだ。

「コレ、絶対おかしいっすよ！　生なまの映像にこんなふうに文字が浮かぶなんて……あ！　また新しい文字がっ」

　田中は軽いパニックを起こしながらも、画面を見つめ続ける。





　七ツノ住人ハ審判ヲ待タズニ目覚メ

　殺戮ノ歌ハ響ク






「僕はね、お姉さんが留学した際のピンチヒッターとして、春海君を生徒会へと迎え入れたいと思っているんだけど」

「……！　そんなっ」

　思わず大声を出してしまった春海は、自分の声のボリュームを恥じるかのように真っ赤になってうつむいた。隣では夏海も、同じように驚いている。

「そうすればお姉さんも安心して留学できるんじゃないかな。君たちの親御さんの気持ちにも応えられるし」

　ことの成り行きに、それまで無関心に仕事に打ち込んでいた他の執行部委員たちもざわめき始める。

「厳しい競争を制して当選した僕らと同じ立場になるというのか、冗談だろ？」

「いくら姉妹とはいえ力不足もいいところだ……緋宮会長はお優しいからな」

　ひそやかな声が、春海の背中に突き刺さる。

「私……私は……」

　思わぬ展開に、言いよどむ春海。

「大丈夫。すぐに答えを出さなくてもいいから。どうか前向きに考えてみて」

　労いたわるように、緋宮が優しく言葉を重ねる。そこへ姉の夏海の声が加わった。

「緋宮会長」

　やはり妹とは違う、穏やかだけれども毅然とした口調で。

「本当にありがたいお話です。けれど春海は、こういう華やかな舞台には馴なれていませんし、執行部のみんなにも迷惑をかけてしまうと思うんです。どうか勘弁してやってください」

「そうなの？　春海君」

　姉の言葉を確認するように、緋宮はうつむいてしまった春海の顔を覗き込む。

「春海。無理することないのよ？　お母さんには、お姉ちゃんから話しするから」

　妹への優しさ溢あふれた言葉に、なぜか春海が一瞬辛つらそうな顔をする。そしてひと息つくと、

「私に……私に姉の代わりなんかできません……」

　と蚊の鳴くような声で答えた。

「そうか」

　春海の返答を、緋宮はやけにあっさりと認める。執行部委員たちが、安あん堵どの息をつくのがわかった。





　王冠ノ台座ハ喰ライ尽クサレ

　魂ハ憎悪ノ海ニ沈ム

　呪ワレシ天ト地ニ災イヲ






　次々と現れる文字に、緊迫したままの藍司馬と田中はモニターをじっと凝視する。

「生徒会の連中は、この文字をまったく気にしていないな」

「そうっすね……やっぱ無関係なのかな」

　モニターは生徒会室のバルコニーを映し出す。放課後の穏やかな光と風が舞い込んでいる。祝福のようにそれらを背に受ける緋宮会長を、夏海と春海は神こう々ごうしく見ているようだった。

〈そうだね。確かにお姉さんの代わりというプレッシャーは、君にとって重く苦しいことだったかもしれないね。無理を言ってすまなかった〉

〈……はい〉

〈じゃあ。話はこれで終わりだ。ご苦労様〉





　滅ビヨ　人ノ子






　ああ、それからと緋宮は付け加える。

「春海君も夏海君も、何か辛つらいことがあっても決して弱音を吐かず、より良い自分を目指して頑張ってほしい。それが僕の理想とする天秤高校の生徒像だからね。そのために僕にできることがあるならば、いつでも力になるから」

　緋宮の言葉を複雑な思いで聞いていた春海は、ふいに頭を下げ、逃げるように緋宮に背を向けて歩き出した。

「春海？　す、すみません。会長、いろいろとありがとうございました」

「今日はもう帰っていいから。妹さんのところに」

　最後まで手を抜かない緋宮の心遣いに感謝しながら、夏海は素早く礼を言い、妹を追って部屋から出た。




　藍司馬は素早くカメラを切り替える。

　新たに映し出されたのは、生徒会室のドアの外だ。そこには部屋を出たばかりの菜々原姉妹が立っていた。姉の夏海が気遣うように妹の肩にそっと手を乗せる。

〈春海、大丈夫？〉

〈うん……〉

　頭を軽く押さえながら頷く妹を見て、夏海はやっと安堵の息をつく。

〈ごめんね、春海。留学のこと……きちんと決まってから報告しようと思ってたの〉

〈……別に。私には関係ないことだし〉

〈それにお姉ちゃんのせいで嫌な目に遭わせてしまって〉

〈お姉ちゃんのせいじゃないでしょ〉

〈ううん、お姉ちゃんがウィーン行きか生徒会に残るか迷っていたから、結局みんなに迷惑かけちゃって……本当に悪いと思ってる〉

〈そんなこと、思ってないくせに〉

　姉の言葉を遮さえぎるように、春海の冷たい声が重なった。

〈お姉ちゃんは優秀だから、みんなが自分のために動くのは当然だって思ってるんでしょ？　今さら善い人ぶらないで。なんでも手にいれて、なのに私にはなんにもくれないくせに〉

　でも、もういいんだと春海は独り言のようにつぶやく。

〈春海……？　本当に大丈夫？　急にどうしたのよ〉

　夏海は心配げに妹の肩に手を置く。

〈いいからっ。もう私のことはほっといて！〉

　春海は姉の手を乱暴に払いのけると走り去っていった。




「ありゃ？　春海ちゃんてば、本当は生徒会やりたかったとか？　それとも、単に『緋宮会長のおそばにいたかった！』みたいな感じっすかね」

　一部始終を見終えた険けわしい眼差しの藍司馬に、田中が不思議そうな顔を向ける。

「その感情は所しよ詮せん、氷山の一角に過ぎんだろう」

　それ以上の詳しい話をする気はないようで藍司馬は「それよりも」とさりげなく話題を変えた。

「こういうのはどうも、後味が悪い」

「そうっすねぇ」

　生徒会を監視することにはなんの抵抗もない二人だが、それがプライベートな姉妹ゲンカとなると話は別らしい。

「ドア付近のカメラでは、妙な文字が出る気配はないな」

「とすると、やっぱ生徒会室に仕掛けたカメラの故障っすかねぇ？」

　藍司馬が再び生徒会室のカメラへと切り替える。

　室内では執行部委員たちの絶賛の嵐が巻き起こっていた。

〈僕は生徒会長としてできる限りのことをしたいと思っているだけだよ〉

　緋宮は思慮深げにゆっくりと眼鏡のフレームを指で持ちあげる。清潔に切り揃そろえられた髪が、端整な横顔に淡い影を落とした。その麗うるわしさに、見慣れている執行部委員たちでさえ否いや応おうもなく惹ひきつけられているようだ。

「どうやら文字は終わったみたいですね……」

　しばらく様子を見て変化がないことを確認した田中がつぶやく。奇妙な文字が浮かび上がった画面も、今はすっかり正常に戻っている。

「……そうみたいだな」

　違うことを考えながら、藍司馬はそっけなく答える。

「やっぱ……一時的な故障っすかね？」

　言うことを聞かないたびに不条理な暴力を受けてきた藍司馬のパソコンなら十分にあり得る話である。しかし──。
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　天性の集中力と類たぐい稀まれなる記憶力でもって、藍司馬は先ほどの謎の文字をノートに正確に書き出した。

「……」

　ノートの文字をじっと見る。鼓動が早くなるのを感じていたが、それはもちろん恐怖からではない。純粋な好奇心と事件を嗅ぎつける本能。首筋の後ろあたりがざわりと鳥肌を立てている。

　とてつもない、スクープの匂いがした。

（うわ……部長、スイッチ入っちまったよ……忙しくなるぞ、こりゃ……）

　田中が藍司馬の異変に気づいてひとり、首をすくめる。

「田中、長は谷せ川がわ！　お前らはカメラを準備、いつでも動けるようにしておけ。梁やな川がわと松まつ波なみは図書室。しばらくは報道部が貸切だ！　それから柳やなぎ本もと。明日からの新聞の三面スペースは確保しておくように。いいなっ」

「は、はい！」

　部長の命令に、部員たちが散っていく。

「それから彩あや川かわ！　……彩川奏はどうしたっ」

「奏先輩なら今日は部活欠席ですよ。なんでも超個人的真相究明インタビューだとか」

「俺はさっき渡り廊下で誰かを張ってるの見ましたけど……なんつーか、すごい気合入ってました」

「私は人生最大のビッグイベントだって聞きました。ええと確か、メガヒット間違いなしの未来の学園スターに唾つばつけとくとかなんとか……」

　数人の部員の証言を不機嫌に聞きながら、藍司馬は「そんな情報はいらん！」と腹立たしげに机を叩く。

「俺が知りたいのはっ！　あいつがたった今！　どこで何をしてるかということだっ！」
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　彩川奏は、杉すぎ峰みねの自宅マンションの前に立っていた。

　妖あやしい黒ずくめの男セフィロトと、矢印尻尾しつぽのチビ悪魔ケテルも一緒である。

　天秤高校ではあえなく杉峰との契約を断られたセフィロトだが、奏の強引な引率により二回目の邂かい逅こうに挑戦中なのである。

「娘むすめ。自宅まで押しかけて本当によいものか？　これは人間界で言うストーカーというやつなのでは……」

「うるさいわね。悪魔が細かいこと気にしてんじゃないわよ」

「あほ！　セフィロト様になんちゅー口きいてんねんっ」

　マンションの垣根に身を隠しながら、三人はひたすら杉峰の帰りを待っていた。

　報道部二年目の奏は藍司馬部長のスパルタ指導により、学校周辺の地図をすべて頭に叩き込まれている。もちろん、杉峰情報も完璧に把握しており、それこそ幼稚園の時のかけっこの順位から父親の初恋の人までバッチリ調査済みなのである。つまり先回りして待ち伏せすることなど、奏にとっては朝飯前なのだ。

「学校から自宅まで、杉峰君なら徒歩で平均二十八分。月曜日はコンビニで漫画雑誌を立ち読みするから少し遅れるけど」

「……そういえば、そなたは杉峰逸の、一体なんなのだ？」

「うふふ。未来のお嫁さん」

「……セフィロト様、こいつ一発殴ってええですか？」

「悪魔の制裁が下くだる前に正直に答えよ、娘」

「わ、わかったわよ。ただの同級生。今のところね」

「で、あの場所で何をしておったのだ？」

「だーかーらー。私の人生最大の告白イベントをあんたが台無しにしたって話したよね？」

「コクハク、とな」

　そうよ、と奏は腕を組んでセフィロトを睨にらみつける。

「あんたが世界の破滅がどーのこーのって言うから話がややこしくなっちゃったわけよ！」

「どーのこーの……」

　奏のあまりの軽さに、セフィロトとケテルは啞あ然ぜんとする。ケテルが蝙こう蝠もりタイプの羽をパタパタさせながら言った。

「ホントにええんかぁ？　お前、世界の破滅やぞ？」

「あー……そんな話してたわね。確か杉峰君を三回誘ってダメなら世界は終わりって話でしょ？」

「正しくはあと二回だ。先ほど一度断られているからな。よいか、あと二度のチャンスで人間界は確実に救いの道を断たれるのだぞ？」

「ふーん。核兵器だの環境破壊だのって、世界はいつでも破滅の危機に晒さらされてるわけだしぃ。イマイチ新鮮さがないのよね、そのフレーズは」

「セフィロト様、コイツやっぱり我々の存在を信じてへん気が……ちゅーか、コトの重大さが理解でけへんド阿あ呆ほうか」

「うむ。確かに」

「あ、来た来た！　やっぱり杉峰君てば麗しい……」

　ふたりの話をまったく無視して、奏は黄色い声を上げた。視線の先には、黙々と歩いてくる杉峰がいる。思いっきり手を振ろうとして奏はハタと気がついた。

（しまったっ。私さっきフラレたばっかりじゃん。こんなとこまで押しかけるなんて、うざくない？）

　ここまできて急に乙女チックな恥じらいに襲われる。

　いやいや、と奏は大きく頭を振った。先ほどは確かに『告白』のために杉峰に声をかけた。しかし今は違う、断じて違う。馴れない土地で困り果てているコスプレ外国人を助けてあげているだけだ。彼らが「杉峰クンにもう一度会いたい」というから仕方なく連れてきただけなのだ。

「アレ、もしかして外人じゃなくて人外？　ま、どっちでもいいか。私はあくまでも人助けの一環として、無欲無心で杉峰君ちまで押しかけたのよね。うん」

　奏はひとり納得すると、とびっきりの笑顔で手を振った。

「杉峰くーん！」

「……」

　再び奇妙な取り合わせを発見した杉峰だが、特にコメントはないようだ。

「あ、あのー杉峰君？　さっきはいろいろと驚かせちゃってゴメンね。とにかく一度、このデカイ黒男の話聞いてあげてくんないかなぁ？　私とのお話はその後でゆっくりと、ね」

　最後の「ね」にハートをつけて、セフィロトの背中を押す。

「ほら、さっさと済ませちゃってよ」

「う、うむ」

セフィロトは再び契約の言葉を告げる。

「では……我は闇やみの果てより来きし者。汝なんじの望みを叶かなえん。我と契約し、我の導きを得よ」

「断る」

　見事に素早いレスポンスで杉峰は答えた。眉まゆひとつ動いていない。

「もぉーあんた誘い方が下手！　30点！　あのさぁ、もうちょっと詳しい状況説明をするとか、何か特典をつけるとか。なんかこう、プレゼンみたいなことできないの？」

「ぷれぜん？」

「もっとわかりやすく売り込めってこと！」

　奏の言葉に少し考えて、セフィロトは「ならば」と左手を地面に向けて差し出した。途端、ドライアイスの煙のように、手の平から黒いもやが生まれる。それはすぐに風を呼び、竜巻のように渦を巻いて地面へと伸びていった。生まれた暗雲はすごい勢いで巨大化し、たちまち奏と杉峰を包み込んでいく。

「な、何コレ……黒男！　あんたコスプレイヤーじゃなくて新手の手品師だったの？」

　しかし奏のセリフは、次の瞬間に起こったものすごい爆音にかき消される。

「きゃああああ！　何よぉぉぉ!?」

　奇妙な気圧変化が奏と杉峰を襲った。

（……ど、どうなっちゃうのっ！）

　凄すさまじい風に煽あおられ、奏は暗闇を前にさすがに泣きそうになる。

　そんな不安をよそに、しばらくすると雲が晴れ一気に視界が開けた。爆風もふいに止やんで、奏はホッと胸を撫なで下ろし──いや、撫で下ろそうとして、そのまま固まった。

「ナニ、これ？」

　奏の周りの景色は、まさに一変していた。

　なんの変哲もない平和な日本の風景は跡形もなく消え失せ、見渡す限り眼下には暗黒の世界が広がっていたのだ。

「杉峰君のマンションは？　その前の垣根は？　平凡なアスファルトはどこ行ったの？」

　奏が呆ぼう然ぜんとつぶやく。それは生まれてこのかた、一度も見たこともなくまた想像したことのない情景だった。

　隣の杉峰は、相変わらず黙して動かない。一見無表情にも見えるが、よくよく見ると眉み間けんにかすかな筋が二本、入っている。驚きのあまり固まっているのか、それともはなはだ迷惑だと怒っているのか──。

「空中ではいささか心もとないであろうが、そなたたちが人間である以上、地上に降りるとすぐに魔物たちの餌食となる」

　セフィロトが説明する。

　そうなのだ。

　理解不能な状況その一。とりあえず奏たちは今、完全に宙に浮いている。ざっと三百メートルはあるだろう。そして足元のはるか下には、流れ出す溶岩のようにゆっくりと姿を変える、血を思わせるまがまがしい赤と墨を溶かしたような黒の大地が延々と広がっていた。

　理解不能な状況その二。目を凝こらすと、明らかに人間ではない奇怪な生き物たちがうごめいているのがわかる。四つ足の生き物や首の長い龍のようなもの、中には巨大なツノや牙を持つものもいる。みな爬は虫ちゆう類か両生類を思わせる不気味な皮膚をしており、凶暴そうな紅い瞳で奏たちを見つけると背筋も凍るような咆ほう哮こうを上げた。

「……ナニ、アレ？」

「魔物だ。悪魔よりも知能が低いため、人間と話すこともかなわぬ」

「なんだか私、スゴイ体験してる気がするんだけど、スゴすぎていまいちピンとこない……」

　奏がつぶやく。さすがの杉峰も驚いたのか、通常より二ミリほど目が大きくなっている。

「此こ処こは悪魔たちの住処すみかである【第五世界ゲヘナ】。人間たちは〝地獄〟とも呼んでいるが」

「地獄!?」

「それはな、あくまで別名や！　人間が勝手につけてん。実際は俺ら悪魔のための、大切な大切な住処なんやでっ」

　ケテルが不服そうに補足する。小さいながらも悪魔社会に誇りを持っているようだ。

「さて杉峰逸、唯一の契約資格者よ。今、そなたの住む世界がゲヘナに取り込まれようとしている。そうなれば人間は魔物に食らい尽くされ、世界は一瞬にして滅亡するだろう。回避したければ、我と契約することだ。我もそなたに力を貸そうぞ」

「ちょっと待ってよ！　その話、おかしぃよっ」

　杉峰が返答するより早く、奏が叫んだ。

「なんで悪魔が世界を救うのよ!?」

「……わかっているとは思うのだが、娘。これは、お前にはまったくなんの関係もない話だ」

　静かに諭さとすセフィロトに向かって、奏が思いっきり言い返す。

「あるわよ、何言ってんの？　世界が滅亡するんだよ？　それってヤバいじゃん！」

「やっとわかったか？　だがお前にはそれを救うことはできないのだ」

「だーかーら！　杉峰君が必要、なんでしょ？　安心して。私の聞きたいことはイコール、杉峰君も聞きたいことに間違いないんだから」

「別に聞く気はない」

　素早く杉峰が答える。相変わらず顔には、厄やつ介かい事ごとはごめんだと書いてある。

「……この状況でも至ってクールな杉峰君のことは大好きだけど」

　奏が甘えるように杉峰を見上げる。

「ここは黙って私の言うとおりにして、この悪魔から事情を聞こうよ、ね？　黙って聞くくらいいいでしょう」

「……」

「確かに私だって救世主が誰でもいいわけじゃないし、唯一のヒーローが杉峰君だってことには異論はないし。私には世界が救えないってこともよぉくわかってる」

「では娘、無駄な口出しはしないことだ」

　セフィロトの冷ややかな言葉に、奏は激しく首を振った。

「でもでも！　知りたいのっ。世界が滅びるかどうかはともかく、今日の夜、気になって眠れないほうが嫌なのっ」

「……野次馬根性もここまでくると凄まじい」

「セフィロト様ぁ、こうなったら全部話したほうがええと思いますよ？　コイツ、ものすごーくひつこそうやし」

　羽をパタパタさせながら、ケテルが呆れたように言う。

「いたしかたあるまい。杉峰よ、よければそなたも聞くがよい」

　観念したようにセフィロトは重い口を開く。

「よいか。そなたらが今見ているゲヘナには、人間界へとつながる門が存在する。その門は人間界では【第五の門】と呼ばれており、それはそなたらが通う天秤高校にある」

「ええ！　なんで？」

「これは我らの創造主であられるエイン・ソフと天秤高校の理事長が取り決めたことだ」

「うちの高校の理事長が？　それってめっちゃスクープじゃないっ」

　奏の脳裏に、時々校庭を散歩している人の良さそうな白髪の老人が浮かぶ。いつもにこにこ笑っている好こう々こう爺や然ぜんたるあの老人が、まさか。

「理事長は莫ばく大だいな富を得ながらも、謙虚な心を忘れない珍しき人間。その立派な姿をお認めになった創造主は、最も危険なゲヘナにつながる扉を人間界のどこに置くかという相談をなされたのだ」

「なーんでそんな危険な扉を学校なんかに置くのよ？　もっと教会とか国会議事堂とかふさわしい場所があるでしょ？」

「高校に置こうと発案したのは理事長だ。創造主も理事長も、世界存続の有無は揺らぎ続けるべきだと考えた。人間が滅びるべきか否か。その答えは人間自身に託すべきだと。そして、高校こそがそんな人間たちの行いを見極める場所として最も適しているとの結論に至ったのだ」

「それってかなり迷惑な話よねー」

「人間として生を受け十数年──その若き魂はまだ真の汚れを知らず、けれども確固たる自我の目覚めを済ませている。それは光と闇を兼ね備えた最もシンプルな精神とも言える。そこで理事長は、平均的な高校で、且かつ魅力に溢れ、様々な種類の若者が全国から集まる天秤高校を創立したのだ。莫大な資金を投じて」

「確かにうちの高校は異常に豪華なわりに学費は標準額だし、入学方法もいろいろだ……」

　けれど、いまいち納得がいかないという顔で奏がうなる。

　全国でも憧れの高校として名高い天秤高校は、正当な受験で入ろうと思えば難関中の難関であるが、一芸入試や自己推薦など風変わりな制度の入学者が実に、合格枠の半分を占めている。

「理事長は、天秤高校の生徒たちが【第五の門】を人間界に呼び出せる唯一の存在であり、人類存亡を左右する鍵となるシステムを作り上げたのだ。そして、扉が開けば世界は滅亡する」

「ねぇねぇ、どうやったら開くわけ？」

　好奇の瞳を向けてくる奏に、セフィロトは「まさかこの娘、扉を開ける気では」と不安感を持つが、能天気な顔を見て考えすぎだと思い直す。

「……絶望だ。世界に対する絶望と拒絶こそが扉を開く」

「絶望と拒絶？　なんかわかりにくーい……」

「人は誰でも、心に善悪の振り子のようなものを持っている。善悪どちらの性質が強いかは人によって異なるが、それでも自然に揺れ続けるのが正常だ。しかし万が一、どちからに振り切ったまま動かなくなってしまった場合──そこに生まれるのが世界への絶望と拒絶」

「んー……悪に振り切った時そうなるのはわかる気がするけど……善でもそうなの？」

「お前にも、いつかは理解できる時がくるだろう」

　諭すようなセフィロトの口ぶりに、奏はむぅ、と押し黙る。

「まいっか。ともかく今、その第五の門が開こうとしてるわけね。つか、なんであんたたちが学校に来られたのよ？　ひょっとしてもう扉は開いてるわけ？」

「なわけあらへんわ！　セフィロト様は特別だからに決まってるやろ」

「へぇ……悪魔に特別とかあるんだ？」

「そ、それはあれや！　特別な悪魔様なんや」

「ふ～ん」

「あ、なんや？　その疑っている目ぇは。ええか、セフィロト様は本来、人間界なんかに降臨されるようなお方じゃないねんからな」

　動揺しながらパタパタと飛び回るケテルを制して、セフィロトは静かに口を開く。

「ケテル、よいのだ。私はただの悪魔だ。しかし悪魔の中でも、扉を通らずに人間界に降り立つことができる者もいる。ある条件を満たせば」

「特別とか条件とか、悪魔社会もなかなか大変なんだー……でもゲヘナは悪魔の住処でしょ？　んでもって扉が開けば人間界はゲヘナに取り込まれて、魔物は人間を餌食にする……とすると」

　あんたたち、と奏はキッと顔を上げてセフィロトを指差す。

「悪魔は人間の敵でしょーが。世界を救うとか油断させておいて、悪いことするんじゃないでしょうね!!」

　次々と新しいリアクションを返す奏を横で見ていた杉峰は密かに「サルのおもちゃみたいな女だな」との感想を抱くが、言葉にはおろか顔にも出さない。それが杉峰だ。

「娘。よく、聞け。確かに魔物たちにとって人間は魅力的な餌だ。また人間界がゲヘナに取り込まれることはすなわち、悪魔支配の勢力図が広がることを意味している」

　だが、とセフィロトが声を落とす。

「大部分の悪魔たちはそれを望んではいないのだ」

「なんで？　悪魔にとっては餌はあるし、世界は広がる。いいこと尽くめじゃないの」

　限りなく人間側ではない発言をする奏を訝いぶかりながら、セフィロトは話を進める。

「我々の創造主は、悪魔はゲヘナに、天使はアツィルトという世界に住まわせ、それぞれに仕事を与えた」

「仕事？」

「天使は理性を司つかさどり、人を善なる者へと導く。悪魔は欲望を解き放って、人を悪なる者へと誘う──これが天使と悪魔の仕事であり、世界の正しい在り様なのだ。しかし」

　そこでセフィロトは言葉を切り、表情を厳しくした。

「もしゲヘナの扉が開かれたら、世界の在り様を理解できない下等な悪魔は、すぐにでも仕事を放棄し、魔物は欲望のままに人間を食らい尽くすであろう。そうすれば創造主エイン・ソフの制裁が下り、ゲヘナは大きな罰を受けるに違いない。我らとしては、それは避けたい。住処を奪われ、創造主に抹消されては元も子もない。よいか娘、すべてはバランスなのだ」

　我らの立場をわかって頂けたかな、とセフィロトが静かに言う。

「う～ん……なんとなくわかったけど。でもどうして、杉峰君が救世主なの？　あんたたちが一言「人間界に行っちゃダメだよ」って悪魔のお仲間に言ったらすむことじゃない」

「それで聞くような連中ではない」

　足元で凶暴に吼ほえ猛たけっている魔物を見下ろしながら、セフィロトはため息をついた。

「人間界に降り立って、扉を開けようとしている要因を取り除かなければならない」

「じゃあ、やっぱり杉峰君いらないじゃん。あんたたちだけで頑張ったら？」

「ところがそうもいかない。人間界に降り立つには、仕事が必要だと言ったはず」

「あ……」

「そうだ。仕事をするためには人間との契約成立が必要なのだ。そして契約者に必要な、我と同じ資質を持つ唯一の人間──それが杉峰逸なのだ」

「どひゃー！　それって杉峰君の資質が強烈に『悪魔』ってこと？　ヤバイ。それはそれで超カッコイイじゃん！　ダークヒーローって今、キテるし」

　奏の発言を、その場にいたすべての者がキレイに無視する。

「杉峰逸よ。事情により今はまだすべて明かせぬが、我が力は特別だ。天秤高校内において扉を開くことができる者は数多くいるが、閉じることが可能なのは我と同じ資質を持ったそなたのみ」

　セフィロトは、その真紅の瞳を杉峰へと向ける。

「そなたが世界を救う唯一の存在と言った意味、わかって頂けたかな」

「……」

「どうするのだ、資格者よ」

　足元のゲヘナ界を見下ろしながら、杉峰はひたすら黙っている。その表情は完全にポーカーフェイスだ。世界の未来を必死に考えているようでもあり、また何も考えていないようにも見える。

「さぁこれが最後の契約依頼だ──我は闇の果てより来し者。汝の望みを叶えん。我と契約し、我の導きを得よ」

　セフィロトの声が低く響いた。

　しばらく後──。

「断る」

　杉峰は今までと同じローテンションで、きっぱりと言った。言い切った。奏はさすがに啞然とする。
















「そうなのっ？　だって杉峰君、せっかくの正義の味方だよ!?　ヒーローだよ!?　世界の救世主なんだよぉ？」

　必死の奏を完全無視して、杉峰がゆっくりと顔を上げる。

　杉峰逸は、幼い頃から周りの人間にずっと無口だと言われ続けてきた。幼稚園で、小学校で中学で──彼はそのほとんどの時間を黙して生きたのだ。言葉にしなければならないほどの事柄は世の中に少ないと思えたからだ。

　しかし、物を言わないことと、感性や思考が希薄だということはまったく違う。杉峰に言わせれば、世の中、余計なことばかりしゃべって物事を混乱させる輩やからが多すぎる。

（このサルのおもちゃみたいな女のように……）

　表情を崩さぬまま、杉峰はちらりと奏を見る。もちろん、声には出さない。

「ねぇねぇ、杉峰君。杉峰君は正義の味方になりたくないの？」

　そのような思いで見られているとは考えもせず、サルのおもちゃ──もとい彩川奏は食い下がる。ひとつため息をついてから、杉峰は自己新記録の長い言葉を口にする──。

「正義の味方など、物事を一面でしか見ることができない愚者が見る幻想だ。物事は常に多面的要素を抱えている。何が正しくて何が間違っているかなど、まったくの無意味。なぜなら立場の数だけ異なる正義と異なる悪が存在するからだ。俺は、ひとりだけ特別な立場で相互理解のない苦痛を背負い、それを自己満足にすり替えるような偽善者になりたくはない。俺が認識する正義の味方とは──そういう存在だ」

「……杉峰君、ちゃんと長いセリフ話せるんだ……」

　これは貴重な経験をした、と奏は思わずその顔を拝んだ。

「いやそうじゃなくて！　でもでもっこのままだと悪魔に天秤高校が乗っ取られちゃうんだよ？　人間は悪魔の餌になるんだよ！　世界は破滅しちゃうんだよぉ！」

「もし世界の姿が変わり果てても、俺はその他の人間たちと同条件のもとで俺なりに悪魔と戦う」

　そこで杉峰はきっぱりと顔を上げ、セフィロトを見上げる。

「だから契約は断る」

　それを合図に、ゲヘナ界が急速に小さくなっていく。奏が何か言うよりも前に、身体が日常の空気を察知していた。気がつくと杉峰のマンションの前に戻っている。

「あ、あれ？」

　平和で平凡な日常に、奏の間の抜けた声が響く。セフィロトは、杉峰の言葉を受けてどこか満足そうに目を細めた。

「……うむ。我が資格者ながら立派な答えだ」

「おしっ！　ともかく三回の契約は終わったな。これで遅かれ早かれ、第五の門が開くっちゅーわけやっ。そうと決まればこうしちゃおられへん！　悪魔側としては最善尽くしたぁゆうて、創造主にご報告せな！」

　ケテルは勢いよく言い放ってから、少し心配そうに奏と杉峰に「それでええよな？」と確認する。しっかりと頷く杉峰の横で、奏はひとり凍りついていた。

「本当にいいの？　世界が終わっちゃうんだよ？　杉峰君が毎週楽しみにしている週刊少年バンジーも読めなくなるし、大好物のもずく酢も近所のコンビニで売ってる冬季限定のおでん肉まんも食べられなくなるし、あの家事万能で優しいモデルのお兄さんや、中坊のくせに美人グラビアアイドルと現役女子大生の二股かけてる弟にだって会えなくなるんだよ？　それでいいの、杉峰君」

『杉峰君㊙情報』を密かに調べ上げていたことが本人にバレることにも気づかないで、奏は必死に説得する。

「ねぇっ、杉峰君ってば！」

「くどい」

「でもっ」

「己おのれが死なない限り、世界は決して終わらない。変わるだけだ。俺は、俺の世界が終わるまで、正々堂々と悪魔と戦う」

　杉峰の、惚ほれ直したくなるような立派な意見に、奏もかけるべき言葉を失う。

（ほ、本当にこれでいいの……？）

　間もなく世界の姿は変わる。ひたすら平和だった日本は未知の恐怖と遭遇し、やがてそれは世界へと広まるだろう。そして多くの人間が為なす術すべもなく悪魔の餌食となるのだ。

「ヤだよ……そんなの、嫌だ」

　奏はポツリとつぶやいた。

「私は杉峰君のこと大好きだけど！　だけどっ絶対、杉峰君みたいな立派な気持ちにはなれないよぉ。普通でいいからまだまだ生きたいよぉ。月曜日に眠気と戦いながらダッシュで登校したり、晴れた日に中庭で友達とお弁当食べたり、抜き打ちテストに文句を言ってみたり、夏休みとか文化祭とか部活とか……もっともっと続いて欲しいもん。誰かと友達になったりケンカしてまた仲直りしたり……恋だって……！」

　奏はそこで声をつまらせる。自然と涙が出た。

「そうだよ……恋だって……ちゃんとしてから死にたいよぉ」

　とうとうしゃがみ込んで泣き出してしまった奏を、セフィロトは静かに見下ろす。さすがのケテルも心配そうにパタパタと翼をはためかせて、奏の肩に止まった。

「よぅよぅ、大丈夫かいな？　でもなぁ、そこで泣かれても……悪魔としてはどうすることもでけへんしな」

「お願い！　杉峰君、もう一度だけ考え直してよっ」

　奏は必死に杉峰を見上げた。予想外の涙にさすがの杉峰も多少戸と惑まどっているようだった。

「お前、アホやなぁ！　さっき説明したやんか。三回目の契約依頼も終わった。どこをどう切っても、世界破滅は決定なんやで？」

　ケテルがたたみかけるように言う。

「まぁなんつーか、お前の気持ちもわからんでもないけどな……悪魔社会において契約は絶対なんやから」

「いいえ。違う……まだよっ」

「何がやねん？」

　奏は涙を拭ぬぐいスッと立ち上がった。強い表情でセフィロトを睨み上げる。

「杉峰君への依頼は、まだ二回しか終わっていないんだから！」

「はぁ？」

「……どういうことだ、娘？」

　ケテルとセフィロト、そして杉峰さえも不思議そうな顔をして、奏の次の言葉を待つ。

（……どうか、可愛い後輩に力を貸してくださいっ。藍司馬部長）

　絶体絶命の状況の中、奏が祈りを捧げたのは神でも天使でも、まして悪魔などでもなく。

　報道部部長・藍司馬栄介の、野生の狼のようなあの強い瞳だった。あの尋常レベルではない屁へ理り屈くつ。そして地球の自転さえも逆にしかねない、強引な手法──大丈夫、厳しい部長の下で学んでいる奏だ。

（そうよ！　絶対に切り抜けてみせるっ）

　大きく息を吸い込んで、奏は勢いよくセフィロトを睨みつける。

「セフィロト！」

「なんなのだ、娘……？」

「まだ依頼は二回しか終わっていない。なぜなら！　学校で行なった一回目は……」

　奏はそこで、言いにくそうに言葉につまった。不思議そうなセフィロトたち。

　しかし、すぐに何かを振り切るように顔を上げる。

「す、杉峰君の学校での返事は私の告白への返答であって、断じて悪魔の契約とは関係ないからっ。そうでしょ、杉峰君！」

「……」

　しばらくの長い沈黙がその場を支配した。

「──そうなのか杉峰逸よ」

　困ったようにセフィロトが杉峰に視線を投げる。相変わらず、杉峰の顔には変化がない。

「もし杉峰君が、学校での「断る」をセフィロトへの返事だって言うんなら、私はまだフラレてないことになるよ？　そしたら私、また告白しちゃうから！　私は別に悪魔じゃないから、三度と言わず、百回でも二百回でも告るんだからねっ！　杉峰君、覚悟してよねっ」

「なんでコイツ、ちょっと偉そうなんや？」

　ケテルはひとり、首をかしげている。人間のことはよくわからんが、とセフィロトはケテルにそっと耳打ちした。

「この場合、この娘の話を真剣に聞くべきか？」

「かなり強引な屁理屈やけど、まぁギリギリ筋は通ってるんちゃいますか？　まぁ仮に認めるとして、もう一回依頼しても事態は変わらへんやろし」

「うむ」

「どうせ断られるんやったら、さっさともう一度──」

「そうだ。確かに俺が学校で「断る」と返事したのは、この女の告白のほうだ」

　今まで黙って聞いていた杉峰が急に口を開いた。

「……へ？」

「ついでに俺は、そこの悪魔と契約する」

　突然の杉峰の発言に、セフィロトたちはおろか奏までが呆あつ気けにとられる。

「えー！　杉峰君、ほ、本当にいいの？」

「取り消すか？」

「いいいいいいいえっ！　いいえ！　杉峰君は、セフィロトと契約して世界を救う。それで異存ありません!!」

　ハイ、と元気に手を挙げて、奏は大賛成の意思を示す。奏の必死な気持ちが通じたか、それとも何度も告るといった言葉に恐れをなしたか──当然ながら、杉峰は何も語らなかった。
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　その晩。いつもならば、鬼のような食欲で家族をビビらせている奏は、ろくに夕食も取らずに自分の部屋へと引き上げた。ベッドに飛び込んだまま、うつ伏せの体勢で動きを止める。

（そうなんだよね……これはいわゆる、確実に間違いなく、失恋なんだよぉ）

　今日はいろいろな事があって気分が高まっていたが、家に帰ってから徐々に落ち込んできた。世界を救うチャンス（？）を得たかわりに、奏は杉峰からはっきりと交際を「断られた」のだ。

　胸に甦よみがえるのは、初めて恋に落ちたその日だ。冬の終わり。忘れもしないまだ寒さの残る学校で杉峰のあの姿を見て、奏は突然、恋をしたのだ。

「……」

　奏は自室のベッドの上で、痛みを堪こらえるように海老みたく丸くなる。奥歯をグッとかみ締めていないと、喉のどの奥からやってくる涙に身体を乗っ取られそうだ。

「キツイなぁ……もう」

　失恋というものが、こんなに切ないものだとは知らなかった。

（やっぱり告白なんてするんじゃなかったのかなぁ。これからの学校生活、また昔みたいに楽しく送れる日が来るのかな……？）

　胸のどこかで激しい雨が降っているみたいにザァザァと音を立てるものだから、何も考えられなくなる。──いや、そうじゃない。きっとこれは心が飽和している音だ。自分は今、嫌になるほど杉峰君のことしか考えられなくなっているんだ。

　聞き分けのない心を持て余しながら、奏は大きなため息をついた。

「忘れられるかな、杉峰君の事……」

　きっと簡単ではない。たくさん泣くかもしれないし不安もいっぱいなのだが……。

「前向きだけが私の取り得だもんなぁー……ファイト」

　奏は力なくベッドから起き上がると自分自身のために小さなガッツポーズを作る。そして両手をこめかみに当てながら、小さな声で呪文のように唱え始めた。

「私は杉峰君なんて知らなーい。告白もしてなーい。セフィロトとかケテルとか、世界が滅びるだとか悪魔がどーたらこーたらとかいう話とともにぜぇんぶ忘れてしまえ」

　──その途端。

「娘、夜分に申し訳ない」

　カーテンがふわりと揺れて、夜の闇の中からセフィロトが姿を現した。

「我が主人、杉峰様のことで折り入って相談があるのだが」

「な」

　忘れようとしたらこれだ。しかも──。

「な、何しに来たのよ？　というかさっきまで杉峰君のこと呼び捨てだったのに、いきなり『様』付け？」

　奏は窓に駆け寄る。奏の部屋は二階で、当然セフィロトは宙に浮いている。

「契約したからな。立場は一応主従関係となる。で、入ってもよろしいか、娘」

「……本当はヤなんだけど」

　ずっと家の外に浮いてもらっていても困るので、ひとまず入れてあげることにする。

「今日はあのおチビちゃんいないんだ」

「ケテルは学校のほうに見張りに行かせている」

「ふ～ん」

　学校や外で見る分には「少し不思議な雰囲気」ですんでいたはずのセフィロトだが、こうして狭い部屋の中、間近で眺めてみるとやはりかなりの違和感がある。

　人の姿はしているもののどこか違うのだ。感情的な表情が似合わないその鉄壁の美び貌ぼうが、より人間的な印象を削そいでいるのかもしれない。烏からすの羽のような黒髪に透き通る白い肌。そして紅の瞳が画然と整った鼻筋に映はえる。

（つまりはこの現実世界にいる人間にしては美しすぎるのよね……）

　ベッドに戻り、手元にあったクッションを抱き締めながら、奏は改めてセフィロトを鑑賞してみる。

「それで我が主人である杉峰様なのだが」

「……うん」

「なんだ、反応にずいぶん変化があるようだが」

「な、何よ」

「先ほどまでのお前なら『きゃあ杉峰君がこの悪魔の主人？　カッコイー！』と騒いでいるはずではないか」

　抑揚のない声色でセフィロトが奏を真似る。

「何かあったのか？」

　奏はその一言で一気に血が上のぼってしまった。手にしたクッションを投げつける。

「この悪魔！　少しは気ィ使いなさいよねっ」

「どういうことだ？」

　クッションを片手で静かに受け止めたセフィロトは、それをそのまま胸に抱く。

「失恋の痛手に必死に耐えている乙女に向かって！　大体、アンタは告白現場にばっちり居合わせてたくせに。フラレたのも知ってんでしょおがっ」

　激げき昂こうする奏に、セフィロトはやれやれという様子で首を振ると、クッションを返す。

「すまない。私は元来人間の心というものに興味が持てない。というか嫌いなのだ、人間が」

「人間嫌いならこんな仕事しなきゃいいじゃん」

「そうだな。だが仕方がない」

　憎悪ではなく、ただ好みとして人間が好きになれないという言い方だった。だからこそなお、奏はそこには迷いのない絶対的な拒絶を感じた。

「何が気に入らないわけ？」

「……例えば娘、お前の反応」

「あたしの？」

「我らの愛とは、永遠に変わらないものを指す。相手の出方によって変化したり忘れてしまえる『想い』を愛と呼ぶ安易な人間たちを、私は信用できないのだ」

「そ、それは……」

　痛いところを突かれる。

「杉峰君にその気がない以上、私だけがずっと想っていても迷惑かなって……私も辛つらいし、早く忘れてしまったほうが全然楽なのはわかっているんだけど、でもそんな簡単には気持ちはわり切れなくて。あ～あ。私、一体どうすればいいんだろ？」

　奏はハッと我にかえる。

「ってなんで悪魔なんかに人生相談しちゃってんの？　あんたが救いたいのは私じゃなくて世界でしょ？　どうせ杉峰君以外に用はないんだから、私のことなんか放っておいてよ」

「ところがそうもいかぬ」

　奏のしゃべりに黙って付き合っていたセフィロトがゆっくりと首を振る。

「先ほど我が主人の杉峰様と正式契約した際に『必要最低限のことしかしない』と断言されてしまったのだ」

「必要最低限？」

「つまり『第五の門を閉める』ことと『契約者として本当に必要な場合のみ敵と戦うこと』。この二点以外は、契約者以外の人間でもできることなので、他を当たれという指示が出た」

「えらいシビアなヒーローだね……まぁ杉峰君らしいけどさ」

「だから急いでお前を訪ねてきたのだ。本来ならば、特定の人間と契約を交わしたあと我らはその他の人間の前から速すみやかに姿を消さなくてならない」

　しかし、とセフィロトは渋い顔でため息をつく。

「【賢けん瞳どうの封ふう印いん】を受けた人間だけは、契約者同様に我らの姿を見て話すことができる。その封印をお前に施ほどこして杉峰様の助手として協力を願おうと思ったのだが……その様子では無理か。お前は我が主人のことを忘れたいのだろう？　助手などもってのほかだろうな」

　無理強じいはせぬ、とセフィロトは静かに言う。

「……」

「邪魔をした。ではさらばだ」

　入ってきた時と同じように窓を通り抜けて出て行こうとするセフィロトの黒いマントを、奏は思いっきり引っ張った。

「待って！」

　怪け訝げんな顔で振り返ったセフィロトに、奏はキッと顔を上げて言い放つ。

「杉峰君のためにできることがあるのならば話は別よっ」

　うまく言えないけど、と奏は唇をかみ締めた。

「たとえ気持ちが届かなかったとしても、大好きな人の役に立ってるって思えるだけでさ、なんか元気が出たり頑張ったりできる気がする……ひょっとしたらただの未練かもしれないけど。私、今は自分のために協力したいよ」

　奏の発言にセフィロトが目を細め、しばらくの沈黙がふたりの間に流れた。

「やれやれ……人間はやはり理解できない」

　困ったように首を振りながら、セフィロトは再び奏のほうを向いた。

「ともかくお前は杉峰様の助手として働いてくれるのだな？」

　意を決したようにこくりと頷く奏に、セフィロトは近づいてくる。

「では賢瞳の封印を」

「い、痛いことすんの？」

「痛くはない。じっとしていればすぐに済む」

　そう言ってセフィロトは、奏の頭を優しく抱き込むと自分の唇を奏のおでこにそっとあてた。
















「……な！」

　突然のことに驚く奏。しかし、当のセフィロトに他意のないことがわかると、そのまま大人しく目を閉じた。しっとりと冷たくて心地よいセフィロトの唇を感じながら、同時に額が不思議な熱を帯び始める。

　やがてそれも波が引くように消えていき──。

「これでお前には賢瞳の封印が与えられた。この力、無駄にすることなく世界を救え」

　セフィロトの端整な顔を間近にして、奏の胸は高鳴った。

「わ、わかったわよ。でもさ、その前にふたつだけお願いがあるのよね。まず第一に」

　胸のドキドキを気づかれないように上半身を離すと、セフィロトの腕の中から顔を上げてお願いをする。

「お前って呼ばないで。私には彩川奏っていう名前があるの」

「わかった。今後は奏と呼ぼう。それで奏、ふたつ目はなんだ？」

　奏は「あのね」と少し迷ってからふたつ目のお願いをセフィロトの耳元でささやいた。

「かまわぬが。それに意味があるのか？」

「いいからいいから」

　急せかす奏をセフィロトは仕方なく抱きかかえ、部屋の窓から空へとふわりと浮き上がる。そしてそのまま数百メートル上昇していった。

「スゴーイ！　楽しー!!」

　お姫様だっこされた奏は、セフィロトの首に両腕を廻まわしたまま眼下の景色に目を奪われている。夜の街の灯りは、ひとつひとつが小さな宝石のように美しく煌きらめいていた。

「ゲヘナと違って、お前……ではなく、奏は人間界での重力に逆らえない。しっかり摑まっていないと落ちるぞ」

「はーい」

「……本当にこんなことが楽しいのか？」

「だってスキッとしたかったんだもん」

　奏の答えにセフィロトは「やはりよくわからぬ」と眉間を寄せている。「スゴイ！　超キレー」とひとり騒いでいた奏だったが、やがてセフィロトの腕の中で小さくつぶやいた。

「こうして広い世界から見れば、私の想いなんてちっぽけなモノかもしれないね」

「ん？」

「あ、悪い。こういう人間の話は嫌いなんだっけ？」

「そうだな」

　だが、とセフィロトは言葉を続ける。

「一応仕事上、対応の仕方ならわかる。もし私が天使なら『苦境に負けず、そのような弱音を吐く暇があったらもっと上を目指せ』と導くところだろうが──」

「セフィロト……？」

「私ならこういう。『たまには肩の力を抜いて落ちるところまで落ち、キチンと傷つくのだ。そして不幸のどん底で何も気にせず泣くだけ泣けば、また新しい道も見えてこよう』とな」

「……頑張らなくていいってのは苦手だな。でも意外。悪魔ってもっとひどいこというんだと思った」

「……うむ。そうかもしれないな」

「ありがとう。私ちょっと今、甘えたい気分だよ」

「人間を甘やかすもの悪魔の仕事だ」

　セフィロトの低くて落ち着いた声が、奏の心の深い部分まで染み込んでいく。

　失恋の痛手を別の男の胸で癒いやしてもらうなんて全然自分のキャラじゃないし、いささか抵抗もあるのだが──。

「ま、いっか。相手は悪魔なんだし」

　そう思って目を伏せた時、ずっと我慢していた涙がやっとこぼれ落ちた。

　結局、それからたっぷり二時間。奏はセフィロトの胸で思いっきり泣き続けたのだった。
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「おっはよーございますっ」

　元気ＭＡＸな声で、奏かなでは勢いよく報道部のドアを開け放った。

「ウッス彩あや川かわ。なんだよ、やたら元気よくね？」

　会議用の長机で雑誌を読んでいた田た中なかが顔を上げた。奏は「まあね」と田中の隣の席にドカリと座る。そして上機嫌で、

「田中！　人生いろいろあるけれど、お前も頑張れよ」

　坊主頭をペチペチと叩く。

「んだよ、やめろよセットが崩れるだろーってお前まさか、ひょっとして？　とうとう杉すぎ峰みねゲットかぁ？」

　その言葉に奏は大きくため息をついて肩を落とし「撃沈っすよぅ」と田中の口調を真似る。

「なーんだそうなのか」

「でもちょっと戦略を変えるのさ。名づけて『気がつけばいつも君がそばにいた作戦』だっ！」

「……意味わかんねぇし。そもそもなんで杉峰なんだ？　俺、確か中学一緒だったけど印象ゼロ。存在感まったくなかったぞ」

　田中の言葉に、奏はつーんと横を向いて言い放った。

「能ある鷹は爪を隠すの」

「そこに鷹がいることすら誰も気づかねぇつーの」

「もう！　んなこと平凡顔日本代表みたいな田中に言われたくないわよっ」

　悲しいかな、それは事実だ。田中は入学早々、アメリカの有名なラッパーの髪形を真似てスキンヘッドにしたものの、それはどう見ても『野球部員その一』にしか見えなかった。それを打破するために三連ピアスを開けたり、顎あごにヒゲを作ってみたりと涙ぐましい努力はしたが、周囲の評価は『不良野球部員その一』に変化しただけだった。

「どうせ俺は決定力不足の田中君ですし？　苗字だって恐ろしくなんのヒネリもないし？　でもいいもん。それでも俺、ケッコー幸せだもん。それよかなんなんだよ、その『気がつけばいつも君がそばにいた作戦』ってよ」

　胡う散さん臭くさげな田中に向かって、奏は真剣な顔で言う。

「詳しくは言えないんだけど、友達の友達のいとこのお兄ちゃんが正義の味方やってんのね」

「は？　それって他人だぞ」

「細かいな、もう。で、お決まりどおりそれは誰も知らないことなんだけど、その子のそばにはいつもお手伝いをしてくれる可愛い女の子がいるんだ。ね、それってヒロインだよね？」

「お前、どういう友達とツルんでんだよ？」

「いいから！　ポジション的にヒロインはその子だよね」

「まぁな、そうだろうな」

　田中の言葉に、奏は「でしょでしょ」と勢いよく頷きながら、昨日のセフィロトとの会話を思い出してグッと拳こぶしを固めた。好きな人に振り向いてもらえなくても、役に立てるだけで嬉しい──確かにその言葉に噓はない。しかしそれとは別に、ちゃっかりと下心も見つけてしまったのだ。泣くだけ泣いてから一晩で元気を取り戻した理由──それは。

（そうなんだよね！　これがただのラブストーリーなら話はフラレて終わりなんだけど……セフィロトやケテルの登場といい、杉峰君が救世主なことといい、これは間違いなく世界を救う英雄ヒーロー物語、いや英雄ヒーロー伝説なのよ。つまり、私の役割はズバリ〝ヒロイン〟。そしてこの物語はまだ始まったばかり……秘密を共有するふたりはこれからもずっと行動をともにして……やがて……！）

　奏は昨日、セフィロトから賢けん瞳どうの封ふう印いんを受けたおでこを撫でつつ、にんまりと笑う。

「ヒロインとヒーローは物語の最後で結ばれればいいわけで。何も焦あせることはないのよね。それに、報むくわれない愛でも健けな気げに尽くす姿を見て、神様がご褒ほう美びにってふたりの間に愛を授けてくれるかもしれないし……ん？　この場合は神様じゃなくて悪魔？」

「お前はさっきからなんの話してんだ？」

「ごめん。田中には理解できないよ、きっと」

　澄ました大人顔の奏を見ながら、田中は大きめのため息をつく。

「あらあら。奏ちゃんてば、告白なさったの？」

　見上げるとそこには報道部自慢の美人女子アナコンビ、遙はるか咲ざき先輩と愛あい川かわ先輩が立っている。校内ではそれぞれにファンクラブがあるほどの有名人であるが、奏たちにとっては馴な染じみの先輩であり気のおけない仲間だ。

「そうなんですよぉ～でもソッコー断られちゃって。遙咲先輩、愛川先輩、私って女として魅力ないですかぁ？」

「それはかわいそうでしたわね。でもまぁ……奏ちゃんはいつも元気だから大丈夫ですわ」

　遙咲先輩にさりげなく返答を避けられた奏は、拗すねた目でふたりを見つめる。

「彩川、その質問はさすがに相手が悪いってば」

　田中は、奏をツンツンと肘ひじで突きながらたしなめた。確かに田中の言うとおりだ。

　柔らかい茶色の髪に華奢な身体の遙咲先輩は、誰もが思わず守ってあげたくなるような儚げな美少女だ。愛川先輩はアジアンビューティーな真っ直ぐの黒髪に凜りんと整った顔立ちで、男子に媚びないキツめの口調も、意志の強そうな切れ長の瞳によく似合っている。

　可愛い女の子を目指す奏にとって、先輩たちはいつも良いお手本である。

　制服のリボンひとつをとっても、入学当初には遙咲先輩の女の子らしいほわんとした魅力にあやかりたくてキュート結びを選んだ。だが、今二年生になって愛川先輩のクール結びが似合うような落ち着いた女性にも憧れている。

（まぁどっちでいくかは杉峰君の好みによって決まるんだけど……これから、これから！）

「でも残念ですわ。可愛い後輩の奏ちゃんがわたくしの知らない人に恋をしてしまうなんて。わたくし、陰ながら藍あお司し馬ば部長と奏ちゃんを応援しておりましたのよ？」

「ななななんで？　ですか？　急に」

　遙咲先輩の発言に、奏は思わず椅子から落ちそうになる。

　しかし、驚きよう愕がくのあまり動きがおかしくなっている奏とは対照的に、田中と愛川は意外と冷静に納得している。

「あ、俺もそれってアリかもって思ってたんすよ」

「そうだろう？　私の勘でも間違いなく、部長は奏のことが好きだな」

　くらくらする頭を抱えて奏は三人を見渡した。

「なんでそんな発想が湧くんです？　どー考えてもあり得ないですよ、ソレ」

「けれどもなんだかんだ言って、事件があるたびに奏に最初に声かけるじゃない？」

「それはパシリとして使いやすいってだけで」

「いいえ、違いますわ。前途有望な奏ちゃんを、妹みたいに手元で大事に大事に育てたいってオーラが、わたくしには見えますもの」

「そうそう。俺らに対しても、コレは俺のだから手ぇ出すなよ、的な威圧を感じるもんな」

　でもでも、と奏は力なく反論する。

「いつも無理難題ばっかり命令されるし断ったら確実に殺されるし。困って泣いてても簡単には助けてくれないし」

「でも、私が見るかぎりでは最後まで助けてくれなかったことなどない気がするが？」

　愛川の的まとを射た意見に、奏は小さな声で「そりゃそうですけど」と唇を尖とがらせる。

「それでもとにかく、報道部で何かあるたびにいっつもいっつもイジメられてるんですよぉ」

「それはきっとあれですわ。ライオンが可愛い我が子を谷に突き落とすというお話、ありますでしょう？」

「突き落とされたくないし、あの人が落とす谷は底なしに違いないですっ！」

「それはまぁ……そんな気もしますわね」

　必死な奏を見ながら、遙咲は小首をかしげて微笑ほほえんだ。

　奏だって、藍司馬部長のことは尊敬しているし信頼している。好きか嫌いかと問われたら迷うことなく「大好きだ」と答えるだろう。けれども、それは恋愛などという甘やかな感情ではなく、ご主人様に対する犬の忠誠心のようなもの、あるいは平民が国王に向かって抱いだく畏い怖ふのような──。

「それを恋愛だなんて……ないないない。絶対にあり得ない」

　ちょっと想像してみた奏は、慌てて全否定する。

「そうか残念」

　愛川は真面目な顔で眉を寄せたが、ふと思い出したように田中に視線を向ける。

「そういえば田中、あり得ないといえば」

「はい？」

「昨日、部長のパソコンに妙な文字が浮かんだんだって？」

「なんのお話ですの？」

「私も聞いてないよ、それ」

　奏も一転、顔を引き締めて椅子に座り直す。

「そっか。遙咲先輩たちも彩川もあのとき部室にいなかったすもんね。一年生記者班は、今朝から情報収集で大忙しなんすよ。俺はここで部長を待つように言われて待機なんすけど。ともかく妙な出来事で……」

　不思議そうな顔の女性陣に、田中は昨日のパソコンの様子を詳しく話す。

「ええ！　じゃあその文字は勝手に浮かんできたってことぉ？」

「そう。しかも液晶配列無視で」

　と、田中は思わせぶりに小さく折りたたまれたメモを差し出した。

「その文字ってのがこれまた不気味で……まぁ見てくださいよ」

　メモを受け取った遙咲がそっと開くと、たちまち柔和な顔が曇る。

「嫌ですわ。なんなんです、この気持ちの悪い文章……」

「なになに？　私も見たーい！」

　遙咲の手元にあるメモを覗こうとして、奏も横から首を伸ばす。その時──。

「彩川！　いるか？」

　藍司馬のでかい声が響いた。

「はい！　ここにいますっ」

　条件反射で起立した奏の元に、藍司馬が例のパソコンを脇に抱えて駆け寄ってくる。

「おう。昨日から人手が足りないんだ。ちょっと頼まれてくれ」

「……私ちょっと、個人的に用事を抱えてて忙しいんです……けど……はい。喜んでやらせていただきとうございます」

　藍司馬の鋭い眼まな差ざしひとつで、さすがの奏も大人しくなる。

（セフィロトが言ってた第五の門を開けようとしている生徒を捜さなきゃいけないんだけど……。やっぱりここは、未来の人類滅亡より今日の自分の命が大切だよね）

　奏は身震いすると、覚悟したように身を正して藍司馬へと向き直る。

「いい姿勢だ。お前、昨日のパソコンの話聞いたか？」

「あ、はい。だいたいの話は……まだメモは見せてもらってないですけど」

「なら話は早い。そのメモを持って至急、ＳＥ部へ行け」

「ＳＥ部ってあの、閉鎖的かつ陰いん鬱うつな感じのするあのＳＥ部ですかぁ？　あの、パソコンのことならパソコン部のほうが気軽に聞けるし」

「いや。ハードにしか興味のないパソコン部の連中より、実際にシステムを構築できるＳＥ部の力が必要だ。それに、ＳＥ部にはぜひ彩川に会ってきてほしい人物がいる」

　藍司馬はメモを遙咲から受け取ると、人物の名前を書き込み始めた。その横顔をそっと盗み見しながら、奏は先ほどの先輩たちの言葉を思い出す。

（部長が私を好きだなんて……あり得ないよ、ね）

　しかし、こうして見ると「部長ってキレイな顔してるなぁ」と改めて感心してしまう。いつもはその強烈な存在感と苛か烈れつな発言でゆっくり鑑賞するどころではないのだが。

　藍司馬の持つ美び貌ぼうは、いわば天下の名刀のような美しさだ。決して華美ではないが、本当に強い者だけが持つ必然の美。それは、激しい気き性しようを秘めながらも決して感情に揺らぐことのない高こう邁まいな魂そのものとも言える。

「いいか彩川。そいつに俺のパソコンを見せるんだ。こちらからも話を通しておくから」

　メモとパソコンを渡されながら、奏は今一度考えを巡らせる。こんなに稀け有うな人物が、まさか自分のような凡人を……？

「何ボケっと突っ立ってんだよ、さっさと行け！　バカモノ」

「は、はぁいっ」

　どやされながら部室から飛び出した奏は「そんなのやっぱりあり得ない！」と強く思った。
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「うむ」

　その様子を窓の外の高い位置から見下ろしていたセフィロトは、特になんの感情も顔に出すことなく廊下の先に消えていく奏の背中を見送っていた。

「セフィロト様、ええんですか？　あんな変な女に賢瞳の封印なんか与えてもうて」

　パタパタと黒い翼をはためかせてケテルが飛んでくる。

「よいのだ。どうせ他に頼れる人間がいるわけでもない。それに」

　セフィロトは泣きじゃくっていた昨日の奏を思い出して、そっと胸に手をあてる。自分の元に残された温かな体温。

「……私にも学ぶべきことがあるかもしれない」

「？」

「いや、なんでもない」

　ケテル、と相変わらず抑よく揚ようのない声でセフィロトは静かに指示を出す。

「奏のそばに行って手伝ってやれ」

「ええ！　なんであんなアホ女の？」

「我が力を与えし者は、契約者とほぼ同等の条件を与えられる。そして我らの目的は契約者である杉峰様に仕つかえ、導くことだ」

「……はーい、了解しやしたぁ」

　ケテルはしぶしぶ頷いて一礼するとその身を消した。ひとり残ったセフィロトは小さくため息をつくと天を振り仰あおぐ。人間界から見上げる空は、蒼あおく透きとおりながらどこまでも続いていた。

　脳裏に浮かぶのはセフィロトが人間界に降り立つ前にいた世界でのこと──。
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「それは……私の仕事の管かん轄かつではないと思われますが」

　呼び出されたセフィロトは、直属の上司から新たな仕事の内容を聞かされていた。

「細かいこと言うな。どうせ最終的な任務は同じだろう？　たまたま場所が人間界というだけだ」

　いつものように上司の姿は見えない。セフィロトの目前にあるのはただ、大いなる光。その光に向かって彼は「しかし」とささやかな反論を試みる。

「私の人間に対する気持ちはご存知のはず」

「もちろん。僕はね、これを機にお前の人間嫌いが治ればと思っているのだよ」

　セフィロトは沈黙し、何かを考えながら自らの手を口元へと当てた。上司は、今回のキャスティングを承知の上で行なっている。いわば確信犯なのだ。ということは……。

「私の、人間に対する認識が間違っていると？」

「そうは言わないさ。確かにお前が言うように人間は惑まどいやすく、欲望に弱くて心が折れやすい。永遠であることを美徳とする我らの価値観からすると、まさに最低最悪の魂だ」

「……ではなぜ？」

　その答えは、と光の中からふわりと影が舞い降りる。今日は珍しく、その姿をセフィロトに見せる気らしい。

「お前が自分で見つけるといい」

　そう言って、セフィロトの腰よりも低い位置からにっこりと微笑みかけたのは、ひとりの少年だった。まだ十歳に満たないほどの幼い外見で、栗毛色の柔らかな髪と好奇心に満ちたクリクリとした茶色い瞳が印象的だ。その上、傷ひとつないマシュマロのような肌に薔薇色の頰ほお、愛らしく整った目鼻立ち──どれをとってもこれ以上可愛らしくはできないというレベルの完成度である。

「あまり難しく考えないでさ、セフィロト。気軽に人間に接してみればいいよ」

「ですが、人間が絡んだ仕事でしたら私以外に適任者はたくさんいるはず。特にこのたびの仕事は人間界の存続がかかっております。迅速な対応が必要かと思われますが」

「僕は迅速な対応など望んでいないよ。人間界がどうなろうと、あんまり興味ないし」

　なんでもないことのように、少年は言ってのける。

「ただ僕は」

　少年は少し遠くを眺めた。次の一瞬、あどけない瞳の奥に剣けん吞のんな炎を宿す。

「ナメたことされるのが我慢ならないだけさ」

「何か問題でも起きたのですか？」

　セフィロトの問いに、少年は軽い口調で「何したいんだか知らないけど」と肩をすくめる。

「僕が決めた場所から勝手に物を持ち出したヤツがいるんだ。そういうのって気に入らないな、ものすごく」

「その点に関しましてはご安心を。必ず探し出して処分致しますゆえ」

　セフィロトが厳かな態度で静かに一礼する。

「ありがと。やっぱり僕はセフィロトが一番好きさー」

　先ほどの不敵さを微塵も感じさせないで、少年は無邪気に抱きついてくる。

「ねぇ、どうして僕がわざわさセフィロトを人間界に送り、苦手を克服させようと思いついたかわかる？」

　大きな瞳でセフィロトを見上げながら、その少年は首をかしげて尋ねる。その問いにセフィロトは息を止めて真剣に考え込んだ。この上司、風貌こそ可愛らしい少年だが、自分とは比較できないほどの大いなる時間を越えてきた者だ。その大いなる者の問いに、自分ごときが簡単に答えを出せるはずはないのだが。

（……せめて失望させない程度の回答を……）

　眉根を寄せて固まってしまったセフィロトに少年はしかし、あっさりと答えを述べる。

「面白そうだからに決まってるじゃん」

「……」

　そのときのなんとも言えない上司の満足気な微笑を、セフィロトは人間界で見上げた空に思い浮かべていた。

　上司が本気を出せば、今回の仕事など一瞬で片が付くはずだ。しかし、あえてそうはせず、すべてをセフィロトに任せるつもりらしい。

　ということは、これ以上は上司から何か情報を得ることはできない。

（あのお方の性格上、どこまでが冗談でどこからが本気なのかいまひとつ摑つかみにくいのだが）

　セフィロトはため息とともにひとり、つぶやいた。

「確かにこの仕事、一筋縄ではいかぬようだ」
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　その頃──藍司馬部長に怒鳴られ部室を飛び出した奏は、帰宅する生徒で賑にぎわう廊下の隅で明らかに異質な人物を目撃していた。

（誰？）

　その人物は初夏の爽やかな風にもメゲず、体全体から退廃と倦けん怠たいを漂わせながら黒いトレンチコートに破れたジーンズで地べたに座り込んでいる。

「だりぃなぁぁもー……」

　豊かな黒髪を無造作にかき上げながら、長いため息をついている。浅黒い肌をしている割にアウトドアな印象がないのはきっと、どこか品のあるキレイな顔立ちのせいだ。今は完全にヤル気をなくし弛し緩かんしきった顔だが、カッコイイ表情をつくらせたら落ちない女子はいないだろうというハイクラスのイケメンだった。

（なのになんで？）

　奏は首をかしげる。廊下を通り過ぎていく多くの生徒が誰も彼に目を留めない。女子の目を惹ひきつけるには十分すぎるほどの美形だ。現に奏は一瞬で、釘付けになった。

（まぁ確かに、関わり合いになりたくない感じの人だよね、うん）

　奏はそう結論づけると、先を急ぐ。なにしろ自分は今、藍司馬部長の命令で動いているのだ。手を抜いたら命取りになる。

「ちょい待ちぃや」

　くるりと背を向けた奏の後ろから、先ほどの青年が妙に間延びした声で言った。

「え、……何か用ですか？　私、急いでいるんですけど」

　警戒しながらも、奏はその男をマジマジと観察する。コンタクトレンズだろうか、褐色の肌に金色の瞳ひとみがとてもよく似合っている。第一印象と変わらず、文句なしのキレイな顔だ。だが、怪しい。

「そんなツンケンせんでもええやん。俺、今からメッチャ面倒くさいトコ行かなあかんねん。んで、メチャ怒られんねんで。かわいそやろ？」

「って言われても、私には全然関係ないし」

　奏は極力冷たい態度であしらう。

「関係ないことないやろ？　俺のこと見つけてくれたやんか」

　そう言った次の瞬間。奏の顔がみるみる引きつった。

「！」

　なんとその男が、奏の顔をめがけて真っ直ぐに手を伸ばしてきたのだ。

「ヤダ！　変態っ」

　相手が低い位置に座っていたことを利用して、奏は男の顔面にケリを入れる。キレイな顔に騙されてはいけない。こいつはやっぱり変人だ！

（に、逃げなきゃ！）

　奏はそのまま、後ろも振り返らずに走った。
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　穏やかな昼下がり。

　今日一日分の教育課程を終えホッとした雰囲気に包まれている天てん秤しよう高校の中で、最ものんびりした時間が流れている場所がここ、理事長室である。この学校の創設者でもある理事長『徳とく良ら川がわ秤しよう太た郎ろう』は、今年で七十歳になる穏おだやかで温厚そうな老人だが、世界屈指の大企業、徳良川グループの創業者でもある。当然ながらとんでもない大富豪だ。

「なぁなぁ、しーちゃん」

　その人物を気軽に「しーちゃん」と呼べるのは世界でただひとりしかいない。来客用の応接椅子を陣取ってちょこんと座るその少年は、セフィロトの上司でもあり、悪魔、天使、人間すべての存在とそれぞれの世界を創造した主『エイン・ソフ』である。

「なんじゃ、えーちゃん」

　理事長の場合と同じく、彼を「えーちゃん」などと気さくに呼べるのは世界で、いや宇宙で唯一理事長だけなのだ。ふたりは大の仲良しで、理事長室でよくオセロに興じている。

「最近の人間ってさぁ、あんま地球に優しくないじゃん？　だもんで人間なんて滅ぼしてしまえ～て話が、天上界で盛り上がってんだ」

「気持ちはわかるがなぁ。短気はいかんなぁ」

「いかんよね、やっぱ。……お、そうきたかっ」

　理事長室でオセロを楽しんでいる彼らは、どうみてもおじいちゃんと孫である。

　オセロ盤を挟んだ両者はろくに顔も上げず、まるで天気の話でもするような軽さでえらく物ぶつ騒そうな話を展開していた。

「……っつれーしやぁす」

　そんな奇妙な空気の中、いかにも形式だけという感じの挨拶で理事長室にひとりの男が入ってくる。

「遅かったじゃないか。どうしたザッジ、その顔は？」

　エイン・ソフが顔を上げて青年を迎える。幼い少年にしては違和感のあるセリフだが、その貫かん禄ろくは本物だ。

「蹴られたんや、あんたんとこの生徒さんに」

　不ふ貞て腐くされた顔で頰を押さえながら、ザッジと呼ばれた男が理事長に視線を向ける。

「そりゃまたお気の毒さんじゃ。しかしお前さんが蹴られるようなことをしたのではないかのぅ？」

「う」

　諭すような口調で鋭く指摘され、ザッジは言葉につまってしまう。

「せやけどあの人間、俺を見つけたんですて。契約者でもない人間が、俺のこと見えるっちゅーのは賢瞳の封印を受けたに決まってますて。蹴られて逃げられたからちゃんと確認できへんかったけど。セフィロトはん、ルール違反ちゃうんですか、あれは」

「それは僕が許可した。けど……そっか、セフィロトが契約者以外の人間に力を……」

　ふーん、とひとり満足気なエイン・ソフに、ザッジは拗ねたように顔を横に向けた。

「えらい特別扱いやないですか？　俺らには契約者以外の人間と関わること、ごっつ禁止してはるのに」

「それは違う。特別扱いじゃなくて、セフィロトは特別なんだ」

「はぁ～ヤル気なくすわ、ホンマ」

　本格的に拗ねたのか、ザッジはその場にしゃがみ込むと顔だけを面倒くさそうに向けた。

「ザッジ」

　エイン・ソフは重厚な革張りのソファの肘掛に手をついてそんな彼を見下ろす。

「僕はお前のことを、異例のスピードで人間界の仕事を任されるようになった優秀な悪魔だと聞いていたが、その報告に誤りがあったのかな」

「いいえ？　俺は間違いなく優秀ですけど？」

　臆面もなく答えるザッジに、エイン・ソフは「だったら」と言葉を続けた。

「なぜお前は契約者なしで人間界に留まっている？　それこそルール違反だろう」

　エイン・ソフの言葉に、ザッジの顔色が変わる。

「それは……契約者だったチトミちゃんが三月に卒業してもうて、次の契約者がなかなか見つからんさかいに」

「見つからない？　セフィロトと違ってお前と資質を同じくする人間などいくらでもいるはずだぞ」

「そやけどぉそれは……」

　言いにくそうに顔を伏せ、ザッジは観念したように腰をさらに低くして土下座へと体勢を変える。

「そやから！　こうして大人しく、怒られにきたんです」

「怒るなんて面倒なこと、僕は嫌いだな。どうせなら黙って人間界から強制送還させる」

「うっわ、それだけは堪かん忍にんしてくださいてホンマ！」

　いつもダルそうなザッジにしては珍しく、焦りながら頭を床にこすり付けている。

「お話中すまんが、ザッジとやらはそんなに人間界がいいのかのぅ？」

　それを見ていた理事長が不思議そうに声をかける。その言葉に、ザッジは「そやな」と嬉しそうに顔を上げた。

「別にゲヘナが嫌いやってわけでもないけど、俺は人間っちゅー生き物が大好きやからな」

「ほぉ。そうか、そうか。それは嬉しいことを言ってくれるわい」

「やろ？　人間のこと嫌いとか言いながら、人間界で仕事するやつの気が知れんわぁ」

　ザッジはそう言いながらちらりとエイン・ソフを見る。もちろん、セフィロトへの当てつけのつもりだ。しかしエイン・ソフは、そんなザッジの視線をさらりと受け流すと、話を進めた。

「いいかザッジ。僕はお前を見逃しているわけじゃない。今日呼び出したのは、お前に新たな役割を与えるためだ。ひとまず契約者を探すのは一次中断し、身を隠して次の指示を待て」

「は？」

　散々怒られたあと「さっさと契約者を探せ」と命じられるとばかり思っていたザッジは、意外な展開に驚いている。しかしエイン・ソフはそれ以上の説明はせず、

「わかったら、さっさと命令どおりにしろ」

　とザッジを追い払うように手の平を振った。ザッジのほうもエイン・ソフの気が変わらぬうちにとばかり急いで一礼すると、一目散に退出する。なんだかよくわからない話だが、どうやら許してもらえたようだ。ザッジは胸を撫なで下ろす。

「ったくめんどくせぇ」

　ホッとした途端、抑おさえていた本性が出たのかその場にしゃがみ込む。

「まあなぁ……確かに俺みたいな悪魔と契約可能な資質の生徒なんて、善悪の振り子が少しでも悪よりならそれでええもんな。そんなやつ、ぎょーさんおるわな」

　その中からさっさと契約者を探しておけば、理事長室に呼び出されることもなく、土下座までして人間界に置いてもらう必要もなかったはず。

「そやけどなぁ、俺」

　天を仰ぎながらザッジは、理事長室ではとうとう最後まで言わなかった〝さっさと契約しない理由〟をぼそりと口にした。

「……面食いなんやもん」
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　専門教室が揃そろう第二校舎の最上階。その一番奥にＳＥ部の部室はあるらしい……らしい、というのはＳＥ部がそれだけ謎の多い部活だからである。

　途中でおかしな青年を撃退した奏は、急いでＳＥ部に向かっていた。手には不気味な文字が現れたという藍司馬のノートパソコンがあり、もう片方の手には例のメモがしっかりと握られている。

　柳りゆう崎ざき澪みお──それが、藍司馬がメモしたＳＥ部員の名前だった。

　顧問や部員数などは一切不明だが、柳崎という生徒が実質ＳＥ部を仕切っているのだという。藍司馬とは小学校からの知り合いで、なんでも柳崎がイジメられていたのを助けたのが縁だという話だ。

「しっかしイジメられっ子でＳＥ部……柳崎って人、絶対に超ド級のオタクで間違いないじゃん。変に気に入られてストーカーとかされちゃったらどうするのよぅ……」

「おい。さっきから何、ゴチャゴチャ言ってんねん。こんなとこで遊んどらんと、さっさとセフィロト様の命令どおりに動かなあかんで」

　ふいに背後で声がする。振り向くと、奏の顔の辺りでチビ悪魔ケテルが羽をパタパタさせながら腕組みをして見下ろしている。

「でたな、このお色気チビ悪魔！　うっさいなぁ、あのね、私にもいろいろ都合ってもんがあるわけ」

「あほぅ。世界の滅亡と部活動、どっちが大事かわからんのか？」

「いいの!!　今は部長の命令どおりに動かないと、個人的な人生滅亡が待ってるのよ」

　だいたい、と奏はケテルに詰め寄る。

「なんの用？　アンタってさ、ちょっと可愛いからって話に絡みすぎてない？」

「黙れ、このドブスッ」

　ケテルの言葉にたちまち奏の頰がひきつる。確かに奏は自分のことを国が傾くような絶世の美人だとは思っていないし、鏡に映る造形に不満がないといえば噓になる。けれど可愛い自分を目指して日々努力しているのだ。

　一応のチャームポイントはキラキラと好奇心に輝く瞳とメゲナイ性格だし、あと足りない分は笑顔でカバーすればいい。それらをフルに活用すれば、自分だってそれなりにそこそこ可愛いと信じているのだ。

「ふん。確かにケテルみたいに美人じゃないけどさぁ、だからってアンタと代わりたいなんてこれっぽっちも思わないんだから。いくらキレイでもチビすぎてよく見えないっつーの」

「なななな、なんちゅーこと言うねんっ」

「はんっ。よくよく考えればムダに色っぽいだけで、パタパタまわり飛んでるわりに全然役に立ってないしぃ」

「貴様ァ失礼にもほどがあるっちゅーねん！　ええかっ、俺はセフィロト様に仕える忠実なる僕しもべ、使い魔や。セフィロト様のおそばで働くのが役目なんや！」

「あーはいはい、わかったわよ。で、なんでそのチュージツなる使い魔が、私のとこにいるのよ？　さっさとセフィロトのとこに帰りなさいよ」

「……見張りや。あんたがちゃんと仕事やってるか、俺がセフィロト様に代わって監視しとるっちゅーわけ」

　正確にはセフィロトに「手伝ってやれ」という命令を受けて来たケテルだったが、いつの間にかニュアンスが変化している。

「ふ～ん監視ねぇ。別にいいけどさぁ」

　奏はそこまで言って、意味ありげに笑う。

「あのさぁ。私これから、超オタクな人物に会いに行くんだからね。アンタみたいな〝美少女小悪魔〟は、柳崎って人に見つかったが最後『萌もえ～！』とか言われて瓶に閉じ込められて一生お気に入りフィギュアだよ？」

「な、なんや……ヤバそうやないか、ちょっと。あ、でも大丈夫。俺、あんたと杉峰以外の人間には見えなくなったんやった」

「……ちっ。やっぱそーか。高く売れると思ったのに」

「売るって何をや？」

「あ、あった。情報処理準備室。確かここがＳＥ部の部室になっているはず」

　ケテルの問いを無視して足を止めた奏の前にはどことなく古臭い感じのするドアが待っていた。さすが謎の部活だけあって、ＳＥ部だとわかるプレートなどは一切ない。

　しかし、よく見るとドアの隅に小さく「パソコン部はあちら↑」と書かれた紙が貼ってあり、矢印の先にある情報処理室からは、パソコン部の連中の笑い声が聞こえている。

（うう。あっちは楽しそうじゃん。やっぱりパソコン部の人に頼みたいよぉ）

　奏はＳＥ部のドアに耳を当ててみるが、人の気配はまったくしない。

「なぁなぁホンマにこの中に人間がいるんか？　悪魔の俺が言うのもなんやけど……ここ、アヤシイで？」

「だ、大丈夫だって。私は部長に言われてきたんだから！　私のバックには藍司馬部長がいるんだからっ」

　精一杯自分を励はげまして、奏はドアをノックした。沈黙。もう一度ノック。再び長い沈黙が廊下に流れる。

「どうしよう。今日は部活休みかな」

　本当はこのまま帰ってしまいたい気もするが……奏だって、れっきとした報道部員──ジャーナリストの端くれだ。ジャーナリストたるもの、真実には体当たりでぶち当たって、もうこれ以上行けません、というところまで突き進む精神が大切なのである。

「ここは前に進むしかない！」

　奏は思い切ってドアノブに手をかける。勢いに反して、ドアはあっけなく開あいた。

「うわ、開いたよ。あ、あの、失礼しまぁす……誰かいませんかぁ……。って！　何これ？」

　まず目に飛び込んできたのは、パソコンの残ざん骸がい。バラバラに分解された哀れなパソコンやキーボードたちが山のように積み上げられている。もともと少ない部室の窓は、その残骸でほとんど塞ふさがれてしまい、真昼だというのに弱々しい光しか届けていない。薄暗闇に浮かぶ不気味な影──それはまるで、パソコンの墓場のような場所だった。

（ひぇぇ。オタクっていうより、オカルトじゃんこれ！　ヤバイ……ＳＥ部ヤバすぎる……！）

　さすがの奏も足がすくむ。同時に隣でケテルが息を飲んだのがわかった。

「奏、あれ……人がいるで……？」

「！」

　その男は、薄暗い部室の一番奥に座っていた。

　唯一まともに外光を通している窓を横にパソコンに向かっているため、逆光でよく姿が見えず、ただなんとなく横顔を捉とらえるのが精一杯だ。

　目が慣れてくると、耳に細いコード──最新型の小さなヘッドフォンをしているらしいのがわかった。

「あの～」

　遠慮がちにかけた奏の声は、聞きとれないはずだが、その人物は気配で顔を上げた。

　次の瞬間、奏は固定観念がガラガラと崩れ落ちるような人物を発見することとなる。

「あ、ごめん。音楽聴きながら作業してたから、全然気がつかなかったよ」

　そう言ってパソコンから、顔を上げた少年。隣でケテルがまたも息を飲む音が聞こえた。

　いや。

　そのかすかな甘い吐息は、まさに恋に落ちた瞬間の音なのかもしれない。

「……アカン……か、かっこよすぎや」

　奏の耳にだけ、ケテルのつぶやきが聞こえる。姿の見えないケテルの声は、目の前の少年には届かないが、確かにケテルの評価は正しい。

（へぇ～悪魔もカッコイイ男には、人間と同じように反応するもんなのねぇ……）

　妙に感心しながら、奏は目前の美少年を改めて見た。輝くような金髪、耳にはピアス。それらは整った上品な顔立ちにとてもよく似合っている。優しそうで穏やかな瞳と、男子にしては白めの肌が印象的だった。
















　緋宮生徒会長の凜とした御曹司的な雰囲気とは違うし、藍司馬部長のワイルドなカッコよさともまた違うのだが、間違いなく校内、いや世界トップレベルである。報道部の自分がこれほどの存在を知らなかったとは信じがたい。

「あの……ＳＥ部に、何か用事かな？」

　黙って立ち尽くしている奏に、少年が不思議そうに声をかけた。

「は！　ちょっと今、全然違うこと考えてましたっ……すみません！」

「いや、別に謝ることはないけど」

　明らかに挙動不審な奏に、その美少年は戸と惑まどいながらも優しく対応してくれる。

「ええと。わたし、報道部の彩川奏っていいます。実はうちの部長の命令で、ＳＥ部に在籍している柳崎澪って人を探しているんですけど」

「あ、それ僕」

「う、噓ぉ!!!」

　あまりの反応に、柳崎のほうが驚いている。

（全然オタクじゃないじゃん！　どうなってんのよ、部長ぉ）

　藍司馬は、別にオタクだとは一言も言っていないのだが──イメージ先行が激しい奏にとっては、まさに青せい天てんの霹へき靂れきである。

「もっとオタク……じゃなくて。そのぅ、なんというか違う感じの人、想像してましたっ」

　奏の素直な反応を面白そうに聞きながら、柳崎は「僕だって」と感じよく微笑む。

「君に負けないぐらい驚いてるけど？　栄介の後輩だって聞いたから、どんなコワモテが来るのかと思ってたら、君みたいなキュートな女の子だし」

「き、キュートなんてそんな」

　どこまで本気かわからない口調でキュートという言葉をさらりと口にする柳崎だが、不思議なことに軽薄さや嫌味をまったく感じない。それどころか、彼には天性の甘くて爽やかな魅力が備わっており、絶対に女の子を傷つけないと思わせる安心感と優しさがあった。

「アカン、この人間メッチャかっこええ……ゲヘナ界の高位悪魔でもこれほどの美形はなかなかおらへんで」

　隣でケテルのつぶやきが聞こえる。奏がちらりとそちらを見ると、まさに吸い込まれそうな惚ほうけた表情でひたすら柳崎に見入っていた。

　しかし、ここで一緒に惚れぼれしているわけにはいかないのだ。なんせ藍司馬の命令でＳＥ部に来たのだから。

「えと。それじゃあ、あなたが本当にホントーにＳＥ部の柳崎さんなんですね？」

「一応。ってか、ＳＥ部は学校が僕のために作ってくれた部だから、実は僕しか在籍していないんだよね」

「学校が？」

　柳崎の説明に奏は目を大きく見開いた。なんなのだ、その特別扱いは。内心をまったく隠さない奏の表情に、柳崎は苦笑しながら説明を追加してくれた。

「僕は小学校を卒業してから、しばらく学校を休んである企業のシステム構築をしてたんだ。そこの社長さんが僕の才能を買ってくれてね。僕としては義務教育の終了を待っていてほしかったんだけど」

「企業って……」

　奏の質問に、柳崎はある企業の名前をさらりと答える。それは、奏のような一介の高校生でも知っている国際的に超有名な巨大企業の名前だった。

「……」

「それで三年間はシンガポールにいたんだけど、さすがに日本が恋しくなってさ。それにやっぱり、普通の学校生活にも多少憧れがあったし。で、社長に相談したら日本支社への配属を決めてくれて……まぁ僕の仕事上、パソコンさえあれば毎日は会社に顔を出すこともないから、昼はこうしてＳＥ部で仕事をしながら夜だけ定時制で念願の高校生活を楽しんでいるってわけ」

　はなはだ信じられない内容だが、奏はその爽やかな笑顔だけでミョーに納得してしまう。

（定時制……あ、ひょっとしてさっきのアヤシイ美青年も定時制の生徒？　こんな逸材たちを逃したまま校内学生人気投票ランキングをしていたとは……不覚！）

　これは帰ってランキング担当に報告だ、と奏は拳を握にぎる。

「さて、僕の素す性じようが怪しくないってわかってくれたところで」

　柳崎はくるりと椅子を回転させ、奏の手元にある藍司馬のノートパソコンに視線を落とす。

「さっき栄介からケータイ入ったんだけど、これがその故障したっていうパソコン？」

「あ、はい。このメモ、部長からです。柳崎さんに渡せって。私もまだ見てないんですけど」

　本題をすっかり忘れていた奏は、慌てて例の不気味なメモを見せる。

「意志ナキ意思ニテ……第五ノ門……七ツノ住人……王冠……」

　柳崎は肝心のノートパソコンよりも、そのメモの内容に興味を持ったようだった。

「ユダヤの秘儀──カバラの世界観と一致しているね。第五の門、第五の位階は悪の殻、ケリッポト。とすると、七つの住人は人間のことか。ええと、王冠は確か神的世界を象徴してるから……」

「第五の門？」

　柳崎澪──何者なのだ。パソコンオタクだとばっかり思っていた人物が、実はすごくイイ男だった。それだけでも驚愕なのに、今度は誰も意味のわからなかったメモの内容をすらすらと読み解いている。しかも。

（セフィロトも第五の門って言ってたよね？　スゴイ偶然!?　流行ってんの？）

「なぁ奏……」

　ケテルがそっと耳打ちしてきた。もちろん、そんなことをしなくても、柳崎にはケテルの声も姿も届いてはいないのだが。

「柳崎サマの読んでいるメモな。俺、ゲヘナで見たことあるかもしれんわ」

「！」

　意外な点で話が繫つながった。しかし、そのことよりも今の発言に引っかかった。

「さ、サマぁ？」

「奏ちゃん、何か言った？」

　小首をかしげる柳崎に、奏は慌てて両手を振った。

「あ、なんでもありません、ありません」

「そう。じゃあ、このノートパソコンはしばらく預からせて。一応メンテナンスして最新のセキュリティ入れておくから」

「はい。よろしくお願いします！」

　奏は可愛い後輩よろしく、勢いよく頭を下げて部室を出る。ともかく謎多き天才柳崎の登場で、事件は一気に解決に近づきそうな予感がしていた。しかし。

　実際のところ奏たちはまだ、事件の入り口にさえ至っていなかったのである──。
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　午後十一時。

　警備員以外は誰もいないはずの学校は、すでに夜中のような静けさを湛たたえていた。

「本当にあれだけで、この学校からすべての悪を追放できるのですか？」

　静せい寂じやくの中から、穏やかな声が浮かび上がる。

　生徒会長・緋ひ宮みや聖せい良らだ。彼が座っているのは昼間と同じく、生徒会長の椅子である。生徒会室には他には誰もおらず、ただバルコニーから差し込む月光だけが緋宮の左半身を冷たく照らしていた。

「もちろんです、契約者様」

　誰もいないはずの空間から返答が響く。優雅で艶つやのある女性の声だ。

「緋宮様、あなたは巧みに姉妹を導いた。これで私たちは悪魔に勝利したも同然ですわ」

　決めつけるような強引な言い方に、緋宮は「そうでしょうか」と顔を上げる。

　その先、闇の中からひとりの女性の姿が浮かび上がった。腰まである豊かな波打つ黄金の髪に透き通るような純白の肌。そのあまりの美しさに闇も明るく照らされる。いや事実、彼女は光り輝いていた。

「フフフフ……。私は偉大なる神の使い、天使カトリネ。その言葉に偽りなどありません」

　高笑いとともに胸を張る目前の美女は──いささかおかしなテンションではあるが──確かに人間にしては美しすぎる。その姿はまさに天使そのものだと、緋宮は改めて思う。いや、そうでなくては困るのだ。

「あなたは世界が善なるもので満たされることを強く願っておられます。それこそが天使の資質。我々は結ばれるべくして契約を結んだのですわ。そしてこの契約は、天秤高校に巣食う悪魔の破滅を意味します」

　余裕たっぷりの微笑で、カトリネは言葉を続ける。

「緋宮様がこの場所に姉妹を呼び寄せた時、私が彼女たちの心に聴かせたのは【闇魔女の呪文書】。人間の闇を増大させる最も効果的な呪文なのです」

「闇魔女の呪文書？」

「ええ。今から数百年前に地獄へと落とされた少女が創り出した呪い。遙か昔のこと」

　歌うようにカトリネはひとつの物語を紡つむぎ始める。

「ひとりの修道女が自ら契約した天使に恋をしたのです。それは人生を一変させてしまうほどの激しい恋でした。しかし彼女は修道女の身。神にすべてを捧げる運命にある以上、他の誰にも心を奪われてはいけません。まして神の使いである天使になど……誰にも打ち明けることができない恋心と、それを神に悟られはしないかという恐怖の狭間で、彼女は苦悩し、自らの命を断つのです」

「自殺してしまったのですか？」

「ええ。自殺した者はその理由がなんであれ、ゲヘナへ落ちて鎖で繫がれます。その愚かな修道女は鎖で繫がれながら、やがて世界を呪い始めたのです。修道女から闇魔女へと落ちぶれた我が身を呪い、神にすべてを捧げなければならなかった己の運命を呪い、その世界の在り様自体をも呪った──それが闇魔女の呪文書の始まりです」

「……かわいそうな人だ」

　緋宮は哀れな修道女に同情する。しかしカトリネは「愚かな人間が道を誤っただけのことですわ」とあっさり切り捨てた。そして、

「私はその呪文をあの姉妹に聴かせたのです。彼女らはお互いに自分の心を隠して生きている。その心は容易たやすく闇魔女と同シン調クロするでしょう。自らの心を欺あざむき切れなくなり、追い詰められた彼女らはやがて現実を拒こばみ、世界を恨み始める。我々はただ、彼女らの心が絶望で満ちる時を待てばよいのです」

　と余裕の表情で満足気に頷いた。その言葉に、緋宮はふと疑問を持つ。

「本当に絶望を増大させることが悪の撲滅に繫がるのですか？」

「絶望を抱えた人間は【第五の門】というゲヘナへの道を開きます。そこへ我々が出向き悪魔どもを一網打尽に狩るのです。いわば、闇を持つ彼女たちはエサですわ」

　エサという言葉に、緋宮は不快げに顔をしかめて見せた。

「そういう言い方はやめてもらいたい。僕はただ、天秤高校すべての悪を排除できると聞いたからあなたと契約したのです」

「それが緋宮様の願いなら、私が叶かなえて差し上げます。私の望みは一匹でも多くの悪魔を狩ること。動機は違っても為なすべきことは同じはず」

　カトリネの自信に溢あふれた言葉を聞いて、緋宮はしばらく沈黙する。

　彼の頭にあるのは、全生徒が健全で正しい未来を目指す、理想の天秤高校の姿だ。それこそが緋宮の思い描いた夢。

　その夢の実現のため、天使が自分の元へと舞い降りたのならば──。

「そうですね、カトリネ。あなたの言うとおりです」

　月の光だけが残る暗い生徒会室で、緋宮は静かにつぶやいた。
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「んで、どうすんねんこれから」

　奏かなでの部屋にあるハート型のテーブルに座ったケテルは、その形の良い足を組み直しながら首を傾ける。

「あーあ。杉すぎ峰みね君、今頃どうしてるかなぁ？　お気に入り番組『宇宙探検紀行』も終わっちゃった時間だし、自分の部屋で宿題でもしてるのかな。それともお風呂？　やだ!!　恥ずかし。キャー、ムリムリ」

　机で頰ほお杖づえをつく奏は、あきらかにケテルの話を聞いていない。

「なに阿呆なこと言ってんねん。世界の危機が迫っとるっちゅー時に」

「だって！　私の頭の中で考えること全部に、杉峰君がいるんだもん。スゴイ真面目なことを考えてても自然と杉峰君が入ってきてすぐに嬉しくなっちゃう。おいしいモノ食べても「杉峰君にも食べさせたいっ」て思うし、面白い話聞いても「杉峰君に聞かせたいっ」て思うし。だから世界が終わるかもって聞いても「とりあえず杉峰君と何しよう」って思うのはしゃーないじゃん。第一、杉峰君はね」

「だーもぅ！　スギミネスギミネって、うっとーしーこっちゃ」

　苛いら立だったケテルは思わずテーブルから飛び上がり、蝙こう蝠もりのような翼でくるりと舞う。

「わからへんなぁ。柳りゆう崎ざきサマほどの美形に出会ってしまって、なんでいまだに杉峰オンリーラブやねん？」

　心底謎だ、と言わんばかりにケテルは真剣に首をかしげている。

「確かに柳崎さんはカッコイイわよ。でも人間の中身が違うの、杉峰君はね」

「あーやっぱりアホやな、お前」

　呆れたようにケテルは言う。

「あんなぁ、男も女も外見が優れていればそれでええねん。性格なんて目に見えへんもん、好きになってどないするねん？」

「それは違う！　絶対間違ってるっ」

　いつになく真剣な奏の反応にケテルは一瞬たじろいだ。奏は迷いのない表情で、きっぱりと言い放つ。

「杉峰君は中身もいいし、外見だって断然カッコイイんだから！」

「……死ね。いますぐ死んでこい」

　反論する力も尽きたのか、ケテルは急降下すると器用にテーブルに着地する。その様子を見ていた奏は「お、すごーい！」と小さな拍手を送った。

「さて、ムダに色っぽいだけで役立たずのケテルと遊んでても話は進まないし。超カッコイイ杉峰君の相手役ヒロインとしては、そろそろ行動を起こさなきゃね」

　というわけで、と奏は颯さつ爽そうと立ち上がった。柳崎のいるＳＥ部を出たあと、あえて奏は報道部へは向かわずさっさと自宅に戻った。それは、藍司馬よりも先に相談したほうがいいと判断した存在がいたからである。

「ただ今から『第一回・気がつけばいつも君がそばにいた作戦会議』開催しまぁす。早くセフィロト呼び出して、ほら」

「呼び出すってお前なぁ！　セフィロト様を誰やと思ってんねんっ」

「悪魔でしょ？　てか、誰でもいいわよ、別に」

「……コイツ、いつか必ず地獄に落としたるねん……」

「ほら、言われたとおりにさっさとセフィロト呼ぶ！」

「俺には無理。人間界ではセフィロト様の姿を知っている人間やないと呼び出せへん」

「えーそうなの？　ったく、面倒くさいなー」

　ブツブツ言いながら、奏はケテルからセフィロトの呼び出し──正確には召しよう還かんというらしい──の方法を教えてもらう。

「ええと、床にこの図を書けばいいわけ？」

「そうや。で、この逆さ十字のペンダントを握にぎり締めながらセフィロト様の姿を思い浮かべる」

　とケテルは自分のペンダントを渡す。

「へぇ、なかなかオーソドックスな方法なんだ。難しい呪文とか言わなきゃなんないかと思った」

「そういう方法もあるけど、まぁそれは面識のない人間が悪魔を呼び出す時が多いな」

「ふ～ん。でもさ、ここ私の部屋なんだよね。この変な図、本当に床に書かなきゃいけないわけ？　床汚すのヤなんだけど」

「……お前なぁ！」

「あ、いいこと思いついちゃった」

　そう言うと奏は机の中をゴソゴソ探し、奥から大きなスケッチブックを引っ張り出した。

「一年の時は美術専攻してたんだけど、二年になって音楽に変えたんだよね、私。だからこのスケッチブック余っちゃってさぁ。いやぁ、こんなに早く役に立つ時が来るとは思わなかったな」

「な！　まさかこんな狭いとこにセフィロト様を召還させるつもりちゃうやろな？」

　大丈夫だって、とケテルにひらひらと手を振るとシャープペンシルでさらさらとケテルの見せてくれた図を描き出す。

　ペンタグラムと呼ばれる星のような形を逆さにした図形の四隅に、奇妙な文字を書きこんでいく。ケテルの話では古代に滅びた貴重な文字らしいが、奏にとってはただの落書きだ。

「あ、お前っ！　シャーペンってなんやねん？　シャーペンって。ちゅーかもっと丁寧に描けへんのか、阿あ呆ほう！」

「はい、出来上がり」

　ケテルのブーイングを軽く流しながら、奏は手にした逆さ十字のペンダントを握り締める。

　──その途端。

「おわ！　出たっ」

　黒煙とともに、セフィロトが立っていた。しかし召還図のあまりの狭さに、すぐに足場を失って前のめりに倒れる。

「だだだ、大丈夫ですか！　セフィロト様」

「……なんだ。このいいかげんな召還図は」

「す、すみません！　この阿呆が勝手にっ」

　ケテルが慌てて奏を指差した。

「おぉ大成功。やるじゃん、私」

　顔をしかめるセフィロトを尻目に、奏は上機嫌だ。

「……で、奏。何かわかったのか？」

　諦あきらめたように首を振ると、セフィロトはスッと立ち上がる。相変わらずの黒ずくめの格好に、腰まで流れる漆しつ黒こくの髪。紅の瞳。

「新しい情報が手に入ったのよ」

「情報？」

「そ。これ見覚えある？　ケテルはゲヘナで見たって言うんだけど」

　そう言って、奏はセフィロトに例のメモを見せる。

　端整なセフィロトの顔が曇った。

「闇魔女の呪のろいだ」

「の、呪い？」

「そうか。人間の力だけで扉が開かれるなど、やはり不自然だと思っていたのだ。ケテル」

「はい、セフィロト様」

「ケテル、この文句に見覚えがあるな」

「かつて人間だった闇魔女が、世界を恨んで生み出した呪い──せやけど、確か数百年前に闇魔女は呪文書とともに燃えてもうたって聞いてますけど」

「ちょっとちょっと！　勝手にふたりで話進めないでよね」

　奏が無理矢理割って入る。

「うっさいなぁ！　第五の門が開くかもしれへん原因が、この呪いちゃうか？　って話や」

　ウザそうに腕を組んで説明するケテルに、奏は目を丸くする。

「……マジで？　ただのスゴイ偶然かと思ってたんだけど」

「『ただのスゴイ偶然』で片付けるなっ、このドアホ！　大体、第五の門と聞いたらピンとくるやろぉ？　ホンマ役に立たへんな、アホのうえにボケ女かいな」

「そ、そんなの知らないわよっ。そういうあんただって柳崎さんにメモ見せた時、そんなこと一言も言わなかったじゃない。ずっとバカみたいに見惚れるだけでさぁ～。そんなヤツにボケ女呼ばわりされたくないわよ、この色ボケチビ悪魔」

「なんやと……！」

　けっこう痛いところを突かれたケテルの顔が赤く染まる。形勢逆転とばかり、胸を張って腕を組んだ奏は、今度はセフィロトに視線を向けた。

「だいたい、その闇魔女の呪いって話とこのメモって本当に関係あるの？」

「どういうことだ？」

「言っとくけど、このメモはうちの部長のノートパソコンに現れた文字なんだよ？　それがアンタたちの地獄の世界の呪いと同じはずないじゃない。おかしいよ、それ」

「ノートパソコン？」

　目を細めて聞き返すセフィロトに、奏は大きく頷いてみせた。

「そう。我が報道部の部長が、生徒会の──ってか、緋ひ宮みや生徒会長の弱みを握ろうと仕掛けたカメラの画像の中に現れたの。言ってみればバグよ、バグ」

「……人間界の専門用語が多くていまひとつ理解に苦しむのだが」

「つまりね、これは人間界の現実的トラブルなの」

「しかしこの呪文書は確かにゲヘナ界にあったものだ」

　二人の会話を聞いていたケテルが、あっと顔を上げる。

「柳崎サマなら、きっとこれが現れた理由がわかるはずや！」

「誰なのだ、それは？」

「あ、はい。実は、人間界の住人やのに俺らの世界にやたら詳しい人物がおるんです」

「詳しいとな。ゲヘナや悪魔に精通しているということか？」

「それが……カバラの世界観や第五の門の意味や、七つの住人は人間のことやっちゅー話までちゃあんと知ってはって。あと王冠が神的世界を象徴してるのも」

　セフィロトは困惑したように眉まゆ根ねを寄せる。

「一体、何者なのだ」

「正体はよぅわかりません。そやけど人間にしておくには、勿もつ体たい無いほど頭の切れる少年やってことは確かですわ」

「ついでに超カッコイイしネ」

　奏の追加事項に、ケテルは顔を真っ赤にした。

「そ、それは余計やっちゅーの、あほ！」

「くくくくく。ケテルちゃぁん。いつまでもそーんな乱暴な言葉使ってると、嫌われちゃうぞ柳崎サマに」

「！！！！！」

　動揺したケテルは、小さな翼をはためかせて宙返りする。

「ともかく！　あの柳崎様ならもっと深い推測ができるかと思われます。少なくとも奏なんかよりずっと役に立ちますよ」

「あ、言ったな、このドチビが」

「チビチビゆーな。ドブス」

「あ、かっちーん！　いくら心の広い私でも、ドブス発言だけは許せんっ」

「ブスにブスゆーて何が悪いねん」

　放っておけば永遠に続きそうなケテルと奏の言い争いに、セフィロトが割って入る。

「ふたりとも、不毛な争いはそこまでだ。ともかく、奏は再びその少年と接触して必要とあらば我らの目的を話せ。場合によってはその少年にも協力を求めるやもしれぬ」

「はいはい。来きたるべき愛の瞬間のためにセフィロトもさ、杉峰君にちゃんと私が『あなたのためにこーんな頑張ってる』って、上う手まく伝えておいてよ？」

「……無駄なような気もするが。それよりケテル。お前は一度ゲヘナに戻り、闇魔女の呪文書が確かに消滅したのか調べに行くのだ」

「はい」

　それから、とセフィロトは再び奏のほうに向き直る。

「奏。その少年との接触もそうだが、奏には引き続き第五の門を開ける人間の摘発を最優先に考えて行動してもらう。扉が開くのを阻止することこそ、何より重要だからな」

「たしか扉を開ける人間って、すごーく絶望してて世界を拒絶してる生徒だったよね」

　ゲヘナ界を見せてくれた時に、セフィロトに聞かされた話を思い出しながら奏は尋ねる。

「そのとおりだ。現実から逃げ出したいという強い気持ちが、絶対的な絶望と拒絶を生む」

「でもさぁ、テスト前なんか校内中、『ここから逃げ出したーい』って生徒で溢あふれてるよ。簡単に見つかるかなぁ？」

「バカモノ。ただ思うだけで扉が開くわけがないであろう？　それではしょっちゅう扉が開いてしまうではないか」

「ふーん。人間嫌いのセフィロトも、さすがにそれぐらいはわかるのね」

「お前、失礼にもほどがあるっちゅーねん！」

　奏に飛びかかろうとするケテルを静かに制して、セフィロトは再び口を開く。

「扉を開くべき絶望はただの絶望ではなく、拒絶はただの拒絶ではない。現実を受け入れられない心が、永えい劫ごうの闇と逃げ場のない絶望で満たされなければ」

「それってつまり……精神的にかなりキテるってこと？」

「ただひたすら『この世界に存在したくない』という強い願いのみがその者を支配し、他に何も考えられなくなる。その他の思考はすべて凍りつき、虚無と孤独だけが命を包み込む」

　セフィロトの言葉を聞いて、奏は背筋に冷たいものを感じていた。

「……そこまで思いつめる人はさすがにあんまりいないよね。というかそんな生徒、本当に天てん秤しよう高校にいるの？」

　もし身近にそんな人間がいたら、なんて哀しいことだろう。そりゃ奏だって失恋の痛みを嫌というほど味わったばかりだし、望みどおりにいかない現実なら、いっそ消えてしまえと思わないではない。しかし、逃げること以外一切考えられなくなるなんて──。

「辛つらすぎるよ……そんなの。セフィロト、本当にそんな生徒がいるなら早く助けてあげてよ」

「言ったであろう？　契約者である杉峰様には本当に必要な時しか力を貸して頂けぬ。いま頼れるのは奏しかいないのだ」

「そ、そんなぁ……プレッシャーかけないでよ。そりゃ杉峰君の助手になって、なおかつ人助けっていうんだから一生懸命頑張ってみるけどさ」

　途方もない大仕事にため息をつく奏を見つめて、セフィロトは「もうひとつ」と声を低くして話を続けた。

「これはまだ私の推測だが。今回の問題には──天使が関わっているのかもしれん」

「……てんしぃ？」

　気の重い話に肩を落としていた奏が、驚いて顔を上げる。セフィロトたちの現実離れした発言にずいぶん馴なれたつもりだったが、まさか天使まで出てくるとは。

（まぁ悪魔もいれば当然、天使もいるか）

　しかし、そんな奏の反応とは対照的にケテルは神妙に頷うなずいていた。

「そやったら、やっぱり杉峰逸いつは戦わなあかんっちゅーことですね……」

「そうだな」

「また悪魔同士で納得してるぅ。どういう意味？　杉峰君が戦うって」

「悪魔と対を成す存在であり、宿敵でもある天使。もし天使が関わっているならば、その契約者も学内にいるということだ。その存在を倒せるのは我が契約者、すなわち杉峰様のみ」

「学内に天使の契約者が？　しかも杉峰君と戦うって……誰なの、その契約者って。生徒？　先生？　それとも用務員のおじさん？」

「まだわからぬ。それにすべてが推測に過ぎない」

　心配するな、というセフィロトの顔を奏は疑わしそうに見上げる。

「ともかく、今は奏ができることをやればよい。私はもう行く。何か動きがあれば再び我を召還せよ。……その、もう少しちゃんとした召還図でな」

　セフィロトの言葉に、奏はしぶしぶ頷いた。それを見届けたセフィロトは満足そうに目を細めると、闇の煙にその姿を消していく。最後に、とセフィロトは言った。

「我らの世界に詳しいその柳崎という少年……」

　闇の中で低い声と紅い瞳ひとみだけが残る。

「彼が天使の契約者──我らの敵となる可能性も忘れるな」

　そしてセフィロトの姿は溶けるように消えた。
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　声が聞こえる。

　遠くで誰かが呼んでいる。自分を。醜みにくく汚い自分を。

　優しい声。透きとおった綺麗な声。

　でも。

　でも私はその声を聞きたくない。

　ヤメテ。

　耳を塞ふさぐ。私には似合わない。お願いだから優しくしないで。

『大丈夫だよ。君は正しく清らかな人』

　ヤメテ。

『その汚れた心を棄すてて、醜い欲望を殺すんだ。大丈夫、君ならできる』

　違う。ヤメテ。私は。

『君は心のきれいな良い子だ。君が苦しいのは周りの世界が汚いから』

　私が……？

　私が心のきれいな、良い子……？

『そうだよ。信じるんだ、本当の君を』

　本当の私。

　本当の？

　心がざわつく。胸の奥で絶望がゆっくりと目を覚ます。

　見えるのは真っ白い翼。それは──天使の羽だった。
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　放課後。空は快晴である。

　部室の隅を陣取って、東大でも狙ねらっているのかというほどの真剣さでじっとノートを見つめている奏。

「……んなことだろうとは思ったけど、な」

　そのあまりの珍しい姿に、そっと後ろから覗のぞき込んだ田た中なかが呆れた声を上げた。

　案の定、奏が睨にらんでいたのは授業のノートなどではなく、何かわけのわからない相関図のようなものだった。すべて奏の手書きであり、ど真ん中には大きなハートマークの中に「世界のヒーロー杉峰君」と描かれていて、奏の才能が許す限りに頑張ったであろうカッコイイ男の子の絵があった。

　その周りには、黒い棒と丸があり──小さい丸に「ケテル」長い棒には「セフィロト」とある。ケテルを表す小さい丸からは、ハートマーク付きで「柳崎さん」へ矢印が向かっており、そこにはマルの中に『イケメン』とだけあった。そして横に「天使？」と書き加えて、柳崎と杉峰の間を『vs』で繫いでいる。あとはよくわからないマークが沢たく山さん、その周りを囲っている。

「なんの相関図？」

「うわ！　もお、勝手に覗かないでよ」

「やれやれ、珍しく勉強でもしてんのかと思ったら。相変わらずヘンテコリン子ちゃんだな、おめぇは」

「あのねぇっ！　私は今、勉強よりも大切なことで悩んでんのっ」

「あーはい、そりゃ大変ですなぁ」

　まったく気持ちのこもらない口調で、田中は両手を挙げてみせる。

「ホントなんだってば。私、これでも世界を救うためにアレコレ考え中！　まったく、総理大臣でもこんなに真剣に日本の未来を憂うれえていないよぉ」

「わかったわかった。お前の妄想にはついてけねぇよ」

　肩をすくめながら、田中は部室の窓に目をやり、面白そうに「おっ」とつぶやいた。

「杉峰だ」

　その一言に奏は椅子から飛び上がる。

「どこどこどこ!?」

「うっそにゃ～ん」

　バカな声に振り返ると、そこには去年の文化祭の出し物『報道部コスプレカフェ』で使った〝猫耳少女変身用カチューシャ〟を坊主頭にのせた田中がいた。

「……バカじゃないの。てかさ、坊主頭で猫耳しても全然可愛くないってば」

　心底つまらなそうに、奏が言う。

　これが蒼あお司し馬ば部長なら──もちろん本人は死んでもしないだろうが──多少無理しても笑うべき場面だが、なんせ相手は田中だ。ウケてやる義理はどこにもない。

「あんたねぇ、そんなしょーもないコトばっかしてるから髪、生えてこないんだよ？」

「ハゲじゃねぇ！　これはスキンヘッドだっ……んだよ、せっかく失恋の痛みを俺の笑いで和らげてやろうと思ったのにさ。てかお前、杉峰のことはもういいのかよ？」




「よくないよぉ。これもみぃんな杉峰君のためなんだから」

　手元のノートを握り締めて奏は力強く言う。

「……さっきは世界のためって言ってなかったっけ？」

「だから愛は地球を救うの！　そんなの人類の常識よ？　……つーわけで私、今日は世界のために働くから。部活は休み。部長に上手く言っといて」

「待て待て待て。俺が、あの部長相手に上手く言えるわけねぇだろ。休むんだったら直接言えよ、もうすぐ来るだろうからっ」

　焦あせりまくる田中をひとり残して、奏はさっさと部室を後にする。背後からは「お前はどこまでマイペースなんだ」という批判の声が聞こえた気がしたが、あえて無視する。何しろ今は一刻を争うのだ。

「とりあえず、もっかい柳崎さんトコ行くべし、だよね。あの人謎が多いし……セフィロトが言ったとおり天使だったらびっくりだなぁ。んん？　じゃあケテルは天使に恋したわけ？　悪魔が天使に恋？　変なの」

　ぶつぶつ言いながら廊下を歩いていると、いきなり後ろから首根っこを摑つかまれた。

「彩あや川かわ奏。お前は今日も俺様に報告なしで帰宅するつもりか」

「ぶ、ぶちょぉ」

　捨て猫みたいに情けない声を上げて、奏は慌てて両手を振る。

「き、帰宅なんて誤解ですよぉ……これからまた柳崎さんのトコに」

「本当だろうな？」

　奏のすぐ耳元で、抑えてはいるが凄すごみのある藍司馬の声が低く響く。

「ほ、ホントもホント！　部長相手に噓つくなんて勇気、私にはありませんからっ」

　柳崎に会いにいくのはセフィロトの指示であり杉峰のためでもあったのだが、ここは上手く誤魔化してなんとかやり過ごさなくてはいけない。

「ええとホラ、部長のパソコンが心配だからその早く直してもらえるように」

「……彩川？」

　必要以上に優しい声で、藍司馬が耳元でささやく。

「悪いことは言わん。今のウチに正直に話しておけ、な？」

　あくまでソフトな物言いとは裏腹に、部長の手が奏のほっぺをぐにりとつねる。

「すぅ、すみま、せん」

　奏はあっさりと観念した。所しよ詮せん、部長相手に小手先の言い訳で逃げおおせるはずがないのだ。

「あのう、実は杉峰君のためにちょっと調べたいことがありまして……」

　部長の動きが止まった。奏の背筋に冷たいものが走る。

（ヤバイ……これは殺される……！）

　そう思った次の瞬間。

　一気に開放された奏は、前のめりに倒れていた。

「よし。今回は許す」

「……ありがとう、ござい、ますぅ」

　なぜ急に許されたのかわからないが、ともかく命は助かったらしい。

「で？　昨日のこと、早く報告しろ」

「は、はい……って言っても、昨日はパソコンを預けただけでなんの動きもないんですけど。あ、でも例の謎の文字についても検討してくれるみたいで」

　動きといえばケテルが柳崎に恋して、謎の文字がゲヘナと関係があるということぐらいだ。そのどれもが非現実的であり、部長に報告できるような代物ではない。

「あと柳崎さん、一応メンテナンスとセキュリティの入れ替えをしておくって」

「そうか。じゃあ話はそれからだな」

　一応納得してくれた藍司馬に奏はそっと胸を撫なで下ろす。

「部長のほうは？　生徒会を調べてるって田中から聞きましたけど？」

「ああ。緋宮及び執行部の人間、特に菜な々な原はら夏なつ海みとその周辺を集中的に探っている」

「どうしてまた？」

　藍司馬は腕を組み、窓枠に寄りかかりながら外へと視線を移した。

「なぜ緋宮が突然、あんな提案をしたのか？　それがずっと引っかかっていた」

「提案って、夏海先輩の代わりに妹さんが生徒会執行部に入るってことですか？」

「そうだ。あきらかに力量不足の妹に代役を与えようとし、他の執行部の反発や姉の発言によってあっさりと意見を引っ込めた。あれは作為的だろう」

「そうかなぁ？　緋宮会長、優しいからみんなのこといろいろと考えての行動なんじゃないですか？　で、たまたま自分の意見が通らなかったので引っ込めたと」

「それはあり得ない。あいつは俺の足元にも及ばないが、一応人の上に立てる人間だ。周囲の人間を意のままに動かすことなど造ぞう作さもないはず。それに」

　鋭さを増した藍司馬の眼まな差ざしに、奏の身も引き締まる。

「みな緋宮のことを優しい人間だというが、奴が今回とった行動の結果だけを見てみろ。不愉快に思った人間や傷ついた人間ばかりじゃないか」

「……」

　思い返せば確かにそのとおりで厳しい選挙で勝ちあがった者たちは、そのトップである会長に「春海のような新入生でも代役が務まる」と暗に言われたのだ。それは屈くつ辱じよく以外の何ものでもないはず。

　姉の夏海にしてもどこかに同じ気持ちがあるだろうし、何よりも留学の話を執行部員の目前でバラされては、今後の活動にも支障があるだろう。それに、妹の春はる海み。

「そうだ。春海ちゃんが一番かわいそうかも……？」

　奏のつぶやきに、藍司馬は大きく頷く。

「それぞれの不満は自分よりも強い緋宮へは向かわず、弱い立場の菜々原春海へと向かう。それが集団心理というものだ。執行部委員の反感を一身に背負わされ、さらに春海は彼らのほうが正しいので反論もできない。それが緋宮の狙いだとすると……」

「代役を提案することによって、わざと春海ちゃんにお姉ちゃんとの差を見せつけた？」

「さすが、俺の後輩。察しがいいじゃないか」

　奏の答えに、いつもは厳しいイメージしかない藍司馬が機嫌よく笑う。そして奏の頭をガシガシと乱暴に撫でてくれた。

「えへへ」

　それだけで、なぜか奏は舞い上がるほど嬉しくなってしまう。これが報道部部員の中で語り継がれている、藍司馬マジックなのだ。

　普段、どれだけ怒鳴り散らされてヒドイ扱いを受けても、藍司馬に一度褒ほめられるだけですべて許してしまう。それどころか「もっと頑張って部長の力になろう」と決心してしまうのだ。これは女子に限らず、男子部員も同じである。いや、心底、惚ほれているという点では男子のほうがマジックにかかりやすいのかもしれない。

　よって報道部は創立以来、高校の部活動としては激務にかかわらず退部者ゼロを維持し続けている。

（部長に褒められちゃった！　後で絶対、田中に自慢してやろうっと）

　にやけ顔の止まらない奏の一方で藍司馬はひとり表情を切り替えると、再び眉を寄せる。

「しかしなんのために、彼女を追いつめる？　緋宮にイジメなどしている暇はないだろうに」

「んあ？」

「なんだ俺様の貴重な話、ちゃんと聞いてんのか？」

「き、聞いてますよぉ」

「もし緋宮が何かの目的を持って今回の行動に出たのならば、それは姉妹にケンカをさせようとしているんじゃないか」

「なんのために？」

「それはまだわからん」

　ただ、と藍司馬は言葉を続ける。

「……とにかく、緋宮が鍵だ」

「えぇ～いくら部長が生徒会長嫌いでも、さすがにそれは強引ですってば。だいたい、菜々原姉妹の揉もめ事とパソコンの文字、本当に関係があるんですか？」

「それを調べてもらうために、お前を柳崎に会わせたんだろうが」

　藍司馬の言葉に、奏は言葉につまる。

「その重大な任務を放り出して、お前は今日も杉峰とやらのために遊びまわっているわけだが」

「そ、ソレは…ですね……その、さっきも言ったように私は確かに杉峰君のために頑張ってはいますけどぉ、それは我ら報道部が追っている生徒会の謎と微妙にリンクしている可能性もあるんですよぉ」

「なんだと？」

「でもまだよくわからないので、今日もこれから柳崎さんのトコに行こうかと」

　降伏ポーズで必死に言い訳をする奏を、藍司馬は複雑そうな表情で見下ろしている。それから大きなため息をつくと、気持ちを切り替えるように再び外の景色へと視線を逸そらした。

「まぁいい。報道部の仕事を忘れないと約束するなら、しばらくは好きに行動させてやる。お前にもお前のやり方があるだろう」

「は、はい！　……えっと、全力で頑張りますっ」

　命拾いとばかりに胸を撫で下ろす奏を一いち瞥べつし、藍司馬はやれやれと首を振った。

「仕方ない。俺もこれから一緒に柳崎のところへ行って話を聞いてやる。お前だけに任せていたら、杉峰とやら優先でらちがあかんからな」

「べ、別に報道部の仕事に手を抜いているわけじゃないですから！」

　返事も聞かずにさっさと歩き出した藍司馬の背中を追いつつ、奏は内心ホッとしていた。失恋のショックも冷めないうちに、セフィロトからは人類存亡をかけて難解な依頼を受け、同時に報道部でも謎の事件を追うことになった。

　その上、そのふたつにはなんらかの関わりがあるかもしれないというのだ。

（正直、頭がこんがらがってきていたところだったんだよね）

　ここで、行動力抜群で頭も切れる藍司馬が助っ人に入るという展開は、奏にとってまさに願ったり叶かなったりである。いっそのことセフィロトのことまで全部話してしまいたい思いが胸の奥に湧き上がる。しかし。

（いつまでも部長に頼ってたらダメだよね）

　そんな後輩の成長を知ってか知らずか、藍司馬はふいに奏を見つめてくる。

「彩川はこれからなんでも経験して、様々なことを貪どん欲よくに吸収していけばいい」

　だがな、といったん言葉を切り声を落とす。

「お前の本当の良さをちゃんと理解して、大切に守っていける男は少ないぞ」

　強い眼差しにしっかりと捕らえられた奏は、その真意が理解できずにただ長身の顔を見上げるばかりだ。そんな奏を残して、藍司馬は黙ったまま奏に背を向けて再び歩き出す。そしてふと立ち止まると、振り返ることなくボソリと言った。

「大丈夫なのか、その杉峰という男は」

「え……？」

「部活も勉強もそして恋愛も、途中の道のりはどれだけ辛つらくてもかまわん。だが最後は必ず幸福にならないと成功したとは言えないんだぞ。お前が惚れたその男は、最終的にお前を幸せにできるのか？　お前の長所を殺すことなく、ありのままを受け入れて大切に育ててくれるヤツなのか」

「……それは……」

　突然の問いに、奏はうまく答えられない。杉峰君が自分を大切にしてくれる？

　ただひたすら大好きで追いかけ続け、そんなことは考えもしなかった。確かに今のところ杉峰が自分を理解してくれるなんてイメージもできない。けれどいつかはそうなりたい。そのためにも今のままの自分ではダメなのだ。

（だから、もっと頑張って自分を変えなくちゃいけないって思い込んでたけど……）

　自分をありのままに受け入れ、長所を大切にしてくれる存在かどうかなんて──。

「それは……」

　考え込んでしまった奏に対して、藍司馬は咳払いをひとつすると、ポンと大きな手を奏の頭にのせる。
















「まあいいさ、今はただお前の気の済むまでやってみろ。その痛みもお前の経験だからな」

　だが、と藍司馬は奏の頭にのせた手に力を込める。

「頑張りすぎて、立ち直れなくなる前に俺に相談しろ？」

　いいな、と念を押す藍司馬。

　彼は奏にとって報道部で一番、いや学校で一番、いやいや人生の中で一番頼りになる存在に違いなかった。奏の悩みなどいつでも解決できるような力を持っていて、それでもなぜか容易には甘えられない相手という意味では、奏にとってリアル神様と言っても過言ではないのだ。

「ほら、さっさとＳＥ部へ行くぞ」

　と少し照れたように前を歩く頼もしい背中を追いかけながら、奏は不思議と温かな気持ちになる。

　失恋の痛手はいまだ癒いえず、「告白なんてしなきゃよかった」と後悔もした。

　だけど今、こうして見守っていてくれる人がいることに改めて気づいて、それだけでも告白した甲斐があったのかな、と思ったりもするのだ。

「彩川!!　ぼさっとするな！」

　部長の厳しい怒声に、

「はいっ」

　奏は元気に返事をすると、その背中を追いかけて駆け出していた。
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「だーかーらー！　俺が聞きたいんはな、そんな難しいコトやないねん」

　ゲヘナ界。

　人間界では決して存在しない濃度の闇に、天を突くほどの炎が幾つも立ち上っている。それら巨大な炎を柱に見立てると、そこはまるで不吉な神殿のようにも見えた。

　ここはゲヘナ界の奥座敷ともいえる場所──魔界図書館。

　その場所には本棚と呼べるものは何もなく、ただ紅い炎に照らされた暗くて虚うつろな空間が広がるばかりである。漆黒の大理石で造られた石畳にはいくつもの召還図らしきものが残っており、それがこの図書館の特徴ともいえる。つまりすべての蔵書は、力ある悪魔の召還によってのみ読み継がれるのだ。

「……」

　召還のための広い空間。とうとうと揺れる炎に、ケテルのキレイで小さな顔とボロ布をまとっただけの一体の骸がい骨こつが向き合ったまま照らし出されている。

「ええか？　俺が知りたいのは、闇魔女の呪文書についてだけや。それがまだゲヘナ界にあるんか。ないんやったら何い時つ、どうやって消えたのかを知りたいだけなんやって！」

「ダメ。ソレ、いわゆるトップシークレット。召還、許可できない」

「闇魔女の呪文書を召還したいって話ちゃうんや！　……ちゅーか燃やされてないんやろ？」

　その骸骨は、ケテルの苛立ちに特に反応することもなく、何度も繰り返した言葉をもう一度言った。

「オレ、ソレの答え言えナイ」

「……おいおい」

　なんというか、随分と知能の低そうな悪魔である。それもそのはず、この骸骨風悪魔ラフィン・スカルはゲヘナ界のバックアップ担当者なのだ。地獄誕生以来、すべての出来事を記憶する役目を果たすため、その他の知能は最低限に抑おさえられている。

「言えへんってなんや。誰かに口止めされてんのか？」

「ダメ。言えナイ」

「ひょっとしてお前、闇魔女の呪文書自体、知らんっちゅーオチやないやろな」

「ダメ。オレ、ソレ言えナイ」

「もぉぉぉ！　なんやねん、コイツ！」

　一向に進まない会話に、ケテルのストレスは頂点に達しようとしている。本当ならこのバカ骸骨に飛び蹴りのひとつでも食らわせて、そのまま帰りたいところであるが、主あるじであるセフィロトからの命令である以上、それは無理な話だ。

「……わかった。ひとつずつ確認していこーやないか。お前はゲヘナ界の記録を管理している悪魔ラフィン・スカル。もう数万年も生きとる。そうやな？」

「そう、だ」

「で、あんたはゲヘナで起こった様々な出来事をすべて把握しとる」

「そう、だ」

「そこで質問や。今から数百年前に闇魔女が呪いを込めて呪文書を創ったやろ？　これについて、なんや聞いたことあるか？」

「……」

「難しく考えんでええから。あるかないかだけ答えたらええねん」

「アル。ゲヘナと天上界、普通は接点、ナイ。でも闇魔女、天上界へ呪いが届く方法、発見した。それは人間界を経由させること」

「お。ちょっと話進んできたやないか」

「でもソレ、天上界にバレた。アノ時マジやばかった」

　骸骨から感情を読めというほうが無理なのだが、無表情なラフィン・スカルなりにずいぶんと怖い目にあったようだ。

　創造主エイン・ソフは通常、天使たちがいる世界アツィルトの最上部、天上界に住んでいる。見かけはただの少年という噂だが、いったん怒らせると冷酷非道手加減なしの大虐殺者と化すらしい。ケテルは実際に会ったことはないが、セフィロトからいくつかの武勇伝を聞かされたことがあった。

　それらを思い出しながら、ケテルはラフィン・スカルに少しだけ同情する。

「あんたもまぁ、長い生涯大変やったんやなぁ」

「任務上、オレ忘れる、できナイ。が、ホント忘れたい。マジで」

「でな、問題はそのあとなんや」

　ケテルは慎重に話を進める。

「……一般的に知られとるのは、その呪文書は闇魔女とともに燃やされたって話やな。でもな。ホンマなんか、それ？　実は誰かがこっそり持っていったってことは」

「ダメ」

「へ？」

「ダメ。ソレのあとのこと言えナイ」

　おいおい、とケテルはラフィン・スカルの顔を見る。これでは最初に逆戻りだ。しかし空洞の瞳からはそれ以上、何も読み取れない。

「わかった。口止めされてんねんな？　そやろ！」

「……」

「あんたがどんなスゲーやつに口止めされているかは知らんけど。俺は今、とある方の使い魔として闇魔女の呪文書について調べとるんや。もしそのお方が、あんたに口止めしたやつよりもごっつー力があって、ちゃんとホンマのこと言わな怖い目に合わすってんなら、どうや？　どーするよ、あんた？」

「……」

　ケテルの言葉に、ラフィン・スカルは黙ってしまう。

「教えてやろか？　そのお方の名前──」

　ケテルは不敵に笑うと、ラフィン・スカルの耳元へとパタパタと飛んでくる。そして、かつて耳が存在したであろう場所にある暗い穴に向かって何事かをささやいた。

「△＠[image: 〓]＃★∋∞！」

「どうだ！　すごいやろっ」

「……わかった。オレ、話す。全部」

「おーし。ええ子や」

　ラフィン・スカルの態度が一転したことに、ケテルは満足そうに頷いた。しかしそんなケテルの笑顔も、ラフィン・スカルの暴露話が進むにつれて消えていく。

「……オレ、話した、全部。だから今、呪文書は人間界」

「なんちゅーこっちゃ。ほんなら今回の事件の真犯人っちゅーのは……」

　地獄の記録管理者ラフィン・スカルの話に、ケテルは形の良い眉を深刻そうに寄せて考え込む。

「コレ内緒。本当にココだけの話。バレたらヤバイ。かなりヤバイ」

「そんなん、エイン・ソフ様に全部バラしたらええやん！　俺ら何も悪くないって」

「ソレ、違う。言っても無駄」

「なんでやねん？」

「俺ら、下等悪魔。信用ゼロ。証拠、いる。でも無理。だから内緒」

「天使はそれを知っててわざと？　でもそれやったら俺ら悪魔は……！　っちきしょおっ」

　ケテルは小さな唇を悔しそうにかみ締める。神を呪うという闇魔女の呪文書。それを復活させた者の存在。そしてそいつの真の目的を教えられたケテルは、怒りのあまり頭の中が真っ赤になる。

（なんとかしてこの真実を暴いて、ゲヘナ界の悪魔を救わんと）

「天使の野郎っ、一体どこまで悪魔をバカにしたら気が済むねんっ。このままやったら悪魔も人間も、ともに滅びるしかないやんか……！」

「ソレ、違う。ゲヘナ、人間界取り込む。魔物、エサ増える。これラッキー」

「天使に騙だまされた悪魔も、きっとそう思ったんやろな……」

　ラフィン・スカルが不思議そうにカクカクと頭ず蓋がい骨こつをかしげている。ケテルはパタパタと小さな翼をはためかせ近くまで飛んでいくと、ラフィン・スカルの頭の中が空洞であることを確認する。そして大きなため息をついた。

「いや、あんたに言っても無駄やんな。それよか、一刻も早く知らせなあかん」

　ケテルはそう言うと、急降下して地面に手をついた。ゲヘナ界に距離という概念はない。行きたい場所は、呼び出せばいい。

「我は悪魔。ゲヘナの住人。その闇の力にて、我に道を与えよ。我、求む。人間界への道を。我が主のおられるその場所を」

　白く可愛らしい指先から闇の力が注がれる。暗雲のようなそれは、やがて渦を作りケテルを包み込む。そしてその雲が晴れた時──。

　ケテルの姿は消えていた。

　あとには、相変わらず視点の定まらないラフィン・スカルがボリボリと骨むき出しの頭をかいているばかりだった。




「ん……着いたんか……？」

　人間界に降り立ったはずのケテルも頭をかいていた。見回すと確かにここはゲヘナ界ではない。見覚えのある天秤高校の教室……にしては小さな部屋だ。どこかの部室だろうか。

「まぁ、人間界には違いないんやろうけど」

　ケテルはセフィロトの元に行けるはずだったのである。

　しかし、いくら部屋を見渡してもその姿を見つけることはできなかった。

「変やな。人間界への移動でセフィロト様のとこに行けへんなんて。俺、何か間違ったんか」

「──いいえ。間違ってはおりませんわ。あなたはただ、罠にかかっただけ」

　頭ず上じようで女の声がしたかと思うと、うつ伏せのまま床に体ごと押しつけられる。同時にケテルの背中に、鋭い痛みが走った。

「だ、誰や！」

「焦らずともそのうちわかるでしょうよ、おチビちゃん」

　力任せに床に押さえつけられたケテルは、息も絶え絶えにその声を聞く。

　おかしい。さっきまで確かに誰もいなかったはずなのに……！

「くっ」

　ケテルの小さな体をさらなる激痛が貫いた。手加減なく翼を握にぎり潰つぶされているのだ。

「ふん、ちいさくて愚おろかな生き物だわ」

「貴様ァ……天使、やな……っ」

　痛みのあまり、ケテルの言葉が途切れ途切れになる。

　無理な体勢からの視界は狭く、翼を摑んでいる本人まで視線が届かない。ただ、その隣に立っているらしいもうひとりの人物が見えた。とはいえ、その足元までしか確認できないのだが。

（──制服……天使の契約者……なんか？）

　それがケテルが気を失う前に見た最後の光景となった。そのままケテルは、ゆっくりと意識を手放してしまったのである。
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　同時刻。

　天秤高校、ＳＥ部室内。

「あれ？　柳崎さん……お留守ですかぁ？」

「逃げやがったな、あの野郎」

　相変わらず薄暗いＳＥ部には、奏と藍司馬の姿しかない。

「あ、部長のパソコン……と手紙がありますよ」

「なになに『栄介（もしくはその代理の子）へ　パソコンには異常なし。ただし、いくつか説明したいことがあるので、これを読んだら、パソコンをオンラインにしてください』……俺様に指図するなんぞ百万年早いだろ」

「しょーもないとこでこだわってないで。ほら、早く繫つなぎましょーよ」

　奏はそう言うと、パソコンをネットに繫ぐ。すると自動的にいくつかの画面が次々と開き、一番上に電子メール画面が来た。新しい専用回線らしく、メールボックスには一通だけが新着している。

「ryu-zaki@xxx.xxx.it──何か見慣れないアドレスですね」

「柳崎には違いないと思うがな。開けるぞ」

　メールには「ここへアクセス」と書かれた短い文章と、新たに示されたアドレス。

　藍司馬はそれをクリックする。すると、素早いテンポでいくつかの画面が切り替わった。英数字の羅列ばかりで内容はまったくわからない。そして最後に現れたのが、柳崎の爽やかな笑顔だった。金色の柔らかな髪が液晶画面の中でよく映えている。

〈こんにちは。ちゃんと繫がってる？〉

　おーい、と手を振ってみせる柳崎。突然のことに、奏と藍司馬はしばらく固まってしまう。

「なんだよ、これ。俺のパソコンにこんな設定しやがって」

〈ちょっといじらせてもらったよ。あ、隣にいるのはこの間来た……確か、奏ちゃんだよね。今日も相変わらずキュートだね〉

　ディスプレイ越しに軽くウィンクして見せる姿は悪魔もオトす最強の魅力に満ちている。

「あ、その、先日はどうもありがとうございました。えーっと、柳崎さんにはこっちが見えているんですか？　カメラは？」

〈そのノートパソコンのディスプレイ自体に新しい細工をしたから見えてるよ〉

「す、すご……」

「なんでお前がここにいないんだよ。画面越しなんてしゃらくせぇコトして遊んでんじゃねぇぞ」

　藍司馬の言葉に、柳崎は肩をすくめる。

〈仕方なかったんだよ、急な出張が入って。本当は栄介のパソコン見る時間もなかったんだから〉

「出張ってお前、今どこにいるんだ」

〈イタリア。……から通信する予定だったんだけど、今朝ちょっとしたアクシデントがあってね。今は香港に向かっている最中だよ〉

「い？」

「アドレスの最後、ｉｔってなってんだろ。昨日イタリアから送ったんだ。あ～あ、せっかくヒントのつもりでイタリア支店のアドレス借りたのにさ」

　どうりで見慣れないアドレスのはずである。

「今日が香港で明日は再びミラノ。そのあとドイツのフランクフルト経由で日本に戻る予定。早く帰って購買部のきなこ揚げパン食べたいよ」

　ため息をつく柳崎に、藍司馬はふんと鼻を鳴らしてみせた。

「日本一稼いでいる高校生なんだから、それぐらい我慢しろ」

「栄介もそのうち世界を相手に稼げるようになるって」

　柳崎の軽い返しに藍司馬は「ぬかせ」と言い放つ。

「俺の最終目的は金じゃねぇよ。俺様の野望は、世界で稼いでいる奴らの上に君臨するジャーナリストになることだ！」

　ふたりの会話に、奏は思わず大きなため息をついた。

　なんと言うか、奏的には到底理解不能。もう「勝手にして」という感想しか湧いてこない。

「で、本題にはいるけど。栄介のパソコンに浮かんだ例の文字……」

　柳崎の言葉に、藍司馬と奏の顔が引き締まる。

「大変だったけど、なんとかデータを見つけたよ。あれは……一種のウイルスだと言っていい」

「ウイルス？」

「ただし普通のウイルスじゃない。常に形を変えるために通常のウイルス駆除では歯が立たないんだ。というか捕獲することすら不可能に近い」

　柳崎の説明に、奏はひとり考え込んだ。

（ウイルス？　いったい誰が？　あれはゲヘナの呪文なのに？）

「そのウイルスと生徒会室に現われた文字とは、何か関係があるのか？」

「そうだね。ないとは言い切れないな。でも直接的な原因を特定するのはまだ早い。このウイルスの感染ルートは……その、かなり特殊なんだ」

　今まで歯切れよく説明してきた柳崎の言葉が鈍る。

「なんだよ、特殊って」

「ここから先の話は、他言無用でお願いしたい」

「わかった。なんだよ、勿もつ体たいつけやがって」

「奏ちゃんも、いい？」

「は、はい」

　奏は緊張気味に息を飲むと、ディスプレイに映し出された柳崎の顔を見た。彼にしては厳しい表情。淡い影を落とす金色の髪。そして形の良い唇は、静かにこう告げる。

「このウイルスの感染ルートは〝呪い〟なんだ」

「……呪い？　呪いってあの、丑うし三みつ時どきに五寸釘っていう〝呪い〟かよ？」

　コンピュータの話からあまりにもかけ離れたその単語に、さすがの藍司馬も戸と惑まどっている。

「まさしく──怨おん念ねんと言ったほうがわかりやすいかもしれないけど」

「全然わかりやすくねぇよ。なんだよ、怨念ウイルスって……？」

「このウイルスの存在、実は僕らレベルのＳＥの間ではかなり有名なんだ」

　僕らレベル、というのがどれほどのものかはわからないが、とりあえず世界トップクラスであるに違いない。

「もちろん世間一般には認知されていないことを考えると、このウイルスは通常レベルでのシステム構築には影響しないんだろう。けど、僕らの携わる規模──毎日膨大な人間がアクセスし、巨大な利益が動いて世界を変化させる要因を含み、且かつそれが何十年も続いている環境では、時々説明のつかないアクシデントが起こることがある」

「説明が、つかない？」

「コンピュータの世界では、一定の環境内でトラブル要因を持つプログラムのことを総称してウイルスと呼んでいる。逆に言えば、ウイルスというのはただのプログラムなんだ。メモリに常駐するプログラム、データを盗み出すプログラム──システムにそれらが紛れ込んだ時、僕らはまずそのプログラムを探し出し、それに対応したプログラムを作る。つまりワクチンだね。けれどウイルスもワクチンも本当は同じ存在、つまりはただのプログラム」

　そして、と柳崎は言葉を続ける。

「重要なのは、それらは必ず誰かが作り出した存在だということ」

「怨念ウイルスは違うってことか？」

「そうなんだ。ハード自体によって作り出された謎のウイルス──僕らは最初、無理矢理にそう位置付けした。けどコンピュータなんて所詮どこまでいってもただの機械。自ら何かを作り出すことはできない。絶対に」

　柳崎はきっぱりと言い切る。

　柳崎ほど技術に長たけている人間なら、その有能さに溺おぼれて「コンピューターにできないことはない」などと豪語しそうなものだが、彼は違うらしい。

（そういうトコも、なんだか本物のプロって感じですごいかも）

　奏はひとり感心する。肝心のウイルス説明は難しすぎて、いまいちついていけないのだが。

「どうしても納得できなくて、システムにトラップを仕掛けながら、特殊なウイルスの感染ルートを丁寧に辿たどってみたんだ。そしてある共通点を見つけ出した」

「それが怨念？　まさか」

「最初は僕にも信じられなかった。けれどそのウイルスは間違いなく、僕の属する企業に買収された会社やリストラされた社員が使用していたサーバーやパソコンから生み出されていたんだ」

「恨みを持った人間がウイルスを作った？」

「もしそうだったら、話は簡単だったんだけどね」

「？」

「そのプログラムを作り出してウイルスをシステムに送り込んだ人間を逮捕すればすむだろう？　最初に言ったとおり、これは説明のつかないウイルスなんだ。怨念ウイルスの特徴は、ハード内で自然発生するという点。つまり、恨みを持った人間が無意識になんらかの信号を送り、それをパソコンがデータとして受信してしまうんだ」

「人間の意識をパソコンが受信？　そんな馬鹿な。データ受信の媒体はなんだよ？」

「そう、異なるハード同士が通じ合うにはなんらかの媒体が必要だ。僕も一度そこで行き詰まった」

「……」

　柳崎の言葉に、藍司馬も真剣に考え込んでいる。無駄だとは知りつつ、奏も奏なりに媒体がなんなのか思いを巡らしてみた。

　しかし、まったく思いつかない。

「磁波だよ。電磁波」

　正解の出ない藍司馬と奏に向かって、柳崎は答えを口にする。

「電磁波って、あの携帯とか電子レンジで発生する電磁波ですか？」

「そう」

「えぇ～意外！　人間の怨念が電磁波にのるなんて……なんか違和感が」

　奏の反応に、藍司馬が「お前は少し黙ってろ」と軽く頭を小突く。しかし柳崎は、そんな奏にも優しく微笑ほほえんで説明を続けた。

「奏ちゃんよく考えてみて。磁場や電気現象は、僕ら人間が生まれるよりずっと以前から存在しているよ」

「……あ、そっか」

　南極と北極、雷や潮の満ち引き──よく考えれば、すべて磁場と電気現象である。

「もっとわかりやすい例えがある。夏になるとよく、テレビで心霊特番とかやるでしょ。奏ちゃんも見るほう？」

「はい！　メチャ見ますっ」

「あれで、幽霊が出るっていわれている現場に近づくとカメラの画像が乱れたりするよね。あれも人間の──この場合は死んだ人間だけど──怨念がカメラというハードに影響している証拠なんだ」

「マジで……!?」

「確かそういう映画あったよね。携帯の電磁波を媒体に呪いが伝染していくって話。あれはある意味、怨念ウイルスと酷似している」

「なーるーほーどー」

　話がだいぶ庶民レベルまでおりてきたおかげで、奏もようやく頷くことができる。

「で、栄介のパソコンに話を戻そう」

「まさかあの奇妙な文字が、怨念ウイルスだっていうのか？」

「まず間違いないだろうね。何者かの強い想いをパソコンが受信してデータとして表示した」

「でもでもでも！　柳崎さんの世界的規模のシステムならともかく、なんで部長ごときのパソコンに怨念ウイルスが？」

「ごときは余計だ」

　そこが謎といえば謎だね、と柳崎はディスプレイ越しにため息をつく。

「本来、怨念ウイルスはそう簡単に発生するものじゃない。当たり前だよね、たかが人間の恨みひとつで怨念ウイルスが生まれてたら、復讐サイトなんて大変なことになってしまう。さっきの心霊特番の例え話にしても、殺された霊の怨念ができることといえば、そこの磁場を変化させて画像を乱すことぐらいだ」

「……」

「ディスプレイはあの時、生徒会のカメラを映していた。恐らく、そのカメラが生徒会室にあった怨念を受信し、栄介のパソコンにデータとして送ったんだ……でもそんなことができる怨念ウイルスは僕も見たことがない。怨念よりももっと強い力──呪いのウイルス」

「呪いの……ウイルス……」

　突然、栄介のケータイが鳴った。

　頭の中が呪いで満タンになっていた奏は、その音に身体全体でビビッてしまう。

「び、びっくりしたぁ！　もう、怖い話の時はケータイの電源はオフにしておいてくださいよねっ」

　藍司馬は、奏のクレームをあっさり無視してケータイに出る。

「誰だ」

（誰って……出る前に表示ぐらいみるだろー普通）

　奏は心の中でツッコミを入れる。

「田中か。どうだ、菜々原夏海の周辺は……何？　……わかった、すぐ行く」

　手短に会話を終えると、藍司馬はケータイを切る。

「田中が面白いネタを摑みそうだ。俺は今からそっちに行く。彩川」

「あ、はい」

「柳崎の話は、お前が責任を持って最後まで聞け。そして理解したら、俺に報告にくること。わかったな」

「聞くことは聞きますけど、理解するってのはちょっとぉ……」

「わ・か・っ・た・な！」

「……はい。承知いたしました」

　よろしい、と藍司馬は乱暴に奏の頭を撫でるとさっさと部室を後にした。

「も～勝手なんだから部長は！　だいたい、柳崎さんだって忙しい時間を割さいてくれてるってのにぃ」

「僕は別にいいよ、ああいう栄介には馴れてるし。それよりも優しいね、奏ちゃんはさ」

「ひゃ～そんなコト言ってくれんの柳崎さんぐらいですよぉ」

「そう？」

「私の周りの男なんて、いっつも私のコトうるさいとかやかましいとか黙れとかテンション下げろとか、もう、イジめてばっかり。乙女心を傷つけて一体、何が楽しいんだか」

　田中あたりが聞いていたら大ブーイングが発生しそうだが、柳崎は砂糖菓子のように微笑んで言う。

「女の子は傷つけるより、優しく抱き締めてあげたほうがいいに決まっているのにね？」

「……ケテルが聞いたらふやけそうな殺し文句だわ」

「え？」

「な、なんでもないです、こっちの話。中でも部長なんてボケだのカスだの単細胞だのって、そりゃもうヒドイんですよ。時々、本当にあれで同じ人間なのかって疑っちゃいますよ……あっ！」

　人間なのか疑う、という自分の言葉に奏は引っかかる。

「柳崎さん」

「何かな？」

「さっき言ってた呪いのウイルス。例えば……例えばですよ？　その呪いを作り出した存在って、人間じゃないって可能性あります？　もし人間よりも強大な力を持った存在なら、それだけの怨念っていうか呪いを生み出せる、みたいな」

「強大な力を持った存在？」

　柳崎の表情が、かすかに硬くなる。しかし奏はそれに気づかず、上手く説明できる言葉を必死に探していた。

「なんて言えばいいのかなぁ。人間の怨念でもなく、かつて人間だった霊の怨念とも違う。もっと異質の存在。人間とは相あい容いれない、でも人間に干渉できるすごい力を持った……例えば」

　上手く表現できない奏は、ひとり頭を抱えて悩んでいる。

「う～ん、例えばですねぇ」

　助け舟を出すように柳崎が言った。

「天使とか？」

　思いがけないその言葉に、奏は驚いて顔を上げる。

　目の前には、何度見ても見惚れてしまう柳崎のキレイな顔が映っていた。
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　学校から自宅まで、徒歩二十八分──これが杉峰の決まったペースであり、余程の事情がない限り時間が変わることはない。

　定刻に駅前を過ぎ、いつものコンビニに入る。今日は月曜日だから、杉峰の好きな週刊漫画雑誌の発売日だ。

「いらっしゃいませー」

　バイト店員のやる気のない挨拶を黙殺し、杉峰は真っ直ぐに雑誌コーナーへと向かう。

　立ち読みで内容を七割程度把握し、必要だと感じれば購入。そうでなければ買わない。これが彼の決めたルールだ。結果、ほとんどの場合立ち読みで終わる。

「──で、今日は朝からメチャ悲しいんだ」

「そっかーだから元気なかったんだね」

　コーナーには見慣れない少女がふたりで立ち話をしている。制服を見る限り同じ高校なのだろうが、杉峰にとってはただの障害物に過ぎない。

（……邪魔だ）

　なぜ、彼女たちはコンビニの中で──しかも杉峰が読みたい雑誌のすぐ隣で──話をしているのか。果たして本当に、この場所で話し合う必要のあることなのか。

　もちろん、そんな疑問をわざわざ口に出して注意する彼ではない。

　杉峰は黙って隣に立ち、静かに雑誌を読み始めることにする。しかし、ふたりの会話は嫌でも耳に入ってきた。

「パルはさ、私が三歳の時にもらわれてきた仔犬だから、ずっと一緒で妹みたいに感じてたんだ」

「それはショックだよね」

「うん……もう昨日からなんにも喉を通らなくて。どうしてあんなにいい子が先に死んじゃうんだろ……」

　顔を伏せる女子生徒と、それを慰める友人。

　どうやら、飼っていた犬が死んだらしい。杉峰はそう推測するとかすかに顔をしかめる。

　だいたい、犬は人間よりも寿命が短い。飼い主より先に死んで当然だ。だからその致死率の高さを見越して、一度に四、五匹の子供を産むのだ。それが自然、それが野生の鉄則。

　もちろん、愛犬の死を悲しむなとは言わない。

　杉峰は冷静な人間ではあるが、決して冷酷な人間ではない。

　ただ──。

（なぜ個人的な愁しゆう嘆たんを、わざわざ言葉にして他者に伝える必要があるのだ？　しかもコンビニで）

　わからない。

　諦めたように首を振って、雑誌に目を落とす。

　実は杉峰にも同じような悲しい経験はある。小学生の時、飼っていた猫が交通事故で死んだのだ──彼はとても悲しくて、喪もに服す決心をした。

　しかし喪に服すといっても、幼い彼にはやり方がわからなかったので辞書を調べてみると『故人を偲しのび追つい悼とうする礼。世間を避け、身を慎み静かに籠こもること』とあった。

　しかしそれを実行してもいつもの彼と何ひとつ変わらなかったので、家族の誰も杉峰が喪に服していたことに気づかなかったのだが──。

「？」

　急に背筋が寒くなる。

　何か──良くないことが起きようとしている。身に危険が迫っている。

（……なんだ……？）

　ゆっくりと棚に雑誌を戻し、慎重に周囲を見渡す。

「！」

　原因はコンビニの外にいた。

「す・ぎ・み・ね・く───ん！」

　コンビニの大きなガラス越しに、奏が走ってくるのが見える。ガラスを通しても聞こえるということは、鬼のようにデカイ声に違いない。

「……」

　コンビニ内の人間を巻き込むわけにはいかないと考えた杉峰は、諦めたように外に出た。

　走ってきた疲れも見せず、奏は胸の前で手の平を組んで敬愛ポーズを取る。当然ながら杉峰は思いっきり迷惑そうな顔を向けた。

「……なんだ。用なら手短に言え」

「あの、あのね、それが大変、大変なのぉ、杉峰君！」

　何かを思い出したように、奏が足をその場でジタバタとさせた。そしてなぜか急に涙目になりながら、一気にまくし立てる。

「このままだと杉峰君の魂は悪魔に持っていかれちゃうのよぉ！」

　杉峰は特に反応しない。

「ごめんね杉峰君。私、そんなこと全然知らなかったから、セフィロトとの契約を強引に進めちゃって。どうしよう……杉峰君が悪魔に魂取られちゃったら……どうしよう」

　泣きそうな顔で、奏はしおらしくうつむいてしまう。しかし、次の瞬間には意を決したようにガシリと杉峰の襟首を摑んでいた。

「杉峰君の魂は、私が絶対悪魔の手から守ります！　でももし地獄へ落ちたらお詫わびにこの彩川奏、一生恋の奴隷としてお供します。どこへでも！」

　迷惑だ、と杉峰は瞬時に思うが、もちろんわざわざ口には出さない。奏の話の内容が気にかからないわけではないが、「どういうことだ」という言葉は口にしなかった。

　どうせ奏に説明させたところで、要領を得ないに違いない。それよりもセフィロトを呼び出して聞いたほうが効率的だ。

　しかし杉峰のそんな算段を無視して、奏は話し始める。

「悪魔と契約すると、その契約が終了した時に契約者の人間の魂は、その悪魔のものになるんだって。柳崎さん、あ、これは天才的ＳＥの先輩で。その人から得た情報なんだけど」

　確かについ先ほどまで、奏は柳崎とパソコンを介して会話をしていた。しかしそれは報道部の一員として、部長のパソコンウイルスの話だったはず。そう。

　柳崎の口から、「天使」という言葉が出るまでは──。
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「天使って……」

　思わず絶句してしまった奏に、柳崎は優しく微笑みかける。

「ごめん。驚かせてしまったかな」

「いや、驚くとかそんなんじゃ、なくて……」

　言いながら、奏はフル回転で頭を動かす。

（セフィロトが、柳崎さんは天使の契約者かもしれないって言ってたことがアタリってわけ？　じ、じゃあ柳崎さんは杉峰君の敵、つまり私の敵なの？）

　警戒レベル最大で、柳崎の顔を見る。しかし、目前の美しい金髪の少年から、人間世界を滅ぼそうとしている凶悪さの片へん鱗りんを見て取ることはできなかった。

「奏ちゃん、大丈夫？　何かすごいコワイ顔してるんだけど。キュートな顔が台無しだよ？」

「え？　……んっと、あはは。なんでもないですよぅ。ヤだなぁ……あはははは」

「そう？　ならいいけど」

　あまりにも不自然な反応に苦笑いしながらも、柳崎は話を進める。

「天使が呪いウイルスの発信者、というのはちょっと語ご弊へいがあるかもしれないな。正確には、この呪いを発している人間に力を与えているのが、天使かもしれないということなんだ」

「なんでそんなこと」

「ヒントは、あのメモさ。浮かび上がった文字の内容を覚えているかな」

「はい」

　覚えているも何も、それこそがゲヘナ界で闇魔女によって創り出された呪文書なのである。

「第五の門、七つの住人。そして神的世界を現す王冠……これらに共通しているのは、人間以外の世界──それを表す言葉なんだ」

「人間以外の存在……つまりそれは」

「天使や悪魔のこと」

「！」

「その二者のうち、犯人が悪魔の可能性は低い。実はこの呪いの言葉は今から数百年前に闇魔女という者の手によって創り出された呪文書で、神の世界を呪う意味がある」

「!!」

「つまり悪魔が神の住む世界に仕掛けたクーデターってわけだ。結局それは失敗し、悪魔たちは手痛い罰を受けることとなる。今では、悪魔たちにとって闇魔女の呪文書を話題にすることはおろか、知っているのも嫌だというほどの禁忌タブーになっているらしいんだ。だから、この呪文書を呪いとして復活させたのは悪魔より天使の可能性のほうが高い。その理由までは読めないけどね」

「!!!」

　柳崎の説明は、セフィロトやケテルの話と完全に一致する。しかし。

　なぜ、柳崎はそんなことを知っているのか。奏の顔はますます険けわしくなる。

（人を疑うのは気が引けるけど、私には杉峰君の敵を見定める任務があるんだし）

　奏は覚悟を決めて、柳崎の顔を見つめる。

「あの……どうしてそんなに詳しいんですか」

　奏にしては、ずいぶん静かなトーンで聞いてみる。急に思いつめたような表情でそう言った奏に、柳崎は少し戸惑っているようだ。

「奏ちゃん？」

　柳崎は奏が悪魔側の人間だということも知っているのだろうか。だとすると、奏の身はかなり危険な状況に陥ることになる。

　奏は大きく息を吸い込むと、頭の中のもやもやを一気に噴出した。

「本当は柳崎さん、天使と契約したんじゃないんですかっ！」

「……」

　たっぷり十秒以上の間がふたりの間に流れて──。

　たまらず柳崎が笑い出した。

「あはは、奏ちゃんて本当に面白い娘だね。この僕が天使と？」

　ディスプレイ越しに、柳崎はお腹を抱えて笑っている。

「……へ？」

　違うんですか、と奏は間の抜けた声で聞き返す。

「違うも何も、なんでそう思ったの？」

「だって！　天使とか悪魔に異常に詳しいし」

「そっかそっか。ごめんね、先に言っとけばよかったんだけど」

　と、柳崎は目尻の涙を拭ぬぐいながら続ける。

「僕の母方の曾そう祖そ母ぼがね、実はイギリスで有名な魔女の末まつ裔えいなんだ」

「ま、魔女？」

「そう。魔女というと悪いイメージしかないけど、本来ヨーロッパに伝わる魔女というのは、ハーブを煎じて薬を作ったり住民のカウンセリングを行なったりする、いわば癒いやし専門の医師のことを指したんだ。だから魔女といってもただの人間。その血を引く僕もまた、正真正銘ただの人間だよ」

「本当に？　ホントに柳崎さんは天使と関係ないんですね」

「残念ながら。天使と関係してみたいけどね、どっちかっていうとやっぱり悪魔に縁があるのかな。魔女ってのは、元来人間世界以外の神秘なる存在、つまり天使や悪魔、そして神を独自の解釈で理解しようと努めてきた人々のことなんだ」

「そうなんだ……」

「得た知識を人々に与え、様々な不安を和らげて人間の正しい姿を示すことを使命としている。人間と世界が本来あるべき姿──人間の代表として、魔女がそれを学ぶことに恐らく神は反対しなかったんだろう。と、いっても」

　神の御心ほどわからないものはないから断言はできないけど、と柳崎は微笑む。

「神秘世界の住人の中でも、特に悪魔は協力的だった。彼らは人間界以外の世界の成り立ちを教え、真実を教えたんだ」

「悪魔が？　天使じゃなくてですか？　なんかイメージと違うなぁ」

「天使は忠実なる神の使いだから、自主的に何かをすることを忌いみ嫌う。その点、悪魔は割と自由に人間に近づいてくる存在だったみたいだね。魔女たちは彼らから多くを学び、民衆の生活に役立ててきた。でも」

「でも？」

「どんな世界にも善いい奴と悪い奴がいるよね。それは魔女も同じだ。悪い魔女たちは悪魔と契約し、その力を得て己の欲望を満たそうとし始めたんだ。この動きを素早く察知したのが教会、そして天使だよ。彼らは民衆の信仰を天使側に集中させるため、魔女たちを利用したんだ」

「あ、ひょっとして、魔女狩り？」

「ご名答」

　柳崎はにっこりと笑う。

「そんな……だったら柳崎さんの、そのずっと昔のおばあちゃんは……その時どうなったんですか？」

　不安そうな奏を安心させるように、柳崎は優しく首を振ってみせる。

「ずいぶん民衆に慕われていたらしくて、魔女狩りの時にも村の人々が必死に守ってくれたんだって。それでも隠れて生活しなきゃいけなくて、その間に一冊の書物を完成させたんだ。それがこれ」

　柳崎は古い書物を見せた。百科辞典よりも分厚い本は、重厚感のある革張りで、古ぼけた鎖と鍵で厳重に閉じられている。

「僕はこの本を曾祖母から譲り受けた。今、僕が話したことはすべてこの本に書いてあったことさ。全部、受け売りなんだ」

「はぁ～よかったぁ」

　やっと納得できる理由を聞かせてもらった奏は、安あん堵どのため息をつく。

　やっぱり柳崎さんは敵より味方のほうがいい。断然いい。

「わかってもらえたかな？」

「もちろんですっ……てか、じゃあ柳崎さんてイギリス人の血が入ってるんですね！」

「まぁ、だいぶ薄まってるだろうけどね」

　軽く答える柳崎の整った顔を見ながら、奏は「どうりで美形なはずだ」とさらに納得する。

「それより奏ちゃんこそ、なぜそんなに天使や悪魔に反応するの？」

　笑顔の問いに奏は一瞬言葉を詰まらせた。

（言ってもいいよね？　大丈夫。柳崎さんは敵じゃないし）

　柳崎がこれほど心を許してなんでも話してくれているのに、自分だけ秘密にするのは後ろめたい。

　よし、と奏は意を決する。

「えーと、どこから話せばいいのかわかんないんですけど。実は私、今、悪魔の手先の、そのまた手先をやってるんですよぉ」

　小首をかしげている柳崎に、奏は今までの経緯をかいつまんで話した。

「なるほど……僕が天秤高校に入学したのも偶然じゃなかったということか」

「え？」

「僕の祖母、つまり魔女の末裔のおばあちゃんの娘にあたる人がここの理事長と古くからの知り合いでね。そうか、学校でそんなスゴイことが起こってるなんて……興味深いな」

　奏の話を聞いた柳崎は、さほど驚くこともなく、どことなく嬉しそうに目を細める。

「あのー私の話、信じてもらえます？　驚いたりしてません？」

「大丈夫。予備知識があったし。それよりもこの本が本物だって再認識させてもらって嬉しいよ」

　柳崎は爽やかに笑って見せる。魔女の血を引く柳崎もまた、神秘世界の探求者なのかもしれない。頼もしい味方ができた、と奏は心から胸を撫で下ろした。

「なんというか、よかったです、柳崎さんがいてくれて。杉峰君はやる気ゼロだし、悪魔たちは意味不明なことばっかり言ってあんまり説明してくんないし。正直、途方に暮れてたんですよ」

「僕こそ、貴重な話を聞かせてもらって感謝してるよ」

　それよりも、と柳崎はふと心配そうに眉を寄せる。

「その杉峰という、奏ちゃんのダーリンさ。僕としては、ちょっと心配なんだけど」

「へ？」

「通常、悪魔との契約が終了したら、契約者である人間の魂は悪魔のものになるんだよ。彼、そのこと知ってるのかな」

「ほ、本当ですか！」

「本当だよ。契約の時にその悪魔、何か言ってなかった？」

「全然。あの悪魔野郎……！　杉峰君の魂をっ……!?　許せない!!」

「いや、奏ちゃん？　これはあくまでも一般論で。何か特別な契約かもしれないし。奏ちゃん聞いてる？」

　しかし柳崎の呼びかけに答える声はすでになかった。

　ダッシュでＳＥ部の部室を飛び出した奏は、この時間必ず杉峰がいるはずのコンビニへと駆けつけたのである。
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「だから！　杉峰君はセフィロトの野郎に騙されたのよぅ。杉峰君の魂が欲しいなんてっ……まぁ少しわかる気がするけど。それにしても、その野望のためにこの私をタダ働きさせるなんてヒドイやつ！　あ、悪魔だからヒドイのは当然か。でもでもでも、やっぱり許せない」

　機関銃のようにしゃべりまくる奏をキレイさっぱり無視して、杉峰は軽く目を閉じて深呼吸する。

『汝なんじ、我を守護する者。闇の力により命じる。その姿、我の元に現せ』

　ほとんど聞き取れないような小さな声にもかかわらず、効果は抜群だった。そして目の前には、黒くて背の高い男──セフィロトが現れた。

「お呼びですか。我が契約者よ」

「あー！　セフィロト！　ここであったが百年目よっ」

　奏は勢いよくセフィロトに飛びかかるが、身長も腕のリーチも圧倒的に有利なセフィロトは奏のおでこを的確に押さえ込むと、腕を伸ばしてそのまま突き放す。

「う、卑ひ怯きようよ！　アンタなんか、杉峰君の魂を狙うサギ悪魔のくせにぃ」

「……なんの話だ？」

　セフィロトが首をかしげる。

「とぼけても無駄。柳崎さんからちゃんと聞いたんだから！」

「柳崎……ああ、あのゲヘナに詳しいという例の少年か。天使との契約者ではなかったのだな」

「当たり前でしょ。あの人は魔女の末裔よ」

「魔女？　……そうか。魔女の生き残りが子孫を残していたのか」

　それを聞いたセフィロトは、ひとり嬉しそうに微笑む。

「何、にやにやしてんのよっ！　その柳崎さんが言ってたんだから。悪魔は契約が終わると、契約者の魂を奪うって」

　奏の言葉に、セフィロトは「なるほど。そういうことか」と頷いた。

「その件について詳しく聞きたい」

　黙って聞いていた杉峰がぼそりと言う。

　その言葉に、セフィロトはあっさりと奏を手放すと杉峰のほうを向いた。

「ご安心ください。これは通常の契約ではありません。確かに、何か望みを持って悪魔と契約した場合は、それが成就した時点で魂を悪魔に渡さなければいけない。これは事実です」

「ほら！　私の言ったとおりじゃない」

「しかし契約自体も契約者の欲望を叶える類たぐいのものでなく、私が人間界に止まり続けるための契約ですから。信じてください」

　セフィロトはそう言うと、杉峰に対して丁寧に頭を下げた。ふたりの間に、わずかな時間が流れる。

「わかった」

「いいの、杉峰君？　この黒男、思いっきりアヤシイってば」

「少なくとも、彩川よりは信用できる」

「え？　今、名前呼んでくれた？　やだもぉ嬉しい」

「それ以上しゃべると契約解除するぞ」

「……………はい。すいませんでした」

　冷ややかな杉峰に対して、奏は大人しく頭を下げた。あくまでも『気がつけばいつも君がそばにいた作戦』遂行のため、ここは我慢の時なのだ。

　その時。奏の鞄の中でケータイが鳴った。

「まったく誰よ。こんな大事な時に……げ！　部長じゃん」

　慌ててケータイを耳に押しつける。

〈彩川か？〉

「はい。いかにもそーですが」

〈今な。俺と田中は菜々原姉妹の家の前にいるんだが、お前もすぐ来い。今からケータイに地図を送るから〉

「あのぅ……私、今チョット取り込み中なんですよ」

〈俺は今、お前に『来い』と言ったよな〉

「はい。行きます。行かせて頂きます。行けばいいんでしょお、もう」

　誰も彼も勝手なんだからっ、と奏は大きなため息をつく。

「でも何するんですか？　部長とカメラマンの田中がいるなら、別に私が行かなくても」

〈それがな。聞き込みによると、妹の春海の様子がどうもおかしいんだ。最近、学校にも行かないで部屋に引きこもっているらしい〉

「学校に行ってない？」

〈なんとか家に入り込みたくて、夏海の留学の件にかこつけて独占密着インタビューしたいと母親に頼んだんだが、なぜかえらく警戒されてな。追い返されちまった。だが、女のお前ならなんとか潜もぐり込めるかもしれん〉

「はぁ」

（まったく……。部長みたいなのが来ていきなり「家に上げろ」って言われたら、誰だって警戒するよね）

　奏は内心そう思うが、もちろん口に出さない。人よりかなり口数の多いほうだが、致命的な発言は、それなりに上手く避けているつもりだ。

「でも会ってどうするんです？　まさか本当にインタビューってわけでもないんでしょ？」

〈とにかく接触してくれ。できれば妹の春海のほう〉

「春海ちゃんですか……？」

〈それよりも柳崎の話はどうだった？　何か進展はあったか〉

　藍司馬は急にそう切り出した。

「え？　ああ、そうですねぇ～まぁ、あのあとは補足ぐらいで」

　柳崎の説明の途中で部室を飛び出してきたことを、今になって思い出す。

〈なんだよ？　ちゃんと話聞いてきたのか、お前？〉

「き、聞いてましたよぉ。ただ難解すぎて上手く説明できないだけで……」

〈まぁいい。柳崎の話の中で、パソコンから伝染する呪いのウイルスってあったよな〉

「はい」

〈田中が興味深い情報を入手した。部屋にこもっている春海が、最近ずっとパソコンに向かって何かをしていると、母親が近所の主婦仲間に愚ぐ痴ちっているらしいんだ〉

「え！　じゃあ呪いウイルスの発信源は……」

〈断定はできん。今はまだ情報が少なすぎる。ただ、あの謎の文字が柳崎の言っていた呪いのウイルスだと仮定して、緋宮の企たくらみがなんなのかを今一度考えてみると……〉

　華やかな姉に比べて、何もかも見劣りする自分。生徒会ではその力の差をまざまざと見せつけられ、思わず姉の手を「ほっといて！」と振り払ったという春海。その心の傷はいかばかりか──。

　もしも春海が第五の門を開けようとしているのだとしたら？　奏は思わず息を飲む。

　このふたつの事実、ひょっとしたら彼女で繫がるのではないだろうか。

〈まだ真相はわからん。だから確かめたいんだ。直接、彼女に会ってな〉

　奏の複雑な心情が伝わったのか、藍司馬は言葉を選んでそう言った。

「……そうですね。了解しました。すぐ行きますから地図、送ってください」

　そう言って奏は電話を切る。

「門を開けようとしている人間を見つけたのか？」

　電話のやりとりを隣で聞いていたセフィロトが聞いた。

「わからない。でも近づいてはいると思う」

　奏の言葉に、セフィロトは「そうか」と少し考え込んだ。

「……では私は奏について行こう」

「え～別について来なくてもいいよぉ。それよりもたまには杉峰くんも捜索に参加する、ってのはどうかな？」

「関係ない。俺は帰る」

　奏の思惑むなしく、杉峰はあっさりとそう言うとくるりと背を向け、呼び止める間もなく歩き出した。その後ろ姿を見て、奏はしょんぼりつぶやく。

「あ～あ。行っちゃった」

「仕方あるまい。杉峰様にはギリギリまで迷惑をかけない。そういう約束だ」

　セフィロトはそう言って首を振る。再び奏のケータイが鳴った。部長が送ってくれた地図だ。場所はここから歩いてすぐの、駅周辺にある新興住宅街だった。

「いよいよ大詰めって感じね」

　奏は、今までの様々な思いを吐き出すようにつぶやいた。
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「……近いぞ」

　隣にいたセフィロトがふとつぶやいた。

「間もなく第五の門が開く。世界の終しゆう焉えんは近い」

　不安げに奏かなではセフィロトを見上げる。

「間に合うの？」

「さあな。今、我らにできることは急ぐことだけだろう」

　ここは菜な々な原はら家の前である。洋風デザインで統一されたコンパクトな建売り住宅で、玄関先にはガレージ、その奥には小さな庭が見える。

　部長たちとは近くの公園で落ち合ったものの、とりあえずは奏ひとりで──正確にはセフィロトも同行しているのだが──自宅前まで来ている。

　つまり春海に会えるかどうかは奏の双肩にかかっているわけだ。

「どなた？」

　奏のチャイムを受け、ガチャリと玄関扉が開いて母親が現れた。

「こんにちは！　私、彩あや川かわ奏といいます」

「彩川さん？　生徒会の方かしら」

「いえ、生徒会ではないんですけど」

「残念だけど夏なつ海みは今、ピアノのレッスンに行っています。用事があるのならあの子の携帯電話に連絡してくださる？」

　明らかに迷惑そうな表情で、母親がドアを閉めようとする。

「あ、いえ。私は春はる海みさんに会いたいんです」

　その言葉に母親の表情が急に険しく変化するのを、奏は見逃さなかった。

「……帰ってください。あの子は誰とも会いません」

「え、でも」

　帰って、ときつい声が重なる。先ほどまでの迷惑そうな感じとはまた違う、それは明らかな拒絶だ。春海の名を出しただけで、母親の態度は一変した。なぜ？

「帰れって言われて、大人しく帰るわけにもいかない事情があるんで。彼女と世界を守るために」

「……何をおっしゃっているの？」

「詳しい話をしている場合じゃないんです。春海ちゃぁん！　部屋にいるなら返事してぇ！」

　奏は最後の手段とばかり玄関先で大声を張り上げてみる。

「わかった、わかりましたから」

　これ以上騒がれてはかなわないと母親は慌てて奏を家に入れた。

「そこに座ってらして。今、お茶を淹いれますから」

　居間に通された奏は、セフィロトを連れて中に入る。

「ずいぶんとよどんだ空気だ」

「なんか怖そうなお母さんだよね、いっつも怒ってそう」

　台所に消えた母親に気づかれないように小声で言葉を返す。

「田中の情報が正しければこの家のどこかの部屋に春海ちゃんはいるんだよね。セフィロト、悪魔パワーみたいなんでさ、ささっと調べられないの」

「なんだその悪魔パワーという、途方もなく適当なネーミングは」

「姿が見えないんだから、セフィロトは家の中を探してきてよ」

「ううむ。しかしだな、そうとはいえ女性の部屋を訪ねるのは」

「ゴチャゴチャ言ってないの！　ほらほら時間ないんでしょ」

　奏に急せかされたセフィロトは、不承不承奥の廊下へと消えた。入れ違いに、母親がお盆にお茶をのせて居間に入ってくる。

「彩川さん、でしたかしら？　あなたはなぜ、春海なんかにお会いになりたいの？」

　そう言って、奏の前に紅茶を置く。アールグレイの香りがふわりと踊って消えた。

「なんかって、そんな言い方……」

　夏海がかわいそうでしょう、と母親はため息をついてソファに座った。

「姉と同じことをしろとは言わないからせめて、お姉ちゃんの足を引っ張るのだけはやめてほしいわ」

「足を引っ張る……」

「今でも部屋に閉じこもって、パソコンに向かいっぱなし。何をしているのか聞いても全然答えないし。本当に、何を考えているのかしら」

　母親の話は、聞いている奏のほうが気が滅入ってくる。確かに自分の両親だって、顔を合わせれば、勉強しろとか早く帰れとか、少しは家の手伝いをしろとか口うるさいばかりだ。

　それでもどこかで奏のことを信じてくれている気がするのだ。

　でも、春海の母親の言葉は違う。心配なんかじゃなく、否定だ。

「どう言えばいいかわかんないけど……それっておばさんが勝手に夏海先輩は立派で正しい子、春海ちゃんはそうじゃないって決めつけているだけじゃないんですか？」

　奏の言葉に、母親の顔色が変わる。

「あなたに何がわかるの？」

「親だからって、なんでもわかったような顔しないでください。おばさんは、春海ちゃんのこと嘆なげくばかりで……全然……認めてないじゃないですか」

「あなた」

「かわいそうです。春海ちゃん」

　その時、セフィロトが居間に姿を現した。もちろん、母親にその姿は見えない。

「彼女は二階の自室にいる。上がってすぐ左のドアだ。だが、あの娘は違う。第五の門を開くような人間ではないぞ」

　怪け訝げんそうな奏に向かって、セフィロトは「とにかくその目で確かめろ」と階段へ導く。

「ちょっとあなた、勝手にっ」

　奏は「すいません!!」とやけっぱち気味にあやまって一気に階段を駆け上がり、春海の部屋の前に立つ。

「春海ちゃん、開けていい？」

　二、三度のせわしないノックのあと、奏はそっとドアを開ける。カーテンを締め切った部屋は、昼間にもかかわらず暗く、春海の手元にあるパソコン画面だけがぼんやりと白く光っていた。驚いたように振り返る春海に、奏は慌てて両手を振った。

「あの、怪しいモンじゃあないんだ。えーと私、報道部の彩川っていうんだけど」

「報道部？」

「えっと、時間ないんで単刀直入に聞くね。春海ちゃん、世界に絶望して現実から逃げ出したいって思ってる？」

　奏のあまりにストレートな物言いに、隣のセフィロトは仰天して眉まゆ根ねを寄せる。

　不躾な質問にもかかわらず、春海は胸を突かれたように顔を上げた。

「なんていえばいいか……。……確かに私はずっと人生に絶望してたし、こんな世界なくなればいいって思ってました……けど……結局……」

　春海は静かにパソコンのほうを振り返る。そこにはプリントアウトされた、何枚もの原稿が散らばっていた。

「マンガ？　これって春海ちゃんが描いたの？　超ウマイんだけどっ」

　状況も忘れて、奏は手にとった漫画原稿を食い入るように読み始める。それは女子高生の日常を描いた、心温まるストーリーだった。

「大嫌いな自分を変えたくて……いろいろ悩んだんだけど……マンガ、描くの好きだから……一度投稿、してみたくなって。でも締め切りが今月末だったから……だから最近、学校休んで描いてたんです……まだ下手なんですけど」

「全然、上手だよぉ！　すごーい、こんなの描けるなんて尊敬しちゃうよぉ」

「そう、ですか」

　そう言って春海は、ぎこちなく笑ってみせた。

「奏、その娘が扉を開ける人間ではないことが確認できただろう」

　奏の耳元で、今まで黙って見守っていたセフィロトがささやく。

「急げ。たった今、学校内に第五の門が出現した。扉を開ける人間はその場にいる可能性が高い。こうなったら直接行って食い止めるより他はなかろう」

「だよね……春海ちゃんじゃない……だとすると大変！　早く学校戻らなきゃ」

　奏は思い出したように顔を上げると漫画原稿を春海に返す。

「ありがと。急にお邪魔してゴメンね」

　そして慌てて春海の部屋から飛び出した。

「ちょっとあなた！　一体、何しに来たの？」

　階段下で怖い顔をして立っていた母親に向かって、奏はすれ違いざまに頭を下げる。

「生意気言ってすみませんでした。でも春海ちゃん、すごい子です。今にきっと驚くから」

　それだけ言って玄関を飛び出した奏は、その勢いを落とさぬまま学校へ向かって一気に走り出した。

「ヤバイ！　春海ちゃんじゃないとすると？　また振り出しに戻ったよぉ」

「こうなったら第五の門へ出向き、門を開けられる前に直接説得するしかあるまい。事態は悪化したがやるべきことはひとつになった。良いほうへ考えよう」

　セフィロトの言葉に、奏は走りながら力強く頷うなずく。

「ね、セフィロト」

「なんだ？」

「悪魔なんでしょ？　ひょっとして瞬間移動とかできるんじゃないの？」

　期待を込めた奏の眼差しに戸惑いながら、セフィロトは「残念だが」と言った。

「瞬間移動というと誤解があるかもしれんが、契約者とならばお互いすぐに呼び出せる」

「そういえば杉峰君、コンビニ前にセフィロト呼び出してたね。いーなー」

「奏はあくまでも助手だから無理だ。私だけならば一度ゲヘナに戻り、そこから人間界へ来られるが、今は奏とともに学校へ向かったほうが早い」

　その心中では「今は奏をひとりにするのが心配」という意図もあったのだが、セフィロトはあえて口にしなかった。必要以上になぜか奏を不安にさせたくなかった。

「そっかぁ。じゃあ仕方ないね」

　と奏は駆け足にさらに勢いをつける。学校まではダッシュで五分もかからないはずだ。

「門を開けるのって大変なの？　開くまでどれぐらいかかるかな？」

　セフィロトは、首をかしげる。

「そこが奇妙なのだが、まだ開く気配がない。完全に出現さえすればすぐに開いてしまうのだが」

「まだ開いてないならいいじゃん、いいほうへ考えよう」

「……そうだな」

　ウインクする奏に、セフィロトは複雑な表情で返事をする。

　苦手だったはずの人間に対して、セフィロトはいま初めて奇妙な信頼を感じていた。
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　天使の声。

　それは優しく、涼やかで迷いのない一筋の光。

「天使に選ばれし清らかなる娘むすめ。悪あしき心を捨て、扉の前で祈りを捧げるのです」

　声に導かれるように跪ひざまずいた少女は、ふいに自分の背後に巨大な扉があることに気づく。

「この世界に絶望した人間だけに開くことのできる第五の門。ゲヘナへの道」

　天使は何かを楽しむような口ぶりでそう言う。

「お前の祈りがこの門を開き、古い世界を破壊する。神聖なる天使の勝利のために」

「祈……り……？」

「悪しき心を捨て、お前の中にある願いを断ち切りなさい。それは周りの期待とは違う姿」

　そうだ、と彼女は深く頷く。己おのれをさらけ出してはいけない。人のために生きるのだ。

「！」

　ピシリと鋭い音がして、顔を上げる。指先がひどく冷たいと感じた。周りがみるみる氷で覆おおわれていく。

「……や……！」

「恐れないで。そなたの役目は門を開け、それを阻止する者どもから門を守ること。祈りなさい、祈りはまた呪いとなるでしょう。お前を苦しめ続けた悪しき世界を呪い滅ぼすのです」

　天使の声が遠くなる。水晶のような透明な氷は、幾いく重えにも彼女を包み凍っていく。

　祈るのだ。彼女は強く思う。

「こんな、こんな世界はいらない……！」

　心が絶望で満たされていく。

　身体はもう自分の意思では動かなくなっていた。
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「おい、彩川！　待てコラ！」

　弾丸のごとく菜々原の家から飛び出した奏を、近くの公園で待機していた藍あお司し馬ばたちが慌てて呼び止める。

　しかし、聞く耳持たずの奏は、そのまま走り去ってしまった。

「……あいつの馬鹿さかげんには限度というものがないのか」

「思考回路が一直線なんすよね、基本的に」

　らしいといえばらしい奏の行動に、藍司馬と田た中なかはため息をつく。とはいえ、菜々原家でなんらかの動きがあったことは確かだ。

「追いますか？」

「やむを得んな。方向からいって──学校か？」

「あの……待ってください」

　聞き覚えのある声に藍司馬は振り返る。

「お前、菜々原春海だな？」

　怖い顔をした藍司馬の問いに、気弱な春海はそれだけで泣き出しそうになる。あわてて田中が割って入り、庶民派スマイルで対応した。

「ええと春海ちゃんだよね。俺ら報道部の人間なんだけど」

「報道部？」

「そうそう。さっきお邪魔した彩川って変な女も俺らの仲間でさ。実はこのコワモテのお兄様の話をちょっと聞いて欲しいんだ。大丈夫、ちょっと見た目アレだけど意外に親切だから」

「アレとはなんだ、アレとは」

　心外だとばかりに、藍司馬はさらに顔をしかめてみせる。そして遠慮なし加減なしの強い眼まな差ざしを再び春海へ向ける。

「お前、さっき彩川と何を話したんだ？」

「彩川先輩は私に世界に絶望して現実から逃げ出したいかとか聞いてこられて」

　意外にも春海はしっかりとした答えを返してきた。田中がひとり「あいつ、何ヘンテコリンなこと聞いてんだよ？」とため息をついている。

「妙な質問ですけど、なんだか引っかかって……」

　怪訝な顔の藍司馬たちから視線を逸そらすように、春海は自分の足元に視線を落とす。

「……実はお姉ちゃんが昨日から家に帰ってなくて。親にはピアノをもっと頑張りたいから先生のところに泊めてもらうって連絡があったみたいなんですけど」

「違うのか」

　春海は小さな声で「わかりません」と弱々しく首を振った。

「でも、少し前に生徒会長さんにふたりで呼び出された日があって」

　藍司馬と田中はお互いに顔を見合わせる。謎の文字が浮かび上がったあの日のことだ。

「私、自分のことばかりで今まで気がつかなかったんだけど。お姉ちゃん、あの日から全然ピアノ弾いていない。楽譜も全部、家に置きっぱなしなんです」

　それなのにピアノのレッスンだなんて、と春海は不安に声を震ふるわせる。

「教えてください！　報道部で何を調べているんですか？　お姉ちゃんに関係のあること？　私……今まで誰にも言わなかったけど、生徒会室に呼び出された時に変な感じがしたんです。頭の中に、聞きなれない言葉が響いて──白い翼の幻みたいなのが浮かんで」

　春海の言葉に、田中が驚いて顔を上げる。

「聞きなれない言葉って……まさか」

　突然の質問にうろたえる田中に代わって、藍司馬がきっぱりと言い切る。

「姉のことが心配なら、今すぐ警察へ行って捜索願いを出せばいい。だが、何か思い当たるふしがありそうだな。ならば他人に尋ねる前に、自分で考えて確認したらいい」

「……」

　藍司馬の言葉に、春海は自分の胸に手をあてて慎重に考え始める。

　生徒会へ呼ばれた日から、春海は姉への嫉妬が抑え切れなくなっていた。でも同時に、そんな醜い自分を隠し通さなければならないとも思った。

　善人でいなければ自分はますますみじめになり、みんなから嫌われてしまう。

　嫌われるのは怖い──けれど。

（私は……心を偽りきれなかった。だから勇気を出して悪魔みたいな自分と向き合い、そこからスタートしようと思えたんだ……。）

　部屋を訪ねてきた彩川先輩は「絶望していないか」と自分に聞いた。そして正直に答えると今度は「春海ちゃんじゃない」と言い残した。

「彩川先輩はどこに向かったんですか？」

「おそらく学校だ」

　春海は険しい顔で告げた。

「……私、学校に行かなきゃ」

「そうか。ちょうど俺たちも学校へ戻るところだ」

　まるでその返事を予測していたかのように、藍司馬は大きく頷いた。イマイチよくわかっていない田中も明るく声を弾はずませる。

「一緒に行こう、春海ちゃん」

　ありがとうございます、と春海は丁寧に頭を下げ藍司馬たちの少しあとを歩きだした。それを確認してから、藍司馬はおもむろに口を開く。

「菜々原夏海なんだな？」

「え？」

「絶望して現実から逃げ出したいと思っている人間」

　後ろで田中が、派手にのけぞって驚いている。

「絶望って！　あの夏海先輩がっ？　それはあり得ないっしょ？　頭良くて人望あって、とにかくなんでもよくできて、さらに美人なんすよ。そんなバラ色の人生からなんで逃げ出す必要あるんすかぁ？」

　藍司馬は田中を振り返る。

「できない人間も辛つらいが、できてしまう人間だって辛いんだ」

「そうかも……しれません」

　春海はかみ締めるようにつぶやき、意を決したように顔を上げた。

「小さい頃のお姉ちゃんは、今の私よりもずっと内気で人見知りでした。あの頃の私たち姉妹はとてもよく似ていた気がします。でも、不器用な私はどれだけ叱られても愛想良くしたり、嫌いなことを無理に頑張ることはできなかった。でもお姉ちゃんは違ったんです。少し我慢して自分に噓をつけば、なんでも上う手まくやれた。だから」

　春海は肩を落とし小さなため息をつく。

「最初はピアノも、家で弾くのは楽しいけれど演奏会は嫌だって言ってました。お母さんには言えなかったみたいだけど。それに生徒会だって……みんなの前で何かをするのは嫌なはずなのに、周りの期待を裏切れなくて。今のお姉ちゃんは、本当に自分がしたいことがわからなくなっているんだと思うんです」

　藍司馬は黙って歩き続ける。

　その背中を、春海は不思議な気持ちで見ていた。学校内で絶大な人気を誇る報道部の部長。春海のような新入生にとっては遠くから見るだけでも十分恐れ多かったし、改めて近くで見ても、その迫力が本物なんだと実感できる。でも。

　なぜだろう？　この人になら誰にも言えなかった心の奥の思いが打ち明けられそうだ。

　報道部に在籍しているクラスメイトが「部長、恐いよぉ」と言いながらも、どこか嬉しそうだったことを思い出して、春海はその気持ちがわかるような気がしていた。

「私、お姉ちゃんに嫉妬してる自分が嫌でずっと目を逸らしてきました。いい子でいたくて……でもそれじゃダメなんです。悪魔みたいな自分もちゃんと受け止めてあげないと、自分が自分でなくなっちゃう。私の生き方は間違っているのかもしれないけど……」

「悪魔か。確かに姉のほうには無理な話だな」

　藍司馬はそうつぶやき、制服のポケットに両手を突っ込んだまま空を仰あおぐ。

「人間が常に正しくある必要はないと俺は思う。善と悪。その両極の間でさ迷いながら、どんな感情とも真剣に向き合える姿勢さえあればいい。大事なのは最後に何を選ぶかだろう」

　春海は、胸をつかれたように立ち止まる。前をゆく藍司馬がゆっくりと振り返った。

「よく頑張ったな」

　その言葉を聞きながら、春海は温かな気持ちで胸がいっぱいになっていた。
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　その頃──。

　勢いよく放課後の天てん秤しよう高校に駆け込んだ奏は、背後にいるセフィロトに尋ねる。

「で、その第五の門ってどこに出現したのよっ？」

　奏の問いに、セフィロトは見えないものを探るように目を細める。

「……一番奥の校舎、三階の左だ。だが」

「ってことは第二理科室ね、おっけ」

　返事もそこそこに、奏は一気に理科室を目指す。

「待て。門を開けようとしている人間に心当たりはあるのか？」

「ない！　でも春海ちゃんじゃないってことだけはわかるよ」

「それは私でもわかる。しかし扉はすでに現れた。開かれた門を閉じることができるのは杉峰様だけだ。これ以上、奏にできることが何かあるというのか？」

「ない！」

「では、一体何をするつもりだ？」

「わかんない！」

　でもっ、と奏は走りながらグッと拳こぶしを握にぎり締める。配慮や思考が苦手な分、行動力でカバーしてきた人生だ。

「とりあえず現場急行、これ報道部の基本ね」

「……」

　一度は奏に対して不思議な信頼感を覚えたセフィロトであったが、今では再び不安が頭をもたげる。

（やはりただの好奇心で動いていたのか……）

　そんなセフィロトをよそに、奏は第二理科室のドアを勢いよく開けた。

　その途端。

「わ！」

　強い風が奏を襲う。それはとても冷たくて白い──。

「吹雪ふぶき？　ええっ！　なんで!!」

　そこは一面氷の世界だった。しかし霜しものついた窓ガラス越しには、五月の晴れ渡った空が見える。それはつまり。

「この理科室だけが真冬になっちゃってるってこと？　ちょ……さむぃぃ！」

　荒れ狂う吹雪の、白く煙る視界で奏は必死に教室内を探る。理科室の一番奥。隣の準備室へとつながる小さなドア付近に、それはあった。

「あれが、地獄へと繫つながる第五の門……心に闇を持つ誰かが出現させた……」

　重厚にそびえ立つ漆黒の門。表面は、グロテスクな悪魔たちの彫刻で溢あふれかえっている。しかしその門は、一メートルはあろうかという分厚い氷で覆われていた。

「ねぇセフィロト。あの門、凍ってるみたいだけど。ホントに開くの？」

「……どうなっている？」

　雪の混じった強い風に吹かれながら、ふたりはドア付近から慎重に歩みを進める。そして、その時になって気がついた。

　門を守るかのように跪いて祈りを捧げる氷中の少女。

「夏海先輩!?　どうして……夏海先輩が？　ちょ、大丈夫ですかっ」

　奏は寒さも忘れて、目の前の氷の壁に駆け寄った。その先には、氷の中に閉じ込められたまま目を閉じている夏海。その表情は穏やかで、優しい顔立ちも手伝ってか、まるで天使のような清らかさである。しかし今は、そんな美しさは関係ない。

「ヤダッ。セフィロト、どうしたらいいの!?」

「慌てるな。彼女はまだ死んではいない。限りなく死に近い状態だが」

「助かるの？」

「大丈夫だ。この氷は人間界のものとは違う。この中ではすべての状況が停止する。死ぬという変化を起こすほうが難しい」

　どうしよう、と焦る奏の横でセフィロトは顎あごに手を当てて考え込んでいる。

「彼女の作り出した氷が壁となって、第五の門が開くことを妨げているのか？　なぜだ。この娘が門を開く人間ではないのか」

「夏海先輩は門を開けるような生徒じゃないってば。学園の人気者だし、今では名誉ある生徒会執行部委員だし。一体どうしてこんな目に……もう全然わかんないよぉ」

　奏はヘナヘナと頭を抱えて座り込む。それを隣で見ていたセフィロトもやれやれと首を振った。

「こうなれば一刻も早く我が主人、杉すぎ峰みね様を呼び出そう──第五の門が出現してしまった以上、これはもう十分に緊急事態だ」

　セフィロトはそう言うと、契約者を召還するための呪文を唱え始め、奏はガバリと立ち上がった。そうだった。門を開く生徒が誰であれ、世界は滅亡に向かってカウントダウンをはじめてしまったのだ。

「……そっか。いよいよヒーロー登場ってわけね……！」

　奏はこっそりと拳を固める。

（ヒロインとしては、ここらでひとつ悪の手先にでも捕まっておきたいものなんだけど……）

　周りを見渡したが、理科室にはセフィロトと自分、そして氷の中の夏海以外は誰もいない。視界に広がるのは雪と氷に閉ざされた巨大な黒い扉──第五の門ばかりである。

「ええい、さっさと出てきやがれってんだ」

　時代劇のようなセリフを吐きながら、奏は凍える指先にふっと息を吹きかけた。
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　カーテンを閉め切っているのか、とても暗い部屋。

　窓からかすかに差し込む西日だけが、夕暮れ前だと教えてくれる。

「ふふふ、どうやらお前のご主人様がご到着のようよ。おチビちゃん」

　ケテルの頭ず上じようで、透きとおるような流麗な声がした。手足を縛しばられ完全に自由を奪われたケテルは、なんとか自由を得ようと暴れてみる。

「くそぉ！　チビ言うな、このどアホッ」

「そんなに暴れたら縄が食い込んで痛いでしょう？　お願いだから無理をして勝手に死なないでくださる？」

　声の主、天使カトリネは慈悲深い聖女の顔でケテルのつるりとした頰を撫でたあと、ふいにそこに爪を立てて意地悪く言った。

「おチビちゃんには闇魔女の呪文書を盗み出した罪を着てもらうのだから」

「貴様がゲヘナの悪魔を騙だまして盗ませたんやろが！」

「ふふ、バカな悪魔だったわ。人間界とそこに住むエサを好きなだけあげると約束したら、簡単に盗み出してきてくれたわよ」

「お前っ、こんなことエイン・ソフ様に知れたらエライことやで！」

「偉大なる創造主エイン・ソフ様はなんでもお見通しでしょうね。でも、天界裁判では天使や悪魔を裁くにも証拠が必要なのよ。大丈夫。足さえつかなければ必ず見逃してくださるはず」

　だって、とカトリネは上機嫌に確信を持って言い放つ。

「悪魔を滅ぼすのは神の望みなのよ？　上手くやりさえすればお咎とがめはないはずだわ」

「ふん、どうやろな？　残念やけどお前を罰する動きはすでに始まってるんやで」

　カトリネはバカにしたように鼻を鳴らす。

「それってお前の主人、セフィロトとかいう新人悪魔から聞いたの？　いいこと？　全知全能の神である創造主エイン・ソフ様は、我ら天使の住むアツィルトを上に、真ん中に人間界、その下にお前たち悪魔のゲヘナを創られた。そしてご自身は、我ら天使と同じアツィルトの上層部に住んでおられるのよ」

　胸を張り自信たっぷりなカトリネは、得意そうにさらに言葉を続ける。

「天使との立場の違いがわかったかしら？　ゲヘナに住む者など、いわば創造主に見放された最も低俗な存在。そんな一介の悪魔ごときが裁判の詳細など知るわけないでしょう。……それよりも」

　カトリネはばさりと大きくて真っ白な翼を広げた。一面に光が舞い散り、たちまち闇に吸い込まれていく。

「知っているのよ？　ちゃんと調べたんだから。悪魔の契約資格者の中に、第五の門を閉じることができる唯一の存在がいるでしょう。お前のご主人は今ごろ、扉の前でその者を呼び出しているはずよ。そのために、あの絶望に満ちた少女を氷に閉じ込めて、扉が開くのをわざと止めているのだから」

「……どういうことや？」

「私は自分の仕事を完璧に遂行したいのよ。勝手に扉を閉められるなんて許さない」

　だから、とカトリネはふいに優しい声になる。そして静かに両手を広げて胸の前に突き出すと、小さな声で呪文を唱える。

　細長い光が生まれ、やがて音もなく消えた後には美しく装飾された細身の長剣が現れた。カトリネは満足そうに、天使の武器である聖剣に視線を落とす。

「天使の契約者よ、これを渡しておきます。私の代理として門を閉じる者を抹殺してください」

　その時になって初めて、ケテルは部屋の中にいるもうひとりの存在に気がついた。いや、気がついたのではない。先ほどまでいなかった空間に、その人間は召還されたのだ。

「天使のお導きのままに……必ずやその者を殺しましょう」

　迷いのない穏やかな声に、ケテルはただ息を飲むことしかできなかった。
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「杉峰君！」

　理科室に召還された杉峰を出迎えたのは、異常な寒さと猛吹雪。そして奏の声だった。

　ゆっくりと周囲を見渡した杉峰の視線は、すぐに氷の少女に向けられたが、それについては特にコメントはせず、その後ろの第五の門らしきものを見上げる。

　あれが出現しているということはつまり、門を開こうとする人間を事前に探し当てることができなかったということだ。

「……役立たず」

　ぼそりとつぶやくと、杉峰はセフィロトに向かって言った。

「状況は？」

「はい。我らは門を開ける人間を探していましたが、予想していた人間は見当はずれ。収穫のないまま門だけが出現し、同時にその少女が現れました。状況から見て、この娘こそが第五の門を開く人間だと思ったのですが、なぜ、氷に覆われているのか、この娘が何を思って祈っているのか、世界に絶望しているのかどうか──」

　さっぱりわからない、と言いたげにため息をついたセフィロトを奏が反論する。

「夏海先輩は扉を開ける理由がないってば。春海ちゃんなら可能性はあったけど、それも違ったし」

「ではこの少女も、世界に絶望し現実から逃避するような人間ではないと？」

　セフィロトの確認に、奏は大きく頷く。しかし。

「俺には充分、絶望しているように見えるが」

　と杉峰が静かに言った。

「そんな……どうして杉峰君？　夏海先輩、こんなに穏やかな顔してるのに」

「穏やか？　これはすべてを諦めた顔だろう」

　そう言われれば、穏やかな顔とすべてを諦めた顔はよく似ている気がする。すべてを諦める──それは名を変えた絶望ということ？

「そこから先は僕が説明しよう」

　吹雪の理科室に場違いなほど、涼やかで明るい声が新たに加わった。振り返るとそこには、虚うつろな眼差しの生徒会長──緋ひ宮みや聖せい良らが立っている。

「せ、せいとかいちょおっ？」

　奏は啞然とする。

「はじめまして、悪魔・セフィロト。そして君が契約者か。杉峰君といったね……何かに秀でた生徒は生徒会長として把握していたつもりだが……失礼ながら思い出せないな。で、キミはなに？」

　不思議そうな顔を向けられた奏は「助手、ですけど……」と不服そうに言い返す。

「悪魔サイドには助手もいるんだ。面白いね」

　緋宮はそう言って、さらりと髪をかきあげる。柔らかそうな髪が緋宮の細い指先を滑った。

「僕は天使の契約者。僕こそが天使カトリネとともに、菜々原夏海を使って第五の門を出現させた張本人さ」

「ま、まさか！　せいとかいちょぉ……が!?」

　緋宮の告白に、奏が奇声を上げて壁まであとずさる。驚いた。思い起こせば藍司馬部長は最初から、生徒会長を疑っていた。いたのだが。

（でもあれは、モテまくる緋宮会長へのただの妬ねたみじゃなかったの？）

　ふいにセフィロトの表情が厳しさを増した。

「奏、この少年は天使と同調シンクロしすぎている。かなりの思考を支配されているはずだ」

「ええ!?　よりによって生徒会長が……」

　驚愕しまくる奏とは対照的に、杉峰は黙って緋宮の次の言葉を待っている。

「ゲヘナ界と人間界を繫ぐ第五の門は、人間の心が絶望だけに満たされて初めて実体化する。けれど、そう簡単には絶望した生徒は現れてくれない。だから僕の天使はある呪文を使ったんだ。人の心の闇を増幅させる呪文をね」

「それって……闇魔女の呪文書？」

「詳しいじゃないか」

　不安顔の奏に向かって、緋宮は感心したように微笑む。

「正確に言うと、僕らは菜々原姉妹のどちらでもよかった。結果的に引っかかったのが姉のほうだっただけ。元々、小さな闇を心に持っていた彼女は、簡単に闇魔女の想いを受け入れて同シン調クロした。そして徐々に心を絶望で満たしていったのさ」

　素晴らしいだろう、と緋宮は荒れ狂う吹雪の中で陶とう酔すいしたように両手を広げる。

「完全に絶望した心は最終的に門を開くが、その前に感情という機能すべてフリーズしてしまうんだ。彼女は天使に祈りを捧げることで、その凍てついた心を具現化させた。吹雪と氷で閉ざされた理科室は、夏海君自身が創り出した心象風景なんだよ」

「これが夏海先輩の……心象風景？　でも、どうして」

「わからない？」

　さも意外そうに、緋宮はその綺麗な顔を奏に向けた。

「だって緋宮会長は演説でいつも言ってるじゃないですか。生徒会長の使命は全校生徒を正しい道へ導き、すべての生徒に本当の幸せを実感してもらうことだって」

「言わば彼女は栄光ある犠牲者さ。本来有害なだけの心の闇を、こうして役立てることができたんだからね。これらは僕が、天使と協力して学校内の悪魔とその全資格者を排除するチャンスなんだよ。僕の愛する天秤高校に、悪などあってはならないんだ」

「でも夏海先輩に闇なんて……」

　杉峰は沈黙したままじっと氷の少女を見てから、「自分自身を欺あざむくことも、心の闇のひとつだということか」と、おもむろに口を開く。

　杉峰の言葉に緋宮は満足そうに頷いた。

「察しがいいね。さすが悪魔の契約者だ」

「あーもう！　わかんないけど、とにかく、夏海先輩を助けなきゃ」

　難しい話は杉峰君に任せて、と奏は強引に結論を導く。

「先輩！　聞こえますか？　夏海先輩みたいな素敵な人が、一体何に苦しんでこんな悲しい景色を生み出しちゃったのか、正直私には全然よくわかんないですけど！　でも……もっと気楽に考えてみたらいいんですよ。別にちょっとぐらい、みんなから反感買ってもいいじゃないですか!!」

　奏は氷壁をガンガン叩きだす。しかし氷の中の夏海はまったく反応しない。

「無駄だよ。今さら何をしても」

　背後で緋宮の声が冷たく響く。必死な奏に対して、杉峰はあくまでも冷静に事実確認に徹している。

「話を戻そう。ではお前の契約者である天使はなぜ、第五の門を開こうとしている？」

「その返答によっては、お前と契約した天使を裁かねばならぬ」

　そこで初めてセフィロトが口を挟んできた。

「悪魔セフィロト、あなたに天使を裁く権利などないでしょう」

　緋宮が落ち着き払った様子でセフィロトに視線を移す。奏がそこに割って入る。

「ちょっと待って。生徒会長にセフィロトが見えるの？」

「扉の出現のせいで、ここはすでにゲヘナに近い空間になっているのだ。おかげで天使の契約者と直接話ができる」

　セフィロトは緋宮の心中を計るようにじっと見つめている。

「我々は天使としての仕事を忠実にこなしているだけですよ」

　緋宮はそう言って、眼鏡を押し上げながら端整な顔をセフィロトに向けた。

「学校内の天使と悪魔は世界存続を左右する生徒の心を、ただ導き手助けするだけでは？　我ら天使サイドは忠実にその言葉を守り、天秤高校の生徒の心を苦悩から開放した。第五の門の出現はその結果に過ぎない。それについてあなたが口を挟む権利はない」

「確かに。天使と悪魔それぞれの仕事は、理性と欲望を司つかさどって人間を導くこと。それによって門が現れて開き、人間界が滅亡しようとも、それは人間が選んだ道であろう」

「ちょっと何、弱気になってるのよセフィロト！」

　意外にもあっさりと緋宮の言葉を受け入れるセフィロトに、奏は慌てて声を上げた。

「では速すみやかなご退場を願いますわ、悪魔とその手先どもよ」

　そこに突然、聞いたこともないような美しい声が教室内に響き、翼を携たずさえた美女が現れた。波打つようなブロンドの髪は腰元まで伸びていて陶器のような肌を際立たせている。

「私の名は第九階級天使カトリネ。この天秤高校を守護する役目の者。わかったらここから出て行きなさい。汚けがらわしい悪魔よ」

　心底嫌そうな顔をして、カトリネはセフィロトを睨みつける。しかしセフィロトは動じない。

「第九天使……最も階級の低い天使ではないか」

「黙りなさい！　下等悪魔ごときが！」

　簡単に激昂するカトリネを見て、奏は「外見よりもずっとお子様気質だわ」とつぶやく。しかし、カトリネは黄金の髪をなびかせて自信たっぷりに言い返した。

「私はこれから偉くなるのよ。悪魔の大量征せい伐ばつという手柄をあげてね」

　カトリネの笑みは、綺麗なだけに凄絶である。

「第五の門が開けば、愚かな悪魔どもがこぞって人間界へ渡ってくる。私はそこで待ち構えて、出てくる悪魔をすべて排除するのよ。素晴らしいアイデアでしょう？　エイン・ソフ様もきっとお喜びになるはず。今から、そのための最終準備をするの」

「最終準備……？」

　カトリネが意味ありげに杉峰に視線を移した。そして歌うようにゆっくりと答える。

「人間界で唯一、門を閉じることができる邪魔者──杉峰逸を抹まつ消しようすること」

　カトリネの合図を待っていたかのように、まばゆい光が杉峰の足元から立つ。おびただしい光の暴走で、杉峰の姿は瞬く間に見えなくなった。瞬間。カトリネの背後から手足を縛られたケテルが必死の思いで飛び出す。

「気ィつけや！　こいつがゲヘナ界から呪文書を盗み出した犯人やっ」

「ケテル！」

　捕ほ縛ばくされているケテルを見て、奏もセフィロトも驚く。

「セフィロト様、大事な時に役に立てんですんませんっ。でもこいつ、杉峰を召還移動させる気やねん！」

「チビ悪魔め、沈黙の呪縛を自力で解いたか！　しかしもう遅いっ」

　ケテルの言葉にカトリネの美声が重なる。

「きゃあああ！　何？　杉峰君っ。どどど、どこ行っちゃったのよぉ！」

　さらに奏の悲痛な叫びが合わさった。杉峰の姿はどこにも見当たらない。

　カトリネは近くで聖剣を携えて立っている緋宮に素早く、告げる。

「天使の契約者・緋宮聖良よ、あなた様に翼を与えます。この聖剣で杉峰逸の息の根を止めてください」

「承知いたしました。天使カトリネ」

　緋宮は窓に向かって歩き出した。呼応するかのように目前の窓ガラスが割れる。緋宮はそこから迷うことなく飛び降りた。

「生徒会長！」

　いや、飛び降りたのでない。緋宮は舞い上がっていた。背中には白く美しい天使の翼。コの字型の校舎の一番奥にある理科室から、反対側の校舎の屋上に向かって飛んでいる。

　恐らく、そこに杉峰が召還移動させられたのであろう。

「セフィロト！　あんたも何か出しなさいよ」

　奏に言われるまでもなく、セフィロトも素早く呪文を唱える。すると見覚えのある青年が現れた。肩まで伸ばした漆黒の髪に金色の瞳。全体的にけだるそうな雰囲気を持つ──。

「あー！　廊下に座ってた変態っ」

「うぃっす……変態ってなぁ、お前こそ凶暴女やないか」

「彼の名はザッジ。カトリネが天秤高校を守護する天使であるのと同じように、この高校を担当する悪魔だ」

　悪魔というか、無愛想なフリーター風コンビニ店員のようである。

「そんなはずは……ここの悪魔はセフィロトのはず」

「驚いたやろ？　実は俺、ずっと隠れとったんや」

　ケテルとよく似た関西弁で、ザッジと呼ばれた男はおっとりとカトリネに説明する。

「ザッジ、魔剣を」

「はいな」

　セフィロトはザッジから魔剣を受け取ると、それを奏に渡した。

「奏、急いでこの魔剣を杉峰様に届けろ」

「え？」

「大好きな人の役に立つのではないのか？」

「あ……」

「杉峰様が危険だ。早く行け！」

「は、はい！」

　手に余るほどの大きな魔剣を胸に抱き、奏はほとんど反射的に屋上に向かって駆け出していた。

「助手には移動とか羽とかないわけー!?」




　屋上では、すでに熾し烈れつな戦いが繰り広げられていた。

　聖剣がうなる。間一髪で換気室の壁裏へと逃れた杉峰のすぐ横で、聖剣によって破壊されたコンクリートがパラパラと音を立てて崩れる。緋宮の眼鏡の奥の瞳がキラリと光った。

「いつまで逃げるつもりだい？」

「……」

　ただでさえ無口な杉峰が、緋宮の問いかけに答えるはずもない。

「君のこと、哀れだとは思うよ。立場は僕と同じなのに、悪魔の契約者というだけでこの世から抹消されるなんて」

　沈黙を貫く杉峰に向かって、緋宮はひとりしゃべり続ける。

「でも安心して。悪魔に魅入られた哀れな君を、僕が聖なる剣で倒す。これは運命であり、同時に君を救うことにもなるんだよ。わかるよね、僕の理想とする天秤高校には悪魔の存在など必要ない。君だってこれ以上悪魔と関わって、悪事を重ねたくないだろう？」

　柔らかな物言いとは対照的に、振り下ろす剣の鋭さは増している。緋宮の聖剣は、天使の制裁だとばかり一撃、もう一撃と立て続けに杉峰を襲う。

「そろそろ大人しく、天使に命を捧げたらどう？」

　杉峰はそれを器用にかわしながら、頭では江戸時代の剣豪、宮みや本もと武む蔵さしが死の直前に書き残したとされる『五ごり輪んの書しよ』の一節を思い出していた。もちろん、緋宮の話などまったく聞いていない。

〈兵法の道に自然と自由有て自然と奇特を得、時にあひては拍子を知り、おのづから打、おのづからあたる事是皆空の道なり〉

　つまりは、余計なことを考えないで無心であること。『空の道』に集中すれば、自然に身体がタイミングをはかり、避けたり打って出たりできるものだということである。

「……」

　しかし杉峰には反撃するための武器がない。『空の道』が導き出す判断は、当然ながらひたすら逃げることでしかなく、天使の力を宿した聖剣の尋常でない破壊力を前に、徐々に屋上の隅へと追い詰められていった。

「そろそろ潮時じゃないかな。さよなら、悪魔の契約者」

　微笑みとともに、緋宮が最後の一撃のために剣を振りかざす。

　その時──。

「待ちなさいよっ」

　奏の馬鹿デカイ声が屋上に響き渡った。

「いくら美形の生徒会長でも許せない！　人の恋路を邪魔するヤツは馬に蹴られて死んじゃうんだから」

「なんの話だ？」

　しかし奏は緋宮の問には答えず、杉峰に手を振る。

「杉峰君！　これ魔剣だって！　セフィロトから預かってきたの。私って今、杉峰君の役にすごぉく立ってるよね？　ってかもう、命の恩人？　イコール、私がいないと生きていけないって感じ？」
















「彩川、さっさと投げろ」

「は、はいっ」

　相変わらずクールな杉峰に言われるままに投げた魔剣は、緋宮の頭上を通り越し杉峰の手に上手く収まった。

「く！　余計なことを」

　緋宮が悔しそうにつぶやく。

「まぁいいよ。丸腰相手に剣を振るうのはフェアじゃないしね」

　黙って剣を構える杉峰。やはり何も話すつもりはないようだ。仕方なく、緋宮のほうが続いて口を開く。

「いざ、勝負」




　理科室では、追い詰められたカトリネが驚愕の眼差しでふたりを見上げている。

「悪魔がふたり？　どういうことなの？　これは」

「何ゆーてんねん。セフィロトはんは悪魔とちゃうで」

　黙って立っているセフィロトと、その隣で面倒くさそうにボリボリと頭をかいているザッジを見比べながら、カトリネは息を飲んだ。

「なんですって？」
















　激しく吹きつける真っ白な雪の中で、セフィロトの漆黒の髪が美しく舞い上がる。

「天使カトリネ。お前は世界のバランスというものをまったく理解していない」

「そうや。自分、べっぴんやけどアホ天使やな」

「黙れ、悪魔の分際で！」

　ザッジの言葉にカトリネが柳りゆう眉びを逆立てる。その様子を見たセフィロトは、ため息をつきながら静かに問う。

「カトリネ、お前は悪魔を蔑さげすむのか？」

「当たり前だわ。エイン・ソフ様と同じ世界に住む我ら天使に比べて、悪魔など神から最も遠い愚かな種族。侮蔑以外にどんな感情を持てばいいの？」

「ではなぜ、お前が崇すう拝はいする万能の神エイン・ソフが悪魔ごときを滅ぼせないのだ？」

「それは……」

「必要なのだ。悪魔も天使も。人間が正常に生きるためには」

「……どういうこと……？」

　セフィロトはしかし、その問いには答えない。

「残念ながらそなたは天使の仕事を忠実に行なっているとは言いがたい。私はエイン・ソフより、そなたの処刑命令を受け人間界へと降り立ったのだ」

「まさかセフィロト……お前は」

　カトリネの顔が一気に蒼あおざめていく。

「バランスの施行者……」

　ザッジが気のない拍手を送った。

「大正解。アホ天使にしては上出来や。このお方は世界の大樹セフィロト様やでー」

「くっ」

　悔しげに唇を嚙むカトリネに、ザッジが面白そうに付け加える。

「お前も知ってのとおり、バランスの施行者っちゅーのは神の御心に沿わへん悪魔や天使を裁く者や。場合によっては、俺らの魂をも奪う権利を持っていることから『死神』って恐れられとる――まったく。下っ端天使にはもったいないほどの大物に、アンタ裁かれるんやで」

　セフィロトは言葉を失っているカトリネに静かに視線を向けた。

「カトリネ。確かに、人間の心を導いて第五の門を開けること自体にはそれほどの罪はない。通常のやり方で導いたのなら、人間自ら選んだこと。厳重注意ですんだであろう。しかし」

　顔を上げたセフィロトは今までになく厳しい表情をしていた。

「お前の最大の罪は、封じられていた闇魔女の呪文をゲヘナ界から盗み出し、人間に使ったことだ」

「それは……」

　カトリネは一瞬言いよどむが、すぐに勝気な表情で睨み返した。

「証拠がないわ。ゲヘナ界から盗まれたって話は聞いてたけど、私は知らない」

「では、この天秤高校で呪文を使ったこともないというのか」

「知らないのに使えないでしょう？」

　涼しい顔で言ってのけるカトリネの後ろから、悔しそうにケテルが叫ぶ。

「そんなん全部、噓や！　こいつがゲヘナの悪魔を騙して闇魔女の呪文書を持ち出させて、それをこの学校で使ったんやっ」

「おチビちゃん。証拠もないのに疑うのは悪魔の悪いクセかしら？」

　あくまで開き直ろうするカトリネに、第三者の声が加わった。

「ところがそうでもないのさ」

「り、柳りゆう崎ざきサマ！」

　ケテルが驚きの声を上げる。そこにはノートパソコンを携えた柳崎が立っていた。

「人間の文明の利器とでも言おうかな。天使による強力な呪文はこの中にばっちり残っているんだ」

「なんですって？」

　いまいましげに睨にらむカトリネに、ザッジが「お気の毒さん」と面白そうに肩をすくめてみせる。

「まぁなんちゅーか、俺らの知らんトコで人間界はどんどん進化しとるってことやな」

「香港での通信後、奏ちゃんの様子が妙に気になってね。仕事キャンセルして自家用ジェットで飛んできたんだけど、帰国した甲斐があったよ。まさか本物の天使や悪魔と会えるなんて」

「あかん！　柳崎サマってば、カッコよすぎやわぁ」

　ケテルは自分の立場も忘れて、ひたすら柳崎に見惚れている。

「いいかげん、覚悟を決めろカトリネ。闇魔女の呪文書を盗み出し悪用した罪──それは万死に値する」

　セフィロトはそう言って、どこからともなく大鎌を出現させた。




　一方、屋上では激しい攻防が繰り返されていた。杉峰と緋宮。彼らは攻撃と防御の立場を幾度も反転させながら、ほぼ互角の戦いをしている。

「杉峰君、頑張れぇぇ！」

　少し離れた場所で奏がピョンピョンと飛び跳ねながら両手を振っているが、もちろんそんな黄色い声援などまったく届いてはいない。

「なぜだ！」

　苛いら立だたしげに緋宮が杉峰の魔剣をなぎ払う。

「なぜそこまでして悪魔の味方をする？」

「味方などした覚えはない」

「しかし現にこうして天使の行いの邪魔をしているじゃないか」

「……」

　しばらくの沈黙後、杉峰はぼそりと言う。

「成り行きで契約した。しかし契約した以上、守らねばならないだろう。人として」

「笑わせるな。人として守らねばならないのは、天使の司る理性と善のみ」

「違う」

　今度は杉峰の魔剣が、緋宮の聖剣を強烈にはじき返す。飛ばされた緋宮は体勢を整えるために距離を置く。杉峰も疲れが出てきたのか、あえて懐ふところに飛び込もうとはしなかった。両者の睨み合いが続く。

「何が違うというんだ」

「……人間は、善と理性だけでは生きられない。お前たちが悪魔的だと馬鹿にする欲望や本能を捨ててしまったら、夢を追うこともできないではないか」

　くだらない、と緋宮は吐き捨てるようにつぶやく。そして改めて剣を構え直すと、杉峰に向かって飛びかかった。

「そんなもの！　弱者の言い訳だっ」

「弱者から強者を目指すのも生きるということだろうっ」

　迎え撃つ杉峰も負けずに飛びかかる。空中で両者の剣がガッチリと交まじわった。刹那。ものすごい光と爆風が生まれる。

「きゃあ！」

　屋上に奏の悲鳴が響き渡った。




「……私を殺すの？」

　蒼ざめた顔でカトリネは大鎌をかかげたセフィロトを見上げる。

「仕方あるまい。お前はそれほどの罪を犯おかしたのだ」

「いいわよ。じゃあこいつも道連れよ」

　カトリネは意地悪く言うと、ケテルの小さな身体を力任せに握り締める。

「うう、セフィロト、様……気にせんといて、ください……俺が……ヘタうったんや」

　もがき苦しみながら、ケテルは必死に声を絞り出した。そして潤うるんだ瞳を、セフィロトの隣に立っている柳崎に向ける。

「ＳＥ部で初めてお会いした時から、ずっと柳崎サマのこと忘れられへんかってん。でも俺は悪魔やし自分の姿なんて一生、見てもらえるなんて思ってへんかった。せやけど、ここでこうして出会うことができたんや。もう……未練なんかあれへんわ」

「君は……？」

　柳崎は目を細め、ケテルに向かってなんとも魅力的な眼差しを送る。それだけでケテルは全身がへなへなになっていった。

「俺……せや、乱暴な言葉使ったら嫌われるってドブスに言われたんやっけ……あたしはケテルって言います。もう、お別れですけど名前、覚えててくれると嬉しいなぁ……」

「くだらないおしゃべりは慎みなさいっ」

　カトリネの厳しい声に、ケテルが苦痛で顔を歪める。カトリネの手中に握り締められたケテルは、息も絶え絶えの状態だ。

「いいこと？　門はすでに現れたのよ。今さら私をどうしようともう遅い。その少女の心が現実を拒否し続ける限りいずれ門は開き、悪魔は人間界を襲うわ。その時こそ、世界は滅びるのよ」

「どこまで愚かなのだカトリネ。そのために、私は杉峰様と契約を交わしたのだ。必要ならばあの少年が門を閉じる」

「ふふふ、どうかしら？　今頃、緋宮様の餌え食じきになっているんじゃなくて？」

「善か悪か──それは人間同士の戦いだ。我らの干渉する領域ではない。互いの想いの強さが剣に宿り、運命のままに勝負を決めるだろう。杉峰様が負けて門が開けばそれまでのこと」

　セフィロトは静かにそう言うと、苦しそうなケテルに目を向けた。

「使い魔としてのお前の気持ちは確かに受け取った。我を信じよ」

　セフィロトの言葉に、ケテルはただ頷く。

「！」

　セフィロトは非情とも言える表情でなんのためらいもなく大鎌を振りかざす。

　カトリネに逃げ場はなかった。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　乱れ狂う吹雪の中、凄すさまじい叫び声が校舎内に響き渡る。彼女の身体から溢れ出した大量の光が理科室を埋め尽くし、さらに学校全体を飲み込んだ。

　やがて波が引くように光が薄れていき、その場に残されたのはセフィロトとザッジ。そして柳崎。

「あちゃ～ええんですか、セフィロトはん。ケテルのやつ、結構カワイイ奴やったのに」

「可愛いかどうかは問題ではないが。安心しろ、私に考えがある」

「そりゃまぁ？　天下の大審判セフィロトはんの言うことやから？　大丈夫やとは思うけど」

　多少の嫌味を込めつつ、ザッジは面倒くさそうに門の前に立った。

　門の前にはまだ氷に包まれた菜々原夏海がいる。

「それよか、えらいややこしいことなってもうたな。確かに天使は片付いたけど、第五の門はそのままや」

「……上手く氷から少女を助け出し、門が開く前に絶望を捨て去ってはくれぬものか」

「そりゃ無理やろなぁ。この少女の心が百八十度変わらん限り。それともセフィロトはん、ひょっとして説得する自信あり？」

「無理だ」

「でしょ？　しゃーない。娘ごと氷を叩き壊してすぐに杉峰逸に門を閉めてもらう、やっぱりこれしかないで。加勢して、杉峰逸を連れてきましょか？　まだ天使の代行者とチャンバラ中やろ」

「いや。彼らの戦いに我々が手を貸すことをエイン・ソフ様は望まれないだろう。私の使命はあくまで、忠義を見誤った天使の抹消。そして任務は完了した。本来ならこのまま人間界を去るのが道理だろうが……」

　セフィロトはため息をつきながら首を振る。

「このままでは、いささか夢見が悪い」

「おい。そこの人間。お前なら説得できるんやないか？」

　ザッジは、柳崎に話を向けてみるが「残念ながら」と柳崎も眉を寄せる。

「力になりたいのは山々だけど。僕ら人間にとっても、ひとりの人間を絶望から救い出すのは、簡単なことじゃない。彼女の苦悩の根源になっている人……または一番心許せる誰か。そんな人ならあるいは──」

「いるぞ、ここに」

　雪の吹きすさぶ理科室に、新たな声が登場する。そこには藍司馬と田中、そして春海の三人が立っていた。

「おい、そこのデカイ黒男！」

「デカイ黒男って、まさかセフィロトはんのことやないやろーな」

　物もの怖おじしない藍司馬の物言いに、さすがのザッジも呆あきれ果てている。

「貴様ら何者だという問いは、この緊急事態においては野暮というものだろう」

　それより、と藍司馬はセフィロトに詰め寄る。

「説得に成功すれば、本当に助かるんだろうな？」

「それは間違いないだろうが……そなたたちに勝算があるのか？」

　セフィロトに一歩も引けを取らない存在感で、藍司馬は不敵に頷く。

「ああ。俺様の考えが正しければ、氷の中の彼女を救い出せるのはここにいる妹だけだ。彼女たちの苦悩は同質──周りの作り上げたイメージの中で苦しみ、自分の本当にやりたいことや在るべき姿を見失ってしまったことだ。しかし妹は自ら善人であることを否定し、自分の醜い感情を正面から見据えることによって、その苦悩を克服した」

「なるほど。同じ深さで絶望した者たちの共鳴。そしてそこから抜け出した者の噓偽りのない言葉が、いまだ闇に迷う氷中の娘に届けば」

　セフィロトが大きく頷く。この人間、無駄に威張っているわけではないらしい。

「お姉ちゃん！」

　春海は氷の前で両りよう膝ひざをつき必死ですがりつく。
















「ごめん、お姉ちゃん……私、自分ばっかりが苦しいんだってお姉ちゃんのこと、ずっと妬んでた。でもお姉ちゃんだって同じぐらい、ううん、私以上に苦しかったんだよね」

　だって、と春海は辛つらそうに両目を閉じる。

「明るくてなんでもできる優秀なお姉ちゃんには、悩んだ顔をすることすら許されなかったんだもん……ひどいよね、そんなの」

　突然、吹雪がピタリと止やんだ。

「すごい威力だな」

　自分の仮説に間違いないと確信していた藍司馬も、さすがに驚いたようにつぶやく。これで夏海に妹の声が届いたことだけは確認できた。が、本番はこれからだ。

「もう無理しないで。私だって姉と違って何もできない内気な妹なんて言われ続けるの、もうたくさんだよ。今ね、自分に自信を持ちたくて一生懸命マンガ描いてるの。これから雑誌に応募するつもり。みんなから春海らしくないって言われそうでしょ？　でもいいんだ。私ね、今とっても試されたい気分」

　だから、と春海は氷の中で目を閉じている姉に向かって呼びかける。

「お姉ちゃんも教えて。本当にしたいことを」

　返答はない。吹雪が止んで、急に静かになった理科室に重すぎる沈黙だけが流れる。

「お姉ちゃん……」

　繰り返し呼びかける春海。目の前の姉にわずかな変化が起きた。氷の中で祈り続ける夏海の頰に、ゆっくりと一筋の涙が流れ落ちたのである。同時にどこからともなく、声が聞こえてくる。激しく泣き出す前のような、小さく震える声。

『言えないわ……本当の私は醜みにくいの。だから心を隠した……みんなに嫌われたくないもの……』

　その言葉に、春海が大きく首を横に振る。

「お姉ちゃんは醜くなんてないよ！　ううん。たとえ醜くてもそれも自分だって認めてあげて……このままじゃ、本当のお姉ちゃんがかわいそうだよ」

『本当の、私……？』

　間違いない。少しずつではあるが変化は起こっている。夏海の周りだけ、氷が少しずつ溶け始めているのだ。意識は朦もう朧ろうとしているようだが、両手を氷壁に当てて、少しでも妹に近づこうとしている。

　それは、分厚い氷壁を隔てた春海も同じだった。まるで鏡のように向き合う姉妹。

「言って。お姉ちゃんの本心を。望みを、心からの願いを。ちゃんと言って。嫌いになんてならないから！　だって私たち姉妹でしょう？　ねぇ、勇気を出して言ってよ」

『わ……たし…………私の本心は……』

　ピシリと氷に大きなヒビが入った。それは連鎖するようにあちらこちらで聞こえてくる。

『……本当は生徒会なんて入りたくなかった。もっと自由にピアノを弾きたい。親のためでもなく、周りの期待なんて関係なく……』

　夏海は苦しげにあえぐ。

　いよいよ核心だ、とそれまで隣で黙って見守っていた藍司馬は、密ひそかに身構える。

『本当はね』

　姉はどれだけ、この言葉を言いたかったことだろう。涙をいっぱいにためながら、春海は姉の言葉を待つ。

『自由に生きたい……！』

　大きな音がして扉付近の氷が崩れ落ちた。

　しかし、肝心の夏海の周りの氷だけは動かない。

「……氷が厚すぎるのか」

　眉根を寄せるセフィロトの横から、藍司馬が一歩前に出る。

「割れないのなら、割るまでだ。田中！」

「はいっ」

　田中はその一言だけで、いつでも夏海を救出できるポジションへと移動する。さすが、常に細心の注意を払って部長に仕えている後輩、意思の疎通は完璧である。

「アホか！　あれはあの娘が創り出した氷や。物質でないものを力任せに割るなんて」

　できるわけ、と言いかけてザッジは息を飲む。その時。

　氷の砕ける強い音が理科室に響き渡った。

「割っとるしぃぃぃ！」

　聞く耳持たずの藍司馬の左ストレートが目の前でその氷壁をぶっ壊したのである。田中は倒れ込む夏海を素早く抱きかかえて助け出し、春海とともに氷の残骸から脱出する。

「あ、あり得へん……なんなんや、この人間」

　圧倒されまくっているザッジの肩を、慰めるようにセフィロトが叩いた。

「氷が彼女の心象風景だとしたら、その氷を割るのも人の強い意志力ということだ。まぁ」

　そこでセフィロトは言葉を濁し、半ば呆れながら藍司馬のほうを見やる。

「並みの人間では、あり得ない意志力だが」

　夏海が創り出した氷は音もなく消え去り、同時に第五の門もゆったりと揺らめきながらその姿を消していく。

　たった今、人間は滅亡の危機から脱したのだ。

　菜々原姉妹を連れて理科室の出入り口まで避難してきた蒼司馬と田中は、そんな事実を知りもせず、柳崎と一緒に安あん堵どの声を上げている。

　彼らを見ながらセフィロトは、感慨深げに首を振った。

「私はどうやら、人間というものを見くびっていたようだな」

「なかなかええもんでしょ、人間っちゅーのも」

　なぜか得意げにザッジが答える。

　セフィロトは「そうだな」と素直に同意すると、柳崎の名を呼んだ。

「そのノートパソコンとやらを貸して頂けるか？　おそらく、すべてをお見通しになっていたエイン・ソフ様に証拠は必要ないと思うが、面白いから見せろとせがまれるに違いない」

「エイン・ソフって、世界の創造主と言われている？　……すごいな。実在するんだ」

「私も、魔女の末まつ裔えいがまだ人間界に実在しているとは思わなかった」

　セフィロトの言葉に、柳崎は微笑ほほえんでパソコンを差し出した。

「差し上げますよ、これ。お近づきの印に」

　柳崎の後ろで藍司馬が「俺のノートパソコンだぞ！」と怒り、田中が「もともとパソコン部からかっぱらったモンじゃないっすか」と続けた。

「栄介には、僕から最新型のノートパソコンをプレゼントしてあげるよ」

　と軽く手をあげて柳崎は笑う。

　そしてふいにセフィロトのほうへ向き直って聞いた。

「とりあえずはひと安心、でいいんですよね」

「うむ。人間にとっては絶対の安心を得たわけではないが、ともかく我ら天界の者が望む状態には戻ったといえる。今回の事件においても、第五の門に関して最後まで人間の手だけで解決してくれた。これも我らの望みどおりだ」

「よかった」

　胸を撫で下ろしている柳崎に向かってセフィロトが身をかがめた。

「そなたを魔女の末裔と見込んで頼みがあるのだが」

「僕にできることならなんでも」

「私の使い魔のことだ」

「使い魔ってさっきの、ケテルさんですね？」

「そうだ。これは通常の人間では不可能な話なのだが、魔女の末裔ならば……」

　そう言って耳元に口を寄せてきたセフィロトの頼み事に、柳崎は目を丸くした。




「何？　一体、何がどうなってんの？　私、全然ついていけてないんですけどぉ」

　ひとりパニックになっている奏の視界には、激しい光と衝撃で一瞬見失ってしまった杉峰と緋宮のふたりの姿が映っている。

　屋上の中央でひとり、魔剣に支えられながら片膝をついて大きく息をしている杉峰。

　そして、少し離れた場所で気を失っている緋宮。その横で真っ二つに折れている聖剣。

　奏の頰がぴくりと動いた。

　──ということは？

「……ということは！」

　嬉しそうに奏が飛び上がる。

「やったぁぁ！　杉峰君、勝ったのねぇ！」

　脱だつ兎との如く駆け寄り抱ほう擁ようせんばかりの奏をあっさりと避けて、杉峰は屋上のフェンスへと向かい、理科室を見下ろす。

「扉が見えない」

「うー……さっきのすごい光、理科室からだったのかも。大丈夫かなぁ」

　奏も、同じようにフェンスから向かい側の理科室を眺め下ろす。凍りついた窓ガラス越しではいまいちわかりづらいが、セフィロトとザッジのふたりの姿はなんとか確認できる。しかし、あの金髪天使の姿は見えなかった。

「勝ったんじゃない？　あの天使いないよ」

「それと扉が開くことは関係ないだろう」

「え？　そうなの？」

「天使も悪魔も関係ない。扉は、あの氷漬け女の意思ひとつだ」

　氷漬け女だなんて、と奏が口を開こうとした時──。

「あ、田中ぁ？」

　奏が素すっ頓とん狂きような声で、理科室を指差す。見れば、奏と杉峰のフェンス越しのツーショットをデジタル一眼で撮ったあと、能天気に窓から手を振る田中の姿が見えた。

「よかった、向こうも一件落着みたい！　……と、するとどうしよっか？　生徒会長」

　屋上の隅で気を失ったまま倒れている緋宮を見て、杉峰はぼそりと言う。

「……考え方には相違があったが、別に悪いヤツじゃない」

「やっぱり助けるべきだよね。っていうか、生徒会長をぶっ飛ばしたって知れたら、ファンクラブの女子たちに半殺しにされちゃうよぉ」

「仕方ない。保健室にでも連れて行くか」

　そう言って、杉峰は緋宮を担かつぐ。それを横で手伝いながら、奏は初めて空を見た。見事な夕焼けである。

「はぁ～。キレイだねぇ、杉峰君」

「そうだな」

　案外、素直に答えてくれた杉峰に、奏は一気に嬉しくなる。

「世界、救っちゃいましたねぇ」

　夕焼けに目を奪われたまま、奏はぽつりと言った。

「……成り行きだ」

「あ！　そうだっ。私、前から杉峰君に聞きたいことがあったんだよね！」

「……」
















「杉峰君ってさ、なんであの時、セフィロトと契約したの？　それまでずっと断り続けてたのにさぁ」

　奏の質問に答えることなく、杉峰は緋宮を背負ってスタスタと歩き始めた。

「あ、ちょっと待ってよ。ってか、杉峰君、魔剣忘れてるよぉ」

　さすがに放置はまずいよ、と放り出されたままの哀れな魔剣を拾う奏を一いち瞥べつすると、杉峰は誰にも聞こえないほどの小さな声で言った。

「泣き顔が……可愛かった」

「何なに？　杉峰君、いま何か言った？」

「…………やっぱり帰る」

　杉峰は突然そう言うと、ぐったりしたままの緋宮を下ろした。

「な！　なんでよ？　急に」

「気が変わった。後始末は任せたぞ。こいつを保健室に連れて行け。わかったな」

　それだけを言い残して去って行く勝手な背中を見送りながら、奏はため息をついた。

「かなりやっかいな人に恋しちゃったかなぁ……」

　でも、と奏は力いっぱい立ち上がる。

「大好きなんだもーん!!」

　そんな奏に、夕焼けはとても優しく微笑んでくれているように見えた。
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　穏おだやかな昼下がり。

　ぱちりぱちりと小気味いい音を理事長室に響かせながら、『えーちゃん』ことエイン・ソフはオセロの白い石を次々と黒へと引っくり返していく。

「えーちゃんもずいぶん腕があがったもんじゃのう」

　感心したようににこにこ笑っているのは、もちろん天てん秤しよう高校の理事長である。

「やったぁ！　今日こそはしーちゃんに初勝利だね」

「ほっほっほっ、それはどうかのぅ。最後まで油断せんことじゃ」

「もう。わかってるよ、そんなこと」

　事実、彼はいつも最後の最後で理事長に打ち負かされるのだ。可愛らしく唇を尖とがらせたあと、エイン・ソフはドアへと顔を向けた。そこには「大事な一手が決まるまで待ってて」と言われ、大人しくドアの前に立ってるセフィロトがいた。

「で、どうなったって？」

「はい」

　上司のそんな扱いには慣れているセフィロトは、何事もなく手元の資料を読み上げる。

「ゲヘナ界から魔物を使って闇魔女の呪文書を盗み出し、その呪のろいを天秤高校の生徒会室にて使用した第九天使カトリネは、その罪により処刑いたしました」

「さすがセフィロト。あースッキリした！」

　処刑、という言葉にも動じず、エイン・ソフは少年らしい幼くて細い腕をめいっぱい広げて伸びをした。そしてその体勢のまま首をかしげる。

「でもわかんないな。その天使は闇魔女の呪文書で何がしたかったんだ？」

「第五の門を開き、そこから出てくる悪魔や魔物を狩りたかったと申しておりましたが」

「それだけのためにあの呪文書を？　本当にバカな天使だなぁ……セフィロトはさ、あの呪文の意味、知ってる？」

「詳しくは存じておりませんが、世界を呪うものだと」

「あれを簡単に訳すとね。第五の門が開かれてゲヘナの悪魔たちが人間界を襲う。その殺さつ戮りくの闇にのって呪いは天上界にある王冠の台座――僕の元へと届くという意味になる」

　つまり、とエイン・ソフは肩をすくめて軽く言う。

「あれは僕に向けられた呪いの刃やいばなんだよ。人間界の滅亡は、あくまでも過程に過ぎない」

「──では今回、門が開いていたら大変なことに」

　真剣な表情で息を飲むセフィロトに対して、エイン・ソフは、

「だからセフィロトに頼んだんだろ。まぁ僕は負けないけどさ」

　と可愛らしくウインクする。

「それよりも何？　その箱みたいなの」

「呪いを記録した証拠でございますが、ご覧になりますか」

「呪いを記録？　どうやって」

　小首をかしげるエイン・ソフに向かって、セフィロトは柳崎から譲り受けたノートパソコンを見せる。

「人間界で生まれたものです。どうやら電磁波を利用して、呪いの波動を文字に変換するようなのですが……」

「面白い装置だね、実に興味深い。知ってる？　しーちゃん」

「もちろんじゃとも。最初はとっつきにくいが、馴なれるとなかなか役に立つ」

「え！　しーちゃんも使えるの、この装置？　……セフィロト、お前は？」

「私はまったく」

　液晶画面を覗のぞき込んでいたエイン・ソフは、セフィロトの発言に「ほぉ」と顔を上げた。

「世界の大樹セフィロト、天使と悪魔から死神と恐れられるお前も、お手上げってわけ？」

「……私など、まだまだ未熟者です」

　真面目に頭を垂れるセフィロトに、エイン・ソフは楽しそうに微笑ほほえみかける。

「人間も結構面白かっただろう？」

「勉強になりました……とても」

　セフィロトの胸に去来するのは、なぜか奏かなでの能天気な笑顔である。

（泣いたり笑ったり怒ったり、実に破は天てん荒こうで支し離り滅めつ裂れつな人間であった。永遠に変化せぬことを美徳としてきた私だが……）

　思わず、笑い出してしまいたくなるような温かい感情を感じながら、セフィロトはゆっくりと目を閉じる。

「これからどうする、セフィロト。契約者もいることだし、しばらく人間界にいてもいいんじゃないか」

　エイン・ソフの言葉に、セフィロトは首を横に振った。

「いいえ、使い魔を迎えに行ったのち私は天界へと戻ります。本来の仕事も残っていますし」

「賢けん瞳どうの封ふう印いんを施ほどこした娘はどうした？」

「ご存知でしたか。天界へ帰る前に封印を解きます」

「しかし封印を解けば、お前に関するすべての記憶が消えるのだぞ」

　少しの沈黙があって、セフィロトはゆるやかに顔を上げた。

「承知の上です」

　エイン・ソフは一瞬だけつまらなそうな表情を浮かべたあとに、にっこりと微笑んだ。

「あれの封印は残しておけ。まだ役に立つ」

「役に立つ……？」

「実は、近いうちにまたこの場所でひと騒動起こそうと思っているんだ」

　今回も結構楽しませてもらったし、と無邪気に言ってのける上司に、セフィロトは小さなため息を返した。それでも生き真面目な彼は、身を正すと丁寧に一礼をする。

「その時は、いつでもお呼びつけくださいませ」

　そして理事長室を出て行こうとするセフィロトに、エイン・ソフは「ああ、そうだ」と思い出したように付け加える。

「さっきから廊下で聞き耳を立てているザッジにも言っておいてくれ。特例期間は終わった。さっさと契約者を探さないと、今度こそゲヘナへ強制送還だとな」

　創造主であるこの少年には、何もかもお見通しなのだ。もちろん、ドアの向こうでガクリと肩を落としながら「やっぱ見逃してもらえへんか。面倒くせぇなぁ」とぼやくザッジの姿もである。

「第五の門が現れた時は、いよいよこの人間界ともお別れかと思ったがのぅ。うちの生徒もなかなかやりよるわい」

　湯飲みのお茶をずずっと飲む理事長の顔は、あくまで好こう々こう爺や然ぜんとしている。

「ゲヘナの悪魔たちとここの生徒がどう戦ってどれだけ生き残るのか、ちょっと見てみたい気持ちもあったけどね」

　どっちでもいいやとばかりに、エイン・ソフは再びオセロに興じ始める。今回の一件も、この大物ふたりにとっては大騒ぎするほどの出来事ではなかったようだ。

「そういえばさ、しーちゃん。転校生をひとり、受け入れてもらえる？」

「はて。えーちゃんが連れてくる転校生とな？　これまた面白そうじゃのう」

「でしょ。違う銀河系の生き物なんだけど」

「ほぉ～宇宙人かの？　そりゃまた結構じゃ」

　こうして『えーちゃん』『しーちゃん』の楽しげで不可解なおしゃべりは、暖かい午後の日差しのもと、まだまだ続くのであった。





[image: ]






「本当にお世話になりました」

　夏なつ海みは振り返り、生徒会執行部の仲間に深々と頭を下げる。

「短い間だったけど菜な々な原はらさんと同じ生徒会に入れたこと、誇りに思うよ」

「ウィーンに行ってもメールくださいねっ」

　名残なごり惜しそうな執行部員たちにかこまれて、夏海は「本当にありがとう」とかみ締めるように繰り返す。あの一件から、夏海は本当に自分がやりたいことを何度も考え、やはりウィーンへピアノを学びに行くことを決めたのだった。

　ただし、今までのようにコンクールで優勝することだけを目的とするのではなく、大切な人たちのために心を込めて弾けるピアニストになりたいという決意を秘めて──。

「そういえば妹の春はる海みちゃん、漫画雑誌で賞を取ったんだって？　報道部の新聞で見たよ」

「ええ。本人はまだ小さな賞だからって、照れているけど」

　心から嬉しそうに、夏海は微笑んだ。

「知らなかったな、妹さんにそんな才能があったなんて」

　意外そうな様子で、執行部員が言い、夏海は「そうね」と穏やかに同意する。

「でも……人は見かけによらないものだから」

　何気ないその言葉を、夏海はとても大切そうに口にした。




　そんな生徒会の様子をまたもモニターで見ていた藍あお司し馬ばは、なぜか憮ぶ然ぜんとした顔である。

「……納得いかん」

　今回の一件はあまりにも非現実、且かつプライベートな内容だという理由で結局、報道部の記事になることはなかった。そこまでは部長である自らが判断した結果なので良しとしよう。

　しかし──。

「納得がいかんぞ、俺は」

　せめてこれをネタに緋ひ宮みやを脅し、生徒会を報道部の意のままにしようと目もく論ろんでいたのに、保健室で目を覚ました緋宮は、天使に関する記憶だけがキレイに消え去っていたのだ。表向きは〝一時的な記憶喪失〟ということになっているが、もちろんセフィロトの粋いきな計はからいだ。

　だが緋宮もそれなりに何か反省するところがあったらしい。ファンクラブの生徒たちの間では「近寄りがたい雰囲気が和らいで親しみやすくなった」とますます人気上昇中なのだ。

「なぜ、この俺様がタダ働きという屈辱を味わわねばならんのだ！」

「まぁまぁ。たまには純粋な人助けでもしないと、地獄に落ちるよ？」

　不機嫌に部長椅子に座っている藍司馬の隣で、柳りゆう崎ざきが笑いを堪こらえている。

「ほっとけ。落ちたら落ちたで地獄を仕切ってやるよ」

「栄介は本当にやりそうだから怖いよね」

「それよりなんだ？　お前の肩先にいる、そのちゃらちゃらしたヤツは？」

　藍司馬の言葉に、柳崎は「あ、これ？」と得意げな顔をする。

「可愛いでしょ？　セフィロトからの預りものさ。以前はセフィロトの使い魔だったんだけど、一度命を落としてね。復活するには一時的に新たな主人が必要だっていうから、僕がその役を引き受けたんだ」

　ね、と柳崎は肩に乗っているケテルに声をかける。

「はじめまして。柳崎サマの使い魔となりました、ケテルいいます。短い間ですが、よろしゅうに」

　顔を赤らめ、少しだけ女の子らしくなったケテルが丁寧にお辞儀をした。

「なんだぁ、この胡う散さん臭くさい生き物は？　どこかに電池でも入っているのか」

「普通の人間なら使い魔なんて持てないんだけど、僕、魔女の血が流れているから条件が合ったんだよ。しかも僕はれっきとした人間だから、ケテルは誰にでも見える。おかげでみんなに自慢し放題ってわけさ。まぁ、それもセフィロトが迎えに来るまでなんだけど」

「魔女に使い魔だぁ？……またアヤシイ話だな。いかん。このままでは我が報道部の硬派な新聞が『妄想科学クラブ』のようになってしまうではないかっ」

　頭を抱える蒼司馬に向かって、近くでカメラをいじっていた田中が、ふいに声をかける。

「部長、次号の三面トップ、ああいうのはどうでしょ？」

　指し示す指先の方向には、手入れの行き届いた中庭が広がっていた。そこをダッシュで駆け抜けるひとつの影。

「杉すぎ峰みね君！」

　それは今日も憧れの君きみを追い駆けまわす奏──ではなく緋宮の姿である。

「どういうことだ？」

「なかなか面白い展開っすよ？　『学園のアイドル緋宮生徒会長、平凡男に夢中の謎!?』ってタイトルでどうすか？」

　眉まゆを寄せて窓際へと目を向ける藍司馬。

　窓の外では緋宮が、逃げ回っている杉峰の寡か黙もくな背中に呼びかけている。

「僕は！　僕は我が生徒たちのあるべき姿について、君と屋上で議論した時……なぜそんな場所で君と語り合ったのか覚えていないんだけど……」

　一瞬、考え込む素そ振ぶりを見せる緋宮だが、すぐに振り払うように勢いよく顔を上げる。

「その時、はっきりと感じたんだ！　今の僕はまだまだ未熟で、君こそが僕の必要としている人間なんだってことをっ。さぁ、一緒に生徒会で頑張ろう！」

　緋宮の言葉をあっさりと無視しながら、杉峰はただ思いっきり迷惑そうな顔だけをする。もちろん、特にコメントはない。そこへ──。

「あー！　ちょっとちょっと緋宮会長ぉ！　杉峰君を追い駆けまわしていいのは、私だけなんだってばっ」

　その後ろから、奏のいつもどおり賑にぎやかな声が重なった。

「もおー、これじゃあなんのために世界を救ったのかわかんないよぉ。まだまだ『気がつけばいつも君がそばにいた作戦』続行中なんだからねっ」

　杉峰は迷惑そうな顔をさらに二倍険しくして足早にふたりの前から立ち去ろうとし、

「あ！　待ってよぉ～杉峰くぅぅんっ」

　慌てて追い駆ける奏と、新しく彼女のライバルとなった緋宮がそろって中庭を後にする。

　それらを見下ろしながら、藍司馬は深く大きなため息をついた。

「あいつら……」

　天秤高校の平和──もとい、世界の平和はまだまだ続くようである。





（悪魔は世界の救世主・完）













あとがき






　こんにちわ☆　楽しんでいただけましたでしょうか？

　どっから切っても『はじめましてっ』の金太郎飴──新人作家の神かみ矢や陽ようでございます。

　この度、ビーズログ文庫からデビューさせて頂くことになりました。




　当初の計画では「まずは最終選考に残って、出版業界の人からアドバイスを受けることを目標に頑張ろう」と意気込んで投稿したのですが、何の因果か、あれよあれよという間にこうやって本を出して頂ける運びとなりました。

　いやぁ～こういうことがあるから、人生って本当に油断できないわ……！

　というわけで。

　いささかフライング気味のスタートですが（汗）始まってしまったものは仕方ない。

　自他共に認める根性なしのヘタレだけど、せっかく授かったチャンスだもんね、やれるとこまでやってみます!!




　さて。ここでお世話になった方々へお礼と感謝を──。

　まずは編集担当様!!

　本当にいろいろとありがとうございました＆これからもヨロシクです。

　それから、誤字脱字の嵐にも負けず最後までご協力いただきました校正者様にも感謝です。

　最後に、イラストレーターの甘塩コメコ様。ラノベはイラスト、ＣＤはジャケットで選ぶ自分にとって、挿絵の方が私の超ド級ストライクゾーン・甘塩様だなんてっ。

　これはもう奇跡です！　サイコーです！　ブリリアントです！

　その他、関係者様にも最大級のお礼を。一冊の本ができるまでに、本当に沢山の人が携わり支えてくれているのですね、有難いことです。




　そしてなんといっても読者様！

　手にとって下さって本当に本当にほんとぉーに、ありがとうございますっ。

　奏が杉峰にハマッた瞬間とか藍司馬部長と柳崎の小学校時代の出会いとか、ページの関係上、今回は入りきらなかった場面も多々あるのですが、それはまたの別の機会に……？

　いろいろと暗中模索の毎日なので、ご意見、ご感想など頂けるとマジ嬉しいです。

　まだ駆け出しのペーペーなんで、お返事なんか張り切って書いちゃいます♪

　それでは次回、再びお会いできることを祈りつつ──。


神矢　陽拝
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You Kamiya




９月21日生まれ乙女座、Ａ型。

しかし占い師に「貴女は八割天秤座です」と言われたことがある……八割って？？？

大阪生まれの滋賀育ち。今は京都在住。

好きなものは天ぷらと野性っぽい動物。

趣味は散歩と映画＆音楽鑑賞。

ブログ「てげてげ堂本舗」開店しました。

http://kamiyayou.blog19.fc2.com/

どなた様もお気軽にどーぞ！










イラスト

甘塩コメコ

Komeko Amazio




絵を描いたり、ゲーム作ったりする人。

受賞作の絵を描かせていただきまして、大変光栄です！

最近、新たな仕事に挑戦させていただく機会が色々とあり。

うきうきしながらも、超がんばってます。

http://isudon.sakura.ne.jp/










電子版　ビーズログ文庫



悪あく魔まは世せ界かいの救きゆう世せい主しゆ













著者／神かみ矢や 陽よう

イラスト／甘あま塩じおコメコ









2014年6月27日電子版ver.1.0発行









発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　小菅ひとみ（CoCo.Design）









(c)2008 You KAMIYA





本電子書籍はビーズログ文庫『悪魔は世界の救世主』（2008年5月30日発行　初刷）を元にして制作しております。









本書に関するお問い合わせ先

エンターブレイン　カスタマーサポート

電話　0570-060-555

（受付時間　土日祝祭日を除く12：00～17：00）















item/image/p000-00-7-1.jpg





item/image/p000-00-5-1.jpg





item/image/p000-00-17-1.jpg





item/image/p000-00-59-1.jpg





item/image/p000-00-11-1.jpg





item/image/p000-00-34-1.jpg





item/image/p000-00-55-1.jpg





item/image/p000-00-53-1.jpg





item/image/p000-00-30-1.jpg





item/image/p000-00-83-1.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p000-00-72-2.jpg





item/image/p000-00-60-1.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p000-00-48-1.jpg





item/image/p000-00-25-1.jpg





item/image/p000-00-44-1.jpg





item/image/p000-00-65-1.jpg





item/image/p000-00-42-1.jpg





item/image/p000-00-70-1.jpg





item/image/p000-00-91-1.jpg





item/image/p000-00-40-1.jpg





item/image/p000-00-63-1.jpg





item/image/p000-00-72-1.jpg





item/image/p000-00-6-1.jpg
vz

g

)| FE A BB
(X(HFD-LLIRDY),
K E

I
7%
I

Bl

e
7 ST
X

\

St
A






item/image/p000-00-37-1.jpg





item/image/p000-00-8-1.jpg
ore

it ®

/NG





item/image/p000-00-12-1.jpg
ore

R @KEBYO- NSRRI

/NG





item/image/p000-00-35-1.jpg





item/image/gaiji-0001.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序章



		第一章　失恋はヒロインの始まり



		第二章　乙女も歩けば美少年にあたる



		第三章　小悪魔千里を走る



		第四章　わざわい転じて恋となる？



		終章



		あとがき



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p000-00-35-2.jpg





item/image/p000-00-33-1.jpg





item/image/p000-00-31-1.jpg
DRAA

R @ VK LR DK 128 Y

N





item/image/p000-00-52-1.jpg





item/image/p000-00-77-1.jpg





item/image/p000-00-79-1.jpg
=

= ‘\

\" ) i

\Y
e ‘\\\\ \
» \c \ Q‘ \\‘
— I \
7
AN \ \\ \
\

W\






item/image/p000-00-28-1.jpg





item/image/p000-00-49-1.jpg





item/image/p000-00-22-1.jpg
| »mx\\

/I € ‘ \ ‘ \J\“






item/image/p000-00-45-1.jpg
e

Ottt HEH B = @ ] |

NI






item/image/p000-00-90-1.jpg
ore

/NG






item/image/p000-00-66-1.jpg
ore

R @ QIVQ ZE DRI A0~

/K9






item/image/p000-00-87-1.jpg





item/image/p000-00-89-1.jpg





item/image/p000-00-68-1.jpg





item/image/p000-00-68-2.jpg





